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1601年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Manuel de Melo｣(~1603年)
1601年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｽ･ｼﾞｮﾗﾝ｣(~1613年)
1601年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Mirza Ali Barid Shah3世｣(~1609年)
1601年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｻﾌｧﾋﾞｰ朝がﾊﾞﾌﾗｲﾝ島を併合
1601年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾍﾞｼｬｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｼｪﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･
  ﾊﾟｼｬ｣(~1602年)
1601年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾔﾌﾞｽﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1603年大宰相に任命)
1601年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~1603年)
1601年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾊﾞｽｺ･ﾃﾞ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~1604年)
1601年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1603年)
1601年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾇｰﾄ･ﾌｰｸﾞｳｰﾄﾞ･ｱﾝ･ｱｰﾂｳｰﾄﾞ｣(1回目~同年)
1601年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ3世(4世)｣ﾏﾘｰ2世とﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公ﾚｵﾉｰﾙの子(~1631年)
1601年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ2世｣(~16110623死去)
1601年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ﾗﾓﾗﾙ1世｣(~1624年)
1601年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｽﾏﾄﾗ北部のｱﾁｪに商館を設置
1601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1601年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Fernando Arias de Saavedra｣
1601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾊﾞｶﾝ女伯｢ﾒｱﾘｰ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~1628年死去)､6代ﾊﾞｶﾝ伯(妻の権利)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｱｰｽ
  ｷﾝ｣(~1640年死去)
1601年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Amice de Carteret卿｣(~1631年)
1601年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Antonio Maciel Monteiro｣(~1604年)
1601年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Jeronimo de Valderrama y Tova
  r｣(~1607年)
1601年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Luis Manuel Gudiel y Ortiz｣(~1603
  年)
1601年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Thomas Simonsen｣(~1607年死去)
1601年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Andres Lorenzo Arias de Saavedra｣(~1624年死去)､｢Mar
  ia de Muxica Arias de Saavedra｣
1601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで救貧法が制定
1601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｪｲｸｽﾋﾟｱが戯曲｢ﾊﾑﾚｯﾄ｣を完成
1601年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Rui Goncalves da Camara3世｣
1601年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｻﾝｽ･ﾓﾙｹﾁｮ｣(~同年)
1601年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ|  |||ｺｽﾀﾘｶでｶﾙﾀｺﾞと太平洋岸のﾁﾘｷ間の道路が開通
1601年1月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jan Pieterszen Snyer｣(~1602年)
1601年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国のｱｸﾊﾞﾙがｶｰﾝﾃﾞｰｼｭ地方を併合
1601年1月5日-09:00|日本|愛知県稲沢市|慶長5年12月|小沢作左衛門ら､尾張国妙福寺の十羅刹女･鬼子母神像を
  寄進
1601年1月9日-09:00|日本|高知県|慶長5年12月5日|国主交替に反対する長宗我部旧臣らによって起こされた土
  佐浦戸一揆が平定
1601年1月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｳﾞｧﾙｹﾝﾄﾞﾙﾌ･ﾃｨﾙ･ｸﾞﾛｰﾗｯﾌﾟ｣
1601年1月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾘｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾎﾞﾚﾋﾞｰ｣(~16160729没)
1601年1月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚと仏王ｱﾝﾘ4世との間でﾘﾖﾝ条約/ｻｳﾞｫｲｱ､ｻﾙｯﾂｫ侯国を併合､
  代わりにﾛｰﾇ川左岸をﾌﾗﾝｽに
1601年1月17日-09:00|日本|京都府福知山市|慶長5年12月13日|<加増移封>遠江横須賀3万石｢有馬豊氏｣⇒丹波国
  福知山藩6万石(⇒慶長7年7月28日(16020913)父･則頼の遺領三田2万石を継承)
1601年1月17日-09:00|日本|千葉県君津市|慶長5年12月13日|<加増移封>上総久留里3万石｢松平(大須賀)忠政｣(
  榊原康政の長男)⇒遠江横須賀5万5千石(~慶長12年9月11日(16071031)死去)
1601年1月17日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年12月13日|<加増>沼田2万7千石｢真田信之｣に上田3万8千石(父
  昌幸の遺領)とその他3万石→信濃上田9万5千石(~元和8(1622)年信濃松代へ)
1601年1月17日-09:00|日本|長野県上田市|慶長5年12月13日|<改易>信濃上田城主3万8千石｢真田昌幸｣(関ヶ原西
  軍参加)九度山に幽閉
1601年1月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1601年1月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~16300410死去)
1601年1月22日-09:00|日本|岡山県高梁市|慶長5年12月18日|<拝領>備中松山藩14460石｢小堀正次｣(~慶長9年3月
  30日(16040429)死去)
1601年1月23日-09:00|日本|京都府京都市|慶長5年12月19日|<就任>関白｢九条兼孝｣(~慶長9年11月10日)
1601年1月28日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長5年12月24日|日向倉岡城主丹生備前,伊藤家に攻められるも撃つ
1601年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾙｲｰｼﾞ｣
1601年1月30日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾓﾘｯﾂ･ｽﾃﾝｽｿﾝ･ﾗｲﾖﾝﾌｳﾞｰﾄﾞ･ｸﾞﾚｰｳﾞ･ﾗｰｾﾞﾎﾞ
  ｰｸﾞ｣(~1602年10月)
1601年2月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾚﾊ｣(1回目~1605年3月)
1601年2月1日-09:00|日本|福井県越前市|慶長5年12月28日|<加増移封>下総結城10万1000石｢結城秀康｣(徳川家
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  康の二男)⇒越前北荘68万石(慶長6年7月28日入封,松平姓を名乗る)
1601年2月3日-09:00|日本|  ||慶長6年|一分判金貨を鋳造
1601年2月3日-09:00|日本|福井県小浜市|慶長6年|<加増>若狭小浜8万5000石｢京極高次｣⇒近江国高島郡7100石(
  ⇒慶長14年5月3日(16090604)死去)
1601年2月3日-08:00|中国|  ||明･万暦29年|ﾇﾙﾊﾁが八旗制度を創設/女直を統一する過程で女直固有の社会組織
  を｢旗｣と呼ばれる軍事集団として編成
1601年2月3日-09:00|日本|  ||慶長6年1月|家康､東海道に伝馬制度を設ける
1601年2月3日-09:00|日本|岐阜県恵那市|慶長6年1月|<加増移封>上野那波1万石｢松平家乗｣(徳川譜代)→美濃岩
  村2万石(~慶長19年2月29日(16140408)死去)
1601年2月3日-09:00|日本|群馬県|慶長6年1月|<加増移封>武蔵川越5千石｢酒井忠世｣⇒上野那波1万石(⇒慶長10
  (1605)年5000石加増)
1601年2月3日-09:00|日本|静岡県湖西市|慶長6年1月|遠江新居関所創設
1601年2月3日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|慶長6年1月|<加増移封>摂津茨木1万2千石｢片桐且元｣→大和竜
  田2万8千石(~慶長20年5月28日(16150624)死去)
1601年2月3日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|慶長6年1月1日|<拝領>上総大多喜5万石｢本多忠朝｣(徳川譜代
  ､忠勝二男)(~慶長20年5月7日(16150603)大坂夏の陣で戦死)
1601年2月3日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長6年1月1日|<移封>上総大多喜｢本多忠勝｣→伊勢桑名10万石(~慶長
  15年10月18日(16101203)死去)
1601年2月4日-09:00|日本|  ||慶長6年1月2日|徳川家康が東海道伝馬制を制定
1601年2月7日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｶﾞﾙｾﾞｽ｣
1601年2月9日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾍﾟｰﾙ･ﾃﾞｽﾊﾟﾙﾍﾞｽ･ﾙｯｻﾝ｣(~10日)
1601年2月9日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長6年1月7日|日向倉岡城主丹生備前,島津勢を追撃する伊藤勢が大
  淀川を渡ろうとした時､大砲を撃って撃退
1601年2月10日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｱﾛﾌ･ﾃﾞ･ｳｨｸﾞﾅｸｰﾙ｣(~16220914没)
1601年2月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月8日|ｲｷﾞﾘｽでｴｾｯｸｽの反乱が起こる
1601年2月20日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|慶長6年1月18日|<加増移封>摂津三田23000石｢山崎家盛｣⇒因
  幡若桜3万石(⇒慶長10(1605)年､6014石を実弟｢宮城頼久｣に分知)
1601年2月20日-09:00|日本|兵庫県三田市|慶長6年1月18日|<加増移封>播磨三木(淡河城)1万石｢有馬則頼｣⇒摂
  津三田2万石(~慶長7年7月28日(16020913)死去､嫡子豊氏領に吸収)
1601年2月23日-09:00|日本|秋田県横手市|慶長6年1月21日|<改易>出羽横手城主31600石｢小野寺義道｣関ヶ原西
  軍参加,弟康道(大森城主)とともに石州津和野に流罪廃絶
1601年2月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ﾄﾞﾘｱ｣(~16030225)
1601年2月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ｴｾｯｸｽ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣(生年1566年)
1601年3月5日-09:00|日本|愛知県岡崎市|慶長6年2月1日|<加増移封>上野白井2万石｢本多康重｣(徳川譜代)→三
  河岡崎5万石(~慶長16年3月22日(16110504)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|愛知県豊橋市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵八幡山1万石｢松平(竹谷)家清｣(徳川譜
  代)→三河吉田3万石(慶長15年12月21日(16110203)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|愛知県西尾市|慶長6年2月1日|<加増移封>下総小笹5千石｢本多康俊｣(徳川譜代)⇒三
  河西尾2万石(⇒元和3(1617)年10月､近江膳所藩に移封)
1601年3月5日-09:00|日本|愛知県額田郡幸田町|慶長6年2月1日|<移封>下総小見川1万石｢松平忠利｣⇒三河深溝1
  万石(~慶長17(1612)年三河吉田へ)
1601年3月5日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長6年2月1日|<加増移封>不明7千石｢青山忠成｣(徳川譜代)→常陸江
  戸崎18000石(⇒慶長11(1606)年､1万石加増され2万5000石)
1601年3月5日-09:00|日本|茨城県牛久市|慶長6年2月1日|<拝領>常陸国牛久藩1万石｢山口重政｣(徳川譜代)(~慶
  長18(1613)年大久保忠隣の失脚に伴って改易)
1601年3月5日-09:00|日本|茨城県笠間市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵騎西2万石｢松平(松井)康重｣→常陸笠
  間3万石(~慶長13(1608)年丹波篠山5万石)
1601年3月5日-09:00|日本|茨城県土浦市|慶長6年2月1日|<加増移封>下総布川5千石｢松平(藤井)信一｣(徳川譜代
  )⇒常陸土浦3万5千石(⇒慶長9(1604)年隠居)
1601年3月5日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|慶長6年2月1日|<加増移封>上総久留里30000石｢大須賀忠政｣(徳川
  譜代)⇒遠江横須賀60000石
1601年3月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長6年2月1日|<加増移封>上総鳴戸2万石｢石川康通｣(徳川譜代)⇒美
  濃大垣5万石(~慶長12年7月26日(16070917)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|慶長6年2月1日|<拝領>上野伊勢崎1万石｢稲垣長茂｣(徳川譜代⇒慶長
  17年10月22日(16121114)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|群馬県渋川市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵東方1万石｢松平(戸田)康長｣(徳川譜代
  )⇒上野白井2万石(~翌年下総古河)
1601年3月5日-09:00|日本|佐賀県唐津市|慶長6年2月1日|<加増>肥前唐津8万3千石｢寺沢広高｣+肥後天草郡42000
  石⇒12万5千石(~寛永10年4月11日(16330518)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵国内5千石｢戸田一西｣(徳川譜代)⇒近
  江大津3万石(~翌年近江膳所へ移転)
1601年3月5日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長6年2月1日|<加増移封>上野高崎120000石｢井伊直政｣(徳川譜代)⇒
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  近江佐和山180000石(~翌年2月1日(16020324)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県掛川市|慶長6年2月1日|<加増移封>伊勢長島2万7千石｢松平(久松)定勝｣(徳川
  譜代)⇒遠江掛川3万石(⇒元和3(1617)年､伊勢桑名藩11万石)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県静岡市|慶長6年2月1日|<加増移封>伊豆韮山1万石｢内藤信成｣(徳川譜代)⇒駿
  河府中4万石(~慶長11(1606)年近江長浜4万石)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|慶長6年2月1日|<加増移封>上総茂原5千石｢大久保忠佐｣(徳川譜代)⇒
  駿河沼津2万石(~慶長18年9月27日(16131109)死去無嗣断絶)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵ノ内5千石｢天野康景｣(徳川譜代)⇒駿
  河興国寺1万石(⇒慶長12年3月9日(16070405)領民を殺害したとして蟄居､改易)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県浜松市|慶長6年2月1日|<加増移封>美濃金山2万5千石｢松平(桜井)忠頼｣⇒遠江
  浜松5万石(~慶長14年9月29日(16091026)殺害される)
1601年3月5日-09:00|日本|静岡県浜松市|慶長6年2月1日|<加増移封>武蔵松山2万5千石｢松平(桜井)忠頼｣(徳川
  譜代)廃城→遠江浜松5万石(~慶長14年9月29日(16091026)死去所領没収)
1601年3月5日-09:00|日本|栃木県真岡市|慶長6年2月1日|<拝領>下野真岡(芳賀城)2万石｢浅野長重(浅野長政三
  男)｣(~慶長16(1611)年､常陸真壁5万石[父の隠居領]を相続)
1601年3月5日-09:00|日本|長野県飯田市|慶長6年2月1日|<加増移封>下総古河2万石｢小笠原秀政｣(徳川譜代)→
  信濃飯田5万石(~慶長18(1613)年､信濃国松本8万石に加増移封)
1601年3月5日-09:00|日本|長野県伊那市|慶長6年2月1日|<立藩>高遠藩(常陸･下総･上総･相模国内)2万1千石｢内
  藤清成｣(徳川譜代､常陸･上総･下総国内1万6000石を加増)(~慶長13年10月20日(16081127)死去)
1601年3月5日-09:00|日本|長野県上田市|慶長6年2月1日|<移封>沼田藩｢真田信之(信幸)｣⇒信濃国上田藩
1601年3月5日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長6年2月1日|<拝領>大和小泉16490石｢片桐貞隆｣(⇒慶長19(161
  4)年6月､5千石を秀頼より加増)
1601年3月5日-09:00|日本|山梨県甲府市|慶長6年2月1日|<加増移封>上野厩橋3万3千石｢平岩親吉｣(徳川譜代)→
  甲斐府中6万3千石(⇒慶長12(1607)年､犬山藩12万3000石)
1601年3月5日-09:00|日本|山梨県都留市|慶長6年2月1日|<拝領>甲斐谷村1万8千石｢鳥居成次｣(徳川譜代,鳥居元
  忠三男)(⇒寛永元(1624)年､駿河国などで加増されて3万5000石)
1601年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1601/2/24|英軍人ｴｾｯｸｽ蜂起を企てて失敗し斬首[1566年11月19日生～]
  (享年34)
1601年3月11日-09:00|日本|福島県伊達郡|慶長6年2月7日|伊達政宗は伊達郡へ侵攻したが､本庄繁長､宮代砦守
  将八内図書の厳しい抵抗により撃退された
1601年3月21日-09:00|日本|茨城県下妻市|慶長6年2月17日|徳川家康は榊原康政､平岩親吉を派遣し常陸国下妻
  城主多賀谷重経､家宣父子を攻め破り､多賀谷領の領地没収/豊田城主多賀谷三経は近江国の佐和山に遁れ､間
  も無く病死/中太田城主多賀谷忠経は結城秀康に仕える⇒常陸下妻城主6万石｢多賀谷重経｣(西軍に参加､武蔵
  府中へ逃亡)/子孫は越前松平家に仕官し､前橋藩士となる/二男･吉隆は岩城貞隆養子となり､出羽亀田藩主と
  なる
1601年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国の皇子ｻﾘｰﾑがｱｸﾊﾞﾙに反抗しはじめる
1601年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾐﾝｶﾙｸｼｭ･ﾒﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.15)
1601年4月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾀﾀｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1602年)
1601年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾗﾝｶｽﾀｰ艦隊をｱｼﾞｱに派遣
1601年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1601年4月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ･ﾊﾞｿﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣(3回目~16020726)
1601年4月3日-09:00|日本|  ||慶長6年3月|東海道五十三駅を設定
1601年4月3日-09:00|日本|愛知県田原市|慶長6年3月|<加増移封>伊豆下田5千石｢戸田尊次｣(徳川譜代)→三河田
  原1万石(~元和元年7月7日(16150830)死去)
1601年4月3日-09:00|日本|高知県|慶長6年3月1日|山内一豊が､桂浜で相撲興行を行って観衆の中から長宗我部
  の遺臣で浦戸一揆の関係者73名を見つけて捕らえ､種崎で磔にする
1601年4月5日-09:00|日本|群馬県前橋市|慶長6年3月3日|<加増移封>武蔵川越1万石｢酒井重忠｣(徳川譜代)⇒上
  野厩橋3万3千石(~元和3年7月21日(16170822)死去)
1601年4月5日-09:00|日本|静岡県藤枝市|慶長6年3月3日|<加増移封>武蔵川越ノ内3千石｢酒井忠利｣→駿河田中1
  万石(~慶長14(1609)年川越2万石)
1601年4月7日-09:00|日本|  ||慶長6年3月5日|鳥養道晰が､金春流謡本を朝廷に献上する(仮名まじり国文学書
  のはじめ)
1601年4月7日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長6年3月5日|<加増>陸奥岩出山60万石｢伊達政宗｣近江国蒲生郡内50
  00石加増⇒60万5000石(~寛永13年5月24日(16360627)死去)
1601年4月8日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長6年3月6日|<加増移封>上野小幡3万石｢奥平信昌｣→美濃加納10万
  石(~慶長7(1602)年隠居､菅沼家に養子に行った忠政が継いだ)
1601年4月13日-09:00|日本|大分県大分市|慶長6年3月11日|<加増移封>豊後高田1万石｢竹中重利｣⇒豊後府内2万
  石(~元和元年10月16日(16151206)死去)
1601年4月19日-09:00|日本|岩手県北上市|慶長6年3月17日|<岩崎一揆>南部軍は岩崎城周辺の七折館に陣を構え
  て本格的な攻撃を開始/桜庭直綱ら主力が本丸突入を図るも､桝形土塁の防御や城兵の反撃に阻まれた
1601年4月21日-09:00|日本|愛知県豊田市|慶長6年3月19日|<死去>三河伊保藩1万石｢丹羽氏次｣⇒｢丹羽氏信｣が
  継ぐ(~寛永15(1638)年4月27日美濃岩村へ)



1620迄(2404件)

1601年4月29日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|慶長6年3月27日|<移封>播磨姫路2万5千石｢木下家定｣→備中足守
  2万5千石(~慶長13年8月26日(16081004)死去)
1601年5月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾌﾘｲｽ･ﾃｨﾙ･ｸﾗｽﾄﾙｯﾌﾟ｣(~16080430)
1601年5月1日-09:00|日本|福島県福島市|慶長6年3月29日|(28日~)伊達政宗は再び福島城に襲来/福島城が容易
  に落ちないと見た政宗は､梁川城へ矛先を転じようとしたが､梁川城の須田大炊は伏兵をもって迎撃､政宗勢は
  四方を取り囲まれて大敗し､散々に敗走
1601年5月3日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|慶長6年4月|<拝領>尾張緒川1万石｢水野分長｣(⇒慶長11(1606)
  年三河新城へ)
1601年5月3日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|慶長6年4月|<加増移封>播磨ノ内2万石｢木下延俊(家定三男)｣⇒
  豊後日出3万石(~寛永19年1月7日(16420206)死去)
1601年5月7日-09:00|日本|大分県佐伯市|慶長6年4月5日|<移封>豊後国日田･玖珠2郡(永山城)2万石｢毛利高政｣
  ⇒豊後佐伯2万石(~寛永5年11月16日(16281211)死去)
1601年5月11日-09:00|日本|茨城県石岡市|慶長6年4月9日|元新治郡柿岡城主長倉義興が佐竹義宣に毒殺される/
  佐竹義宣は国分盛重を常陸国新治郡の柿岡城主として入城させる
1601年5月26日-09:00|日本|山形県酒田市|慶長6年4月24日|最上義光､上杉方の東禅寺城を攻略
1601年5月28日-09:00|日本|岩手県北上市|慶長6年4月26日|<岩崎一揆>南部軍は北信愛の献策で城に火をかけて
  焼き討ちにし､鉄砲隊による総攻撃で遂に岩崎城を陥落させた
1601年5月28日-09:00|日本|福島県福島市|慶長6年4月26日|<松川の戦い(陸奥国)>伊達政宗を松川で福島城の上
  杉方杉原･甘粕･本庄出羽守･栗生美濃守が迎え撃ち､伊達政宗と岡定俊(左内)が川中で太刀打ちを行うほどの
  大激戦になったが､上杉方はしだいに追い崩されて敗走､散々になり福島城へ逃げて行った/福島城の城兵が危
  ういとみた梁川城守須田大炊は､阿武隈川を渡り､遮二無二政宗本陣を目がけて切り掛かった/政宗勢は散々切
  り立てられ､軍伍散乱して敗走/更に本庄繁長が福島城の西門から打ち出て､伊達政宗の陣屋に火をかけ小荷駄
  を燃やしたため､政宗はもはや戦場にとどまることができず､大崎へと逃げ帰った
1601年6月1日-09:00|日本|香川県高松市|慶長6年5月|<交替>讃岐高松171800石｢生駒親正｣隠居⇒｢生駒一正｣が
  継ぐ(~慶長15年3月18日(16100511)死去)
1601年6月1日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長6年5月|徳川家康､伏見に銀座を置き金銀貨を鋳造する
1601年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ女公･ﾙﾃﾙ伯｢ｱﾝﾘｴｯﾄ｣
1601年6月24日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長6年5月24日|伊達政宗の支援を受けて領地復興を画策していた和
  賀忠親が南部利直に敗れて自害
1601年6月30日-09:00|日本|高知県四万十市|慶長6年6月|<分封>土佐中村2万石｢山内康豊｣兄の土佐藩｢山内一豊
  ｣が分与(~寛永2年8月29日(16250930)死去)
1601年6月30日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長6年6月|徳川家康が大津城を廃し藤堂高虎に命じ膳所城築城開始
1601年6月30日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長6年6月|<加増移封>上野国阿保城1万石｢菅沼定仍｣⇒伊勢長島2万
  石(~慶長10年10月25日(16051205)死去)
1601年6月30日-09:00|日本|新潟県佐渡市|慶長6年6月1日|幕府､佐渡の金山を直営にする
1601年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ14世｣
1601年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｴﾙﾝｽﾄ｣(~16220117死去)
1601年7月5日-08:00|中国|  ||明･万暦29年6月6日|蘇州で織工たちが反税闘争に立ち上がる(織傭の変)
1601年7月9日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｳﾞｪｰﾙ卿｣(~16020307)
1601年7月13日-09:00|日本|埼玉県東松山市|慶長6年6月14日|<改易>武蔵松山25000石｢松平(桜井)家広｣(発狂家
  老殺害)自刃
1601年7月15日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Sancho Ochoa de Castro｣(~1608年死去)
1601年7月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｴﾐｼｭﾁ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~16031004)
1601年7月23日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長6年6月24日|家康が江戸城中に富士見亭文庫を設立して金沢文
  庫の書籍を移し､目録作成を命じる
1601年7月28日-09:00|日本/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  ||慶長6年6月29日|ﾏﾆﾗ港からﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船によって平戸にﾀﾊﾞｺの種子が伝わ
  る
1601年8月13日-09:00|日本|新潟県佐渡市|慶長6年7月15日|鶴子鉱山の山師たちが佐渡相川金山発見
1601年8月26日-09:00|日本|福井県福井市|慶長6年7月28日|<改名>越前北荘68万石｢結城秀康｣(徳川家康の二男)
  入封⇒｢松平秀康｣(⇒慶長11(1606)年福井城が完成し移る)
1601年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ･ｼｭ･ﾐﾌﾈｱ｣(1回目~1602年3月)
1601年9月12日-09:00|日本|茨城県結城市|慶長6年8月16日|<改易>下総山川藩2万石｢山川朝信｣上杉に内通して
  いたことが発覚
1601年9月12日-09:00|日本|山形県山形市|慶長6年8月17日|<加増>出羽山形24万石｢最上義光｣⇒57万石(庄内･由
  利33万石を加増~慶長19(1614)年1月18日死去)
1601年9月12日-09:00|日本|山形県米沢市|慶長6年8月16日|<改易>出羽米沢24万5700石｢直江兼続｣(上杉家家臣)
  西軍参加
1601年9月12日-09:00|日本|山形県米沢市|慶長6年8月16日|<減移封>陸奥会津若松120万石｢上杉景勝｣関ヶ原西
  軍参加により⇒出羽米沢30万石(~元和9年3月20日(16230419)死去)
1601年9月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾔｰﾉｼｭ･ｸﾀｼｰ｣
1601年9月16日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝﾌｨ･ﾊﾞﾗﾆｬｳﾞｧｰﾘ ｴｽ･ｷｱｿ
  ﾆﾌｧﾙｳﾞｨ｣(4回目~16020208)
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1601年9月19日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ･ｲ･ﾋﾞｼﾞ
  ｪｶﾞｽ｣(~16080211没)
1601年9月21日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長6年8月25日|<加増移封>下野宇都宮18万石｢蒲生秀行｣⇒陸奥
  会津60万石(~慶長17(1612)年5月13日死去)
1601年9月22日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｱﾅ｣(~16050408)ﾌﾗﾝｽ王妃
1601年9月26日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|慶長6年9月|<移封>伊予中予風早郡1万4000石｢来島長親｣⇒豊
  後森1万4000石(~慶長17年3月15日(16120415)死去)
1601年9月26日-09:00|日本|石川県|慶長6年9月1日|徳川秀忠の次女珠姫が加賀藩跡継ぎ｢前田利常｣に嫁ぐ
1601年10月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｼﾐｵﾝ･ﾓｷﾞﾗ｣(2回目､1602年3月まで対立総督･領主~1602年7
  月)
1601年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1601年10月1日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者代行｢ﾖｱﾁﾑ･ｿﾙｹ｣(~16020623)
1601年10月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾗﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1602年7月)
1601年10月23日-09:00|日本|京都府京都市|慶長6年9月28日|<新設>京都所司代｢板倉勝重｣西国諸大名の監視､浪
  人の取締まりが主な狙い(⇒1619(元和5年9月))
1601年10月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸの天文学者ﾃｨｺ･ﾌﾞﾗｰｴ/54歳(誕生:15461214)/膨大な観測記録
  を残し､弟子のｹﾌﾟﾗｰの理論に寄与した
1601年10月25日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Manuel Luis Baltasar da Camara｣(
  ~1619年死去)
1601年10月26日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|慶長6年10月|<加増移封>石見浜田2万石｢坂崎直盛｣⇒石見
  津和野3万石(元和2(1616)年7月20日4万3468石に加増⇒同年9月11日(16161021)自害改易)
1601年11月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝでｲｺﾞﾛﾄ族がｽﾍﾟｲﾝ支配に対して反乱
1601年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1601年11月6日-09:00|日本|群馬県前橋市|慶長6年10月12日|<拝領>上野総社1万石｢秋元長朝｣徳川譜代(⇒元和8
  (1622)年､嫡男｢泰朝｣に家督を譲って隠居)
1601年11月6日-09:00|日本|長野県諏訪市|慶長6年10月12日|<加増移封>上野総社1万2千石｢諏訪頼水｣徳川譜代
  ⇒信濃高島2万7千石(⇒寛永17(1640)年､忠頼(忠恒)に家督を譲って隠居)
1601年11月11日-09:00|日本|長崎県長崎市|慶長6年10月17日|長崎興善町の一老人の家から出火.長崎6町で初の
  火災/ﾐｾﾞﾘｺﾙﾃﾞｨｱ寺院の堀から岬の教会の手前まで､町の大部分を焼失
1601年11月25日-09:00|日本|埼玉県加須市|慶長6年11月|<拝領>武蔵騎西2万石｢大久保忠常｣徳川譜代(⇒慶長16
  年10月10日(16111114)死去)
1601年11月29日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長6年11月5日|<就任>老中｢青山忠成｣(~慶長18年7月20日)
1601年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲｲ2世｣
1601年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｯﾀﾘﾌﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾊｯｻﾝ｣(~1年未満統治)⇒｢ｱﾌﾞ･ﾀﾘﾌﾞ･ﾋ
  ﾞﾝ･ﾊｯｻﾝ｣(~1603年11月)
1601年12月23日-09:00|日本|三重県津市|慶長6年11月29日|<死去>伊勢上野藩2万石｢分部光嘉｣⇒｢分部光信｣が
  嗣ぐ(~元和5(1619)年8月近江大溝へ)
1601年12月26日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|慶長6年閏11月2日|豊臣秀頼､四天王寺を再建
1601年12月26日-09:00|日本|東京都|慶長6年閏11月2日|<江戸慶長6年の大火>江戸駿河町から出火し全市焼亡/
  以後､屋根を茅葺きから板葺きにさせる
1602年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Gaspar de Melo｣(~1605年)
1602年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾃﾞｨﾙ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾆｯｸ･ｼﾞｬﾏﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ｣(2
  回目~1605年)
1602年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第11代ﾊﾝ｢ｱﾗﾌﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣ﾊｰｼﾞｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの子(~1623年)
1602年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｻﾌｧﾋﾞｰ朝軍がﾌﾞﾊﾗでｳｽﾞﾍﾞｸ軍に敗北
1602年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎﾙﾑｽﾞ･ｼｬｰ｢ﾌｨﾙｽﾞ･ｼｬｰ｣(~1609年)
1602年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾊﾞｰﾚｰﾝがﾍﾟﾙｼｬに再編入
1602年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾅｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~1603年)
1602年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｻｸﾞﾚﾄﾞ｣(~1604年)
1602年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Afonso de Noronha｣(~1605年)
1602年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾃﾞﾙｳﾞｨｯｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目
  ~1604年)
1602年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~1603年没)
1602年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがｱｲｽﾗﾝﾄﾞ貿易の独占制度を制度化
1602年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ｸﾘｽﾄﾊﾞｵ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ｴ･ﾀﾎﾞﾗ､ｶｽﾃﾛﾛﾄﾞﾘｺﾞ侯｣(~1614年)
1602年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｪｲｸｽﾋﾟｱが｢ﾊﾑﾚｯﾄ｣を完成
1602年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院暫定総督･長官｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾆｬｽｺ｣(~1604年)
1602年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞでﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾁﾁﾏのひきいるｲﾝﾃﾞｨｵの反乱
1602年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾎﾙﾍ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(~1605年)
1602年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長｢ﾌｱﾝ･ｷﾞﾗﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾝｼｽ｣(~1607年)
1602年1月23日-08:00|中国|  ||明･万暦30年|ﾏﾃｵ･ﾘｯﾁが明朝の高官･李子藻の助力により｢坤輿万国全図｣を刊
1602年1月23日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長6年12月|<就任>老中｢内藤清成｣(~慶長11年1月25日)
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1602年1月27日-09:00|日本|東京都|慶長6年12月5日|家康が青山忠成､内藤清成を江戸町奉行に任命し､関東総奉
  行を兼務させる
1602年2月6日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾅﾀﾞ副王｢ｱｲﾏｰﾙ･ﾄﾞ･ﾁｪｽﾄ｣(~1603年死去)
1602年2月7日-09:00|日本|千葉県|慶長6年12月16日|上総･安房で大地震､山崩れあり｡海が干上がった後､明日大
  津波あり｡人畜死亡多数
1602年2月8日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾏｰﾄﾝ･ﾍﾟﾃ･ﾍﾃｼ｣(~16051005没)
1602年2月19日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|慶長6年12月28日|<加増移封>上野小幡3万石｢奥平家昌｣⇒下野宇都
  宮10万石(~慶長19年10月10日(16141111)死去)
1602年2月22日-09:00|日本|香川県丸亀市|慶長7年|生駒一正,西讃岐支配のため亀山に城を築き,丸亀城と名付
  ける
1602年2月22日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長7年|<交替>美濃加納10万石｢奥平信昌｣隠居⇒菅沼家に養子に行
  った三男｢奥平忠政｣が継いだ(~慶長19年7月2日(16140807)死去)
1602年2月22日-09:00|日本|群馬県沼田市|慶長7年|沼田城の二の丸･三の丸築造
1602年2月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長7年|<移転>近江大津3万石｢戸田一西｣(徳川譜代)⇒近江膳所3万
  石(⇒慶長9年7月25日(16040820死去)
1602年2月22日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長7年|<加増>下野黒羽藩13000石｢大関資増｣⇒20000石(~慶長10(
  1605)年甥の政増に家督を譲って隠居)
1602年2月22日-09:00|日本|栃木県さくら市|慶長7年|<立藩>喜連川藩4500石(10万石格)｢喜連川頼氏｣(⇒寛永7(
  1630)年6月13日､死去)
1602年2月22日-09:00|日本|新潟県長岡市|慶長7年|<交替>越後蔵王堂4万石｢堀親良｣隠居⇒｢堀鶴千代｣が継ぐ(~
  慶長11(1606)年死去､坂戸藩に吸収)
1602年3月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾌｧﾝ･ﾄﾞﾙﾌﾟ｣(~16030713)
1602年3月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴﾐﾘｵ･ﾃﾞ･ｶｳﾞｧﾘｴｰﾘ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1550年頃)
1602年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip4世｣
1602年3月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Louis2世｣(~16271108死去)
1602年3月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ諸州は連合東ｲﾝﾄﾞ会社(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)を設立してｱｼﾞｱに進
  出
1602年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ｶﾗｯﾁ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1557年)
1602年3月24日-09:00|日本|京都府京都市下京区|慶長7年2月|教如上人が家康より烏丸六条の地(堀川六条の東
  側)を寄進され､真宗大谷派東本願寺を建立/本来の本願寺は西本願寺に
1602年3月24日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長7年2月1日|<死去>近江国佐和山18万石｢井伊直政｣42歳⇒｢井伊直
  継｣が継ぐ(⇒慶長11(1606)年､佐和山城から完成した彦根城へ居城を移した)
1602年3月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾖｱﾋﾑ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣ﾌﾞﾚｾﾞｸﾞ公
1602年3月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾘｽﾁｬﾝ｣(~1612年),｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾙﾄﾞﾙﾌ｣兄弟(~16530114
  死去)
1602年3月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李德馨｣(~16040507)
1602年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1602年4月16日-09:00|日本|  ||慶長7年2月24日|家康が中山道に伝馬の制度を設けた
1602年4月22日-09:00|日本|広島県福山市|慶長7年3月|神辺城代福島丹波,龍泉寺を再建
1602年5月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌﾞﾗﾎﾞ･ﾃﾞ･ｱｸｰﾆｬ｣(~16060624死去)
1602年5月7日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長7年3月16日|仙台伊達領内で一揆が起きるが､茂庭綱元らがこれを
  鎮圧
1602年6月1日-09:00|日本|鹿児島県|慶長7年4月11日|<所領安堵>薩摩藩(鹿児島城)72万8700石｢島津忠恒｣(⇒慶
  長11(1606)年､家久と改名)
1602年6月3日-09:00|日本|岐阜県|慶長7年4月13日|美濃国に洪水が襲い､人馬が多数死亡
1602年6月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長7年4月14日|<死去>里村紹巴､連歌師(78歳､生年1525年)
1602年6月5日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|慶長7年4月15日|<拝領>上野小幡1万石｢水野忠清｣(徳川譜代,水
  野忠重三男⇒元和2(1616)年三河刈谷2万石に移封)
1602年6月20日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽとﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ
  ･ﾗﾝﾄﾞﾚｽ｣(~16080616)
1602年6月20日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長7年5月|<立藩>上野豊岡(根津)1万石｢根津信政｣(~慶長19(1614)
  年死去)
1602年6月20日-09:00|日本|埼玉県上尾市|慶長7年5月|<加増立藩>武蔵原市5千石｢西尾吉次｣+美濃国内7千石⇒
  武蔵原市藩1万2千石(~慶長11年8月26日(16060928)死去)
1602年6月20日-09:00|日本|千葉県印旛郡酒々井町|慶長7年5月|<加増>下総本佐倉1万石｢三浦重成｣+近江国浅井
  郡3千石(⇒慶長10(1605)年甥の重次に近江の所領3000石を分与~寛永元(1624)年死去)
1602年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｴﾝｳﾞｫﾙﾄﾞ･ｸﾙｰｾﾞ･ﾃｨﾙ･ｳﾞｨﾝｹﾞｶﾞｰﾄﾞ｣(~160606
  23)
1602年6月29日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公を退位させｵｰｽﾄﾘｱが統治(7.26発効)
1602年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ･ｼｭ･ｴﾙﾊﾞﾝ｣(1回目~1610年12月)
1602年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾃﾞｨｻﾞｰﾃﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1604年8月)
1602年7月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Suarez del Castillo｣(~16030706死
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  去)
1602年7月6日-09:00|日本|茨城県石岡市|慶長7年5月17日|<立藩>常陸府中1万石｢六郷政乗｣(~元和9(1623)年出
  羽本庄2万石)
1602年7月6日-09:00|日本|茨城県古河市|慶長7年5月17日|<移封>上野白井2万石｢松平(戸田)康長｣⇒下総古河2
  万石(~慶長17(1612)年常陸笠間へ)
1602年7月6日-09:00|日本|茨城県土浦市|慶長7年5月17日|<拝領>常陸土浦3万5000石｢松平(藤井)信一｣(~慶長9(
  1604)年隠居､養子の信吉が継ぐ)
1602年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1602年7月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ2世｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの弟(~16050718死去)
1602年7月9日-09:00|日本|京都府亀岡市|慶長7年5月20日|<死去>丹波亀山5万石｢前田玄以｣64歳⇒次男の｢前田
  茂勝｣が嗣ぎ丹波八上5万石に移封(~慶長13年6月16日狂気を理由に改易)
1602年7月17日-09:00|日本|愛知県|慶長7年5月28日|<死去改易>尾張･三河国内16000石｢日根野弘就｣
1602年7月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総司令官｢ｼﾞｮﾙｼﾞｵ･ﾊﾞｽﾀ･ｸﾞﾗﾌ･ｽﾞ･ﾊｽﾄ｣(~1
  6050221)
1602年7月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾋﾞﾛﾝ公(ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ｺﾞﾝﾄｰ=ﾋﾞﾛﾝ-)､大逆の陰謀を企てたとしてﾊﾞﾃｨｰﾕ牢獄で斬
1602年8月1日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾍﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｰﾍﾞﾄﾞﾗ｣(3回目~1609年)
1602年8月1日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ｣(2回目~1
  609年)
1602年8月3日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼｬｰ3世｣
1602年8月3日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ2世｣(~16260228死去)
1602年8月11日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長7年6月24日|家康が､江戸城中に富士見亭文庫を設立して金沢
  文庫の書籍を移し､目録の作成を命じる
1602年8月17日-09:00|日本|千葉県君津市|慶長7年7月|<立藩>上総久留里2万石｢土屋忠直｣(~慶長17年3月24日(1
  6120424)死去)
1602年8月26日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長7年7月10日|佐竹氏の旧臣が一揆を起こして水戸城を奪おうとす
  るが鎮圧される
1602年9月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Christiaen Adriaenszoon den Dorst｣(~1604
  年)
1602年9月12日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院｣(~16051002)
1602年9月12日-09:00|日本|秋田県秋田市|慶長7年7月27日|<減移封>常陸水戸54万5800石｢(常陸佐竹氏第18代当
  主)佐竹義宣｣⇒出羽土崎湊205818石(~慶長9(1604)年8月27日､出羽久保田に移転)
1602年9月12日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長7年7月27日|<改易>常陸江戸崎45000石｢蘆名義広｣(兄の佐竹義宣
  が西軍に与したため)
1602年9月12日-09:00|日本|茨城県笠間市|慶長7年7月27日|<転封>出羽土崎湊52440石｢秋田実季｣⇒常陸宍戸藩5
  万石(~寛永7(1630)年蟄居)
1602年9月12日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|慶長7年7月27日|<減移封>信濃諏訪2万7000石｢日根野吉明｣
  →下野壬生1万9百石(祖父･弘就の西軍内通と吉明自身の幼少を理由⇒寛永11(1634)年7月豊後府内2万石)
1602年9月12日-09:00|日本|福島県いわき市|慶長7年7月27日|<加増転封>下総矢作4万石｢鳥居忠政｣廃藩⇒陸奥
  磐城平10万石(⇒慶長10年2月､2万石加増12万石)
1602年9月12日-09:00|日本|福島県いわき市|慶長7年7月27日|<改易>陸奥磐城平11万3000石｢岩城貞隆｣関ヶ原敗
  戦により
1602年9月12日-09:00|日本|福島県南相馬市|慶長7年7月27日|<改易>陸奥牛越4万9234石｢相馬義胤｣佐竹氏の転
  封に伴い
1602年9月12日-09:00|日本|山形県山形市|慶長7年7月27日|<加増>出羽山形24万石｢最上義光｣33万石(関ヶ原勝
  利で)⇒57万石(~慶長19(1614)年1月18日死去)
1602年9月13日-09:00|日本|京都府福知山市|慶長7年7月28日|<加増>丹波国福知山藩6万石｢有馬豊氏｣+父･則頼
  の遺領三田2万石を継承⇒8万石(⇒元和6(1620)年12月8日､筑後久留米21万石に加増転封)
1602年9月13日-09:00|日本|兵庫県三田市|慶長7年7月28日|<死去>摂津三田2万石｢有馬則頼｣嫡子豊氏領に吸収
1602年10月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ﾗｰｿﾝ･ﾎﾞﾃｨﾗｽﾄ｣(1回目~1605年5
  月)
1602年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾏｽ･ﾓｰﾘｰ､ｲｷﾞﾘｽの作曲家(生年1557年)
1602年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1602年10月2日-09:00|日本|宮崎県小林市|慶長7年8月17日|<庄内の乱(日向国)>島津忠恒は日向国野尻で狩りを
  催した際､伊集院忠真を射殺/実行犯の押川治右衛門と淵脇平馬は切腹を命じられたが､計画的な暗殺だった/
  同日に忠真の母と弟三人も殺された
1602年10月14日-09:00|日本|長崎県平戸市|慶長7年8月29日|<死去>肥前平戸63196石｢松浦久信｣⇒子の｢松浦隆
  信｣が継ぐ(~寛永14年5月24日(16370716)死去)
1602年10月15日-09:00|日本|愛知県新城市|慶長7年9月|<加増立藩>上野長根7千石｢松平(奥平)忠明｣(徳川譜代)
  →三河作手1万7千石(~慶長15(1610)年7月27日伊勢亀山5万石)
1602年10月15日-09:00|日本|秋田県能代市|慶長7年9月|多賀谷氏の菩提祈願所である下妻多宝院円福寺が秋田
  に移転
1602年10月15日-09:00|日本|茨城県|慶長7年9月|<廃城>東茨城郡常北の古内城､日立助川の介川城､多珂郡友部
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  の山尾城､那珂郡東海村真崎城､真壁郡真壁城､久慈郡世谷村丹奈城､行方郡麻生小高城
1602年10月15日-09:00|日本|茨城県高萩市|慶長7年9月|<移封>出羽角館4万4千石｢戸沢政盛｣⇒常陸松岡(~元和8
  年9月26日出羽新庄へ)､角館の地は久保田藩に編入
1602年10月15日-08:00|中国|  ||明･万暦30年9月|景徳鎮で反税暴動がおこる
1602年11月14日-09:00|日本|福島県南相馬市|慶長7年10月|<再封>陸奥小高4万9234石｢相馬利胤｣(相馬義胤の息
  子~慶長16(1611)年12月2日陸奥中村に転封)
1602年11月25日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長7年10月12日|<稲津の乱(日向国)>稲津重政が僅かな手勢で清武
  城に籠城
1602年11月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾆｰ･ﾎﾙﾎﾞｰﾝ､ｲｷﾞﾘｽの作曲家(生年1545年頃)
1602年12月1日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長7年10月18日|<死去改易>備前岡山51万石｢小早川秀秋｣21歳､無嗣
1602年12月1日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長7年10月18日|<稲津の乱(日向国)>飫肥藩兵に攻められ稲津重政
  が戦死
1602年12月5日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長7年10月22日|<死去>上野吉井2万石｢菅沼定利｣⇒養子の｢菅沼忠
  政｣が嗣ぐ(~慶長15(1610)年美濃加納へ)
1602年12月14日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長7年11月|<加増移封>下総佐倉4万石｢松平(武田)信吉｣(徳川家康
  の五男)⇒常陸水戸15万石(~慶長8年9月11日(16031015)死去無嗣絶家)
1602年12月14日-09:00|日本|福岡県北九州市|慶長7年11月|<移転>豊前中津藩339000石｢細川忠興｣⇒小倉藩(藩
  庁を小倉城に移し改称⇒元和6(1620)年､三男の忠利に家督を譲って隠居)
1603年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1603年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾌﾞﾔﾝ･ｾﾁｪﾝ･ﾊｰﾝ｣
1603年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀｰｷｰ｣(~同年)⇒｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ･ｽｺｯﾄ｣(
  ~1605年)
1603年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Andre Furtado de Mendonca｣(~同年)⇒｢P
  edro Alvares de Abreu｣(~16050519)
1603年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾝﾀﾑ湾(~1682.8)
1603年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｶﾀﾞﾑ･ｼｬｰ｣(~1619年没)
1603年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾘﾝﾀﾞﾝ･ﾌﾄｩｸﾞﾄｩ･ﾊｰﾝ｣(~1634年没)
1603年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾚｱｷｱ4世｣(~1618年)
1603年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾀｳﾝｸﾞｰ王朝からﾗｰﾝｻｰﾝ独立
1603年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝国王｢Dom Philippe Keerithi Maha Radun｣(~1632年)
1603年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾋｼﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ･ｻﾘｸﾃﾞｨ｣(~1604年)
1603年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｿﾛﾝ｣建国､ｽｰﾀﾞﾝのｲｽﾗｰﾑ黒人国家(~1637年死去)
1603年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ｶﾃﾞｨﾙ2世｣(~1606年)
1603年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶﾝﾌﾞﾗﾄｸﾞﾙ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1605年)
1603年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾊﾞｽﾀﾝｼｰ｣(~1604年)⇒｢ｶﾝﾊﾞﾗﾂｧｰﾄﾞ･ﾒﾌ
  ﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1603年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣
1603年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｶﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1605年)
1603年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Christian1世｣(~16300417死去)
1603年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Louis｣(~16500107死去)
1603年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Rudolph｣(~16210730死去)
1603年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢John George1世｣(~16180524死去)
1603年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Pedro de Herrida｣(~1611年)
1603年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｾﾙｳﾞｪｲﾗ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(1回目~1606年)
1603年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱﾙﾃﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~16390401死去)
1603年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Rudolf｣(~1611年)
1603年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16260528死去)
1603年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王代理｢ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ､ｺｲﾝﾌﾞﾗ司教､ｱﾙｶﾞﾆﾙ
  伯｣(1期目)⇒副王｢ｸﾘｽﾄﾊﾞｵ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ｴ･ﾀﾎﾞﾗ､ｶｽﾃﾛﾛﾄﾞﾘｺﾞ侯｣(2期目)⇒副王代理｢ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ､ｺｲﾝﾌﾞﾗ
  司教､ｱﾙｶﾞﾆﾙ伯｣(2期目~16050524)
1603年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Francisco de Benavides｣(~1608年)
1603年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ･ｽﾙﾀｰﾝ(ﾏﾗｹｼｭ政権)｢ﾑｰﾗｰｲ･ｽﾞｨﾀﾞﾝ･ｱﾌﾞｰ･ﾏｰﾘ｣(~1627.9死去)
1603年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾅﾀﾞ副王｢ｱｲﾏｰﾙ･ﾄﾞ･ﾁｪｽﾄ｣
1603年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾗﾗ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~1622年)
1603年1月4日-09:00|日本|千葉県富津市|慶長7年11月22日|<加増>上総佐貫2万石｢内藤政長｣(徳川譜代)⇒3万石
  (~慶長20(1615)年1万石加増)
1603年1月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで､ｿﾞﾙﾊﾞ反乱が起こる
1603年1月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾏﾆﾗで華僑が反乱をおこし､ｽﾍﾟｲﾝ軍が虐殺
1603年1月10日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長7年11月28日|<加増移封>武蔵深谷1万石｢松平忠輝｣(徳川家康の
  六男)⇒下総佐倉5万石(~翌年信濃川中島へ)
1603年1月12日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾃﾞ･ﾒｽｷｰﾀ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~1606年)
1603年1月15日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長7年12月4日|方広寺大仏殿焼失
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1603年1月24日-09:00|日本|秋田県にかほ市|慶長7年12月13日|最上義光が由利郡仁賀保国替のため百姓一揆が
  起こり､家臣の秋保出雲が槍兵13人を率いてこれを鎮圧
1603年2月5日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長7年12月25日|<加増立藩>下野大田原7900石｢大田原晴清｣(那須
  資晴旧臣)⇒12400石(~寛永8年2月5日(16310307)死去)
1603年2月8日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長7年12月28日|<加増移封>不明1､500石｢土井利勝｣⇒下総小見川1万
  石(~慶長15年下総佐倉へ)
1603年2月11日-09:00|日本|長崎県五島市|慶長8年|<所領安堵>肥前福江(石田城)15530石｢五島玄雅｣(~慶長17年
  3月8日(16120408)死去)
1603年2月11日-09:00|日本|長崎県長崎市|慶長8年|｢日葡辞書｣本編､長崎で刊
1603年2月11日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長8年|会津の檜原山･石ｹ森鉱山で金を産出
1603年2月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定4年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Nit｣(~1613年)
1603年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾞ･ﾌﾗﾝｷ｣(~16050227)
1603年3月10日-09:00|日本|山梨県甲府市|慶長8年1月28日|<拝領>甲斐甲府25万石｢徳川五郎太丸｣(後の義直,家
  康九男~慶長12年尾張清洲へ)
1603年3月13日-09:00|日本|茨城県つくばみらい市|慶長8年2月|<移封>遠江久野1万6千石｢松下重綱(吉綱)｣⇒常
  陸小張1万6千石(⇒元和9(1623)年3月15日下野烏山藩2万800石)
1603年3月13日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長8年2月|<拝領>備前岡山28万石｢池田忠継｣(⇒慶長19(1614)年､父
  の遺領の内母･良正院の化粧料の西播磨10万石を分与され計38万石)
1603年3月13日-09:00|日本|岡山県倉敷市|慶長8年2月|<加増移封>播州赤穂2万2000石｢池田長政(輝政弟)｣⇒備
  前下津井32000石(~慶長12年7月20日(16070911)死去改易)
1603年3月13日-09:00|日本|岡山県総社市|慶長8年2月|<拝領>備中浅尾1万石｢蒔田広定｣(⇒寛永13年8月23日(16
  360922)死去)
1603年3月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｷﾞｭｽﾄﾛｰ公｢ｳﾙﾘﾋ｣
1603年3月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｷﾞｭｽﾄﾛｰ公｢ｶｰﾙ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ7世の息子､ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世および
  ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世の後見人(~16100722)
1603年3月18日-09:00|日本|岡山県津山市|慶長8年2月6日|<加増移封>信濃松代13万7千5百石｢森忠政｣→美作津
  山18万6500石(~寛永11年7月7日(16340731)死去)
1603年3月18日-09:00|日本|長野県飯山市|慶長8年2月6日|<加増移封>下野皆川30000石｢皆川広照｣⇒信濃飯山75
  000石/松平忠輝付家老(⇒慶長14(1609)年10月27日改易)
1603年3月18日-09:00|日本|長野県長野市|慶長8年2月6日|<加増移封>下総佐倉5万石｢松平忠輝｣(徳川家康の六
  男)佐倉は幕府領となる⇒信濃川中島12万石(~慶長15(1610)年閏2月､越後国高田藩30万石を加封)
1603年3月24日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長8年2月12日|京都知恩院造営
1603年3月24日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長8年2月12日|<就任>老中｢榊原康政｣(~慶長11年5月14日)
1603年3月24日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長8年2月12日|徳川家康(62)が征夷大将軍に任じられ､江戸幕府
  を開く/直轄江戸800万石(~慶長10年4月16日)
1603年3月31日-09:00|日本|  ||慶長8年2月19日|酉刻日蝕/赤色/亥刻月蝕/両蝕同日にあり
1603年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｽｷﾋﾟｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1603年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1603/3/24|<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世(処女王)｣国民敬愛のうちに/
  69歳(誕生15330907)
1603年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1603/3/24|<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国王(ｽﾃｭｱｰﾄ家)ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世[ﾍﾝﾘｰ･ｽﾃｭｱｰ
  ﾄとﾒｱﾘｰ･ｽﾃｭｱｰﾄの男子](~16250327死去58歳)
1603年4月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞで反乱に加わったｱﾙｽﾀｰ地方の族長ﾋｭｰ･ｵﾆｰﾙが降伏/ｲｷﾞﾘｽのｱ
  ｲﾙﾗﾝﾄﾞ征服が完成
1603年4月14日-09:00|日本|東京都中央区|慶長8年3月3日|江戸日本橋が開通/全長28間(約51米)､幅4間2尺(約8
  米)ｹﾔｷとﾋﾉｷを使用
1603年4月14日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦31年3月4日|朝鮮が鴨緑江で中国との交易を再開
1603年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1603年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ﾖｱﾋﾑ･ｴﾙﾝｽﾄ｣(~16250307死去)
1603年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(⇒1604年ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺
  境伯(宮廷をｸﾙﾑﾊﾞｯﾊからﾊﾞｲﾛｲﾄへ移転)~16550530死去)
1603年5月2日-09:00|日本|京都府京都市中京区|慶長8年3月21日|二条城が完成し､徳川家康が伏見城から移る
1603年5月8日-09:00|日本|  |||幕府が郷村掟を定め､逃散農民の帰村･直訴などについて定める
1603年5月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ対立大公｢ﾓｰｾｾｰｹﾘｰ･ｾﾒﾝﾌｧﾙｳﾞｧｲ｣(~7.17没)
1603年5月11日-09:00|日本|京都府京都市上京区|慶長8年4月|出雲の阿国が京都北野で,男装をして茶屋女と戯
  れる｢かぶき踊｣を始めた(阿国歌舞伎の初見)
1603年5月14日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長8年4月4日|<転封>陸奥岩出山60万5000石｢伊達政宗｣⇒陸奥仙台
  藩60万石(後62万石~寛永13年5月24日(16360627)死去)
1603年6月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｹｱﾘｰ卿｣(~16050203)
1603年6月19日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長8年5月10日|伊賀組一同､服部半蔵正就に叛旗を翻し､西念寺に
  立て籠もる
1603年6月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘのｾｰﾇ川の石橋ﾎﾟﾝ･ﾇﾌが完成する(最古の石橋)/国王ｱﾝﾘ4世が渡り初めを行
  う
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1603年6月22日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼｬﾝﾌﾞﾗﾝがｹﾍﾞｯｸに上陸し､ﾉﾊﾞｽｺｼｱ植民地を建設
1603年7月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Suarez del Castillo｣
1603年7月6日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Tomas de Aguirre y Guezala y Plasenc
  ia + Rodrigo de Leon Salazar｣(~10.27)
1603年7月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾎｰｸﾞｳｯﾄﾞとｱｰﾂｳｯﾄﾞの領主ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾇｰﾄ｣(2
  回目~1603年12月)
1603年7月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｰﾝｳｫｰﾙ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世の子(~16121106死去)
1603年8月25日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ｣
1603年8月25日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾌｧﾘｰｽﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣(~1608年死去)
1603年8月25日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ﾏﾗｹｼｭ政権初代ｱﾐｰﾙ｢ﾑｰﾗｰｲ･ｽﾞｨﾀﾞﾝ･ｱﾌﾞｰ･ﾏｰﾘ｣(~1627.9)
1603年9月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾞ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ･ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｼﾞ｣(~16041024没)
1603年9月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ10世若公｣
1603年9月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾕﾘｳｽ｣(~16250206死去)
1603年9月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ=ﾘｭｰｹﾞﾝｳﾞｧﾙﾃﾞ公｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣(~16170327死去)､｢
  ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ12世社交公｣(~1625年~16370310死去)ﾘｳｽ｣(~16250206死去)
1603年9月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ11世｣(~16060307死去)
1603年9月3日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長8年7月28日|徳川秀忠の娘千姫が豊臣秀頼に嫁す
1603年9月6日-09:00|日本|愛媛県伊予市|慶長8年8月|加藤嘉明､伊予郡上三谷村若一社を再興造営
1603年9月6日-09:00|日本|高知県高知市|慶長8年8月|<移転>土佐浦戸｢山内一豊｣→土佐高知20万2600石(慶長10
  年9月20日(16051101)死去)
1603年9月6日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長8年8月|徳川家康が江戸の城廊を擴張するに当り､武藏国芝崎村
  に在った神田明神の旧跡を駿河台鈴木に遷座
1603年9月10日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢John Peyton卿｣(~16301104)
1603年9月18日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|慶長8年8月13日|<死去>大和高取25000石｢本多利久｣⇒｢本多俊
  政｣が継ぐ(~慶長15年閏2月8日(16100401)死去)
1603年9月19日-09:00|日本|千葉県野田市|慶長8年8月14日|<死去>下総関宿4万石｢松平(久松)康元｣⇒｢松平(久
  松)忠良｣が嗣ぐ(~元和2(1616)年美濃大垣5万石へ加増移封)
1603年10月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾎﾞﾃﾘｮ｣(~16080107)
1603年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1603年10月7日-09:00|日本|秋田県|慶長8年9月3日|出羽国国秋田の佐竹氏の家老小貫大藏が病死し､和田安房守
  も老年の爲めに家老職を辞退し､渋井内膳が出頭人より家老に取り立てられんとするを川井伊勢守は之れを妬
  んで之れを除こうとし､譜代と牢人の勢力争ひが起り､佐竹義重は川井伊勢守以下其の一味の者を殺害
1603年10月7日-09:00|日本|大分県臼杵市|慶長8年9月3日|<死去>豊後臼杵藩5万石｢稲葉貞通｣⇒子の｢稲葉典通｣
  が継ぐ(~寛永3年11月9日(16261227)死去)
1603年10月15日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長8年9月11日|<死去改易>常陸水戸15万石｢武田信吉｣(21徳川家康
  五男)病死(無嗣)
1603年10月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾔｳﾞｽﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~16040726)
1603年10月20日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞﾗ｣(~1610年)
1603年10月21日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ1世の率いるｻﾌｧｳﾞｨｰ朝軍が､ｵｽﾏﾝ帝国からﾀﾌﾞﾘｰｽﾞを奪い返す
1603年10月26日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長8年9月22日|<死去>落語家･曾呂利新左衛門
1603年10月27日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco Mejia de Godoy｣(~1606020
  7)
1603年10月27日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾓﾝﾃｽｸﾗｰﾛｽ侯爵ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ﾏﾝﾘｹ･ｳﾙ
  ﾀﾄﾞ･ｲ･ﾊﾟﾃﾞｨｰｼﾞｬ｣(~16070702)
1603年10月28日-09:00|日本|東京都港区|慶長8年9月24日|幕府､芝に愛宕神社を創建
1603年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ﾊｯｻﾝ｣(~16241016退任)､｢ﾌﾊｲﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾊｯｻﾝ｣(~161
  0年7月)､｢ﾑｼﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾊｯｻﾝ｣(~16280521)
1603年11月3日-09:00|日本|秋田県仙北郡美郷町|慶長8年10月|<六郷一揆>出羽仙北六郷で常陸に移封された六
  郷氏の遺臣と百姓が一揆を起こす
1603年11月3日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長8年10月|<移転>伊予松前20万石｢加藤嘉明｣⇒伊予松山20万石(本
  拠地を勝山に移し地名を松山と改名~寛永4年陸奥会津若松へ)
1603年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ7世｣
1603年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾝﾄﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ｣(~16670619死去)
1603年11月20日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長8年10月18日|<移封>大隅国垂水｢島津以久｣⇒日向国佐土原藩3
  万石(慶長15年4月9日(16100531)死去)
1603年11月27日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|慶長8年10月25日|<加増立藩>旗本5千石｢立花宗茂｣⇒陸奥
  棚倉1万石(後3万5百石)(~元和6年11月27日筑後柳河へ)
1603年12月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ｷﾞｽﾃﾙｽ｣(~16040321)
1603年12月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｾｲﾌｧｰ･ﾃﾞｲ｣(~1614年)
1603年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1603/11/21|ｲｷﾞﾘｽの物理学者･医学者ｳｲﾘｱﾑ･ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ没(15440524～)｢
  磁気学の父｣
1603年12月3日-09:00|日本|茨城県石岡市|慶長8年11月|<再拝領>常陸片野2万石｢滝川雄利｣(~慶長15年2月26日(
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  16100321)死去)
1603年12月3日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長8年11月|<再拝領>常陸古渡1万石｢丹羽長重｣(元加賀小松城主)(~
  元和5年常陸江戸崎へ)
1603年12月3日-09:00|日本|京都府京都市下京区|慶長8年11月|東本願寺阿弥陀堂が完成
1603年12月3日-09:00|日本|三重県伊勢市|慶長8年11月|勢州山田奉行を設置
1603年12月9日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長8年11月7日|<拝領>常陸水戸20万石｢徳川長福丸(家康十男,後の
  頼宣)｣(~慶長14年遠江駿府へ)
1603年12月18日-09:00|日本|千葉県館山市|慶長8年11月16日|<死去>安房国館山藩12万石｢里見義康｣⇒｢里見忠
  義｣が嗣ぐ(~慶長19(1614)年9月9日伯耆倉吉3万石)
1603年12月21日-09:00|日本|高知県|慶長8年11月19日|滝山一揆が起こる
1603年12月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第13代ｽﾙﾀﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ3世｣
1603年12月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第14代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾒﾄ1世｣ﾒﾌﾒﾄ3世の子(~16171122死去)
1603年12月27日-09:00|日本|群馬県館林市|慶長8年11月25日|<加増>上野館林10万石｢榊原康政｣+在京料として
  近江野洲郡､栗田郡､蒲生郡5千石
1604年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Anthonio van Suylen van Nyevelt｣(~1605.
  4)
1604年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1607年)
1604年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗｸﾀｰﾙ国
1604年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｳﾞｨﾏﾗ･ﾀﾞﾙﾏｽﾘﾔ1世｣
1604年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王｢ｾﾅﾗｰﾄ｣(~1635年死去)
1604年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞで第5代ｸﾞﾙのｱﾙｼﾞｭﾝによりｼｸ教の基本教典｢ｸﾞﾗﾝﾄ･ｻｰﾋﾌﾞ｣編纂
1604年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1603/3/24|ｶﾗｶﾙﾊﾟｸｽﾀﾝ､主にｼﾙﾀﾞﾘﾔ川下流に定住.ﾀｼｭｹﾝﾄを占領
1604年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝはﾍﾟﾙｼｬの一部
1604年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ人がｼﾍﾞﾘｱ中央部にﾄﾑｽｸを建設
1604年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Emir Sinan Pasha｣(~1607年)
1604年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1607年)
1604年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1647年)
1604年-03:00|ｲﾗｸ|  |||このころﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞでﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｯﾀｳｨｰﾙが台頭
1604年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾐｷｴﾘ｣(~1606年)
1604年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾏｸﾄｩﾙ･ﾊﾁｭ･ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年､ｾﾊﾟﾋの反乱で殺
  害される)⇒｢ﾊﾄﾞｩﾑ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1605年)
1604年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ2世｣(~1605年)
1604年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾃﾞ･ﾏｾﾄﾞ｣(~1607年)
1604年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<移転>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣⇒ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾊﾞｲﾛｲﾄ辺境伯(宮廷をｸﾙﾑ
  ﾊﾞｯﾊからﾊﾞｲﾛｲﾄへ移転~16550530死去)
1604年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1605年)
1604年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||この年､ﾊﾟﾘの｢ﾎﾟﾝ･ﾇﾌ(新橋)｣(1,6区)が完成し､通行が可能となる
1604年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとｽﾍﾟｲﾝがﾛﾝﾄﾞﾝ講和条約を締結
1604年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｾﾙﾊﾞﾝﾃｽが｢ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ｣を出版
1604年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｸﾘｽﾁｬﾝｾﾝ4世がﾉﾙｳｪｰ法を制定
1604年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾝｶﾞﾘｰ貴族はｼｭﾃﾌｧﾝ=ﾎﾞﾁｭｶｲに率いられ反ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸの蜂起
1604年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣(~16460914死去消滅)
1604年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Pedro Botelho de Andrade｣(~1608年)
1604年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Joao Fogaca d'Eca｣(~1610年)
1604年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ﾌｪｽﾞ政権初代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｴｯｼｪｲｸ･ｴﾙ･ﾏｰﾑｰﾝ｣(~1613年)
1604年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社が第2回艦隊をｱｼﾞｱに派遣
1604年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||Ravardiereの主であるDanielde laToucheの下でﾌﾗﾝｽ遠征がｷﾞｱﾅ地域を発見
1604年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾌﾗﾝｽ/ﾐｸﾛﾝ島|  |||ｲﾚﾌﾞﾝ･ｻｳｻﾞﾝｽﾞ諸島にﾌﾗﾝｽ人の入植が始まる
1604年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌｱﾝ･ｹｰﾚﾝの指揮するｵﾗﾝﾀﾞ船隊,ﾊﾞｲｱを攻撃
1604年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||海賊ﾋﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾋﾛｰﾝ,ｻﾝﾁｱｺﾞ,ﾔﾗ,ﾏﾝｻﾆｰｼﾞｮの町を略奪/最後に黒人ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ･ｺﾞﾛﾓﾝに捕ら
  えられ殺害
1604年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｵｺﾝ･ｲ･ﾄﾘﾛ｣(~1613年)
1604年1月2日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長8年12月|<就任>老中｢大久保長安｣(~慶長17年4月25日)
1604年1月18日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾓﾝﾃﾚｲ伯ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ･ｱｾﾍﾞﾄﾞ･ｲ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~16060316
  没)
1604年1月26日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長8年12月25日|<加増立藩>下総飯田5000石｢青山成重｣(服部平蔵正
  信の次男)⇒1万石(~慶長18年大久保長安の三男を養子にしていたかどで7千石没収)
1604年1月29日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長8年12月28日|<拝領>下総国小見川1万石｢土井利勝｣(⇒慶長15(16
  10)年1月､下総国佐倉3万2000石に加増移封)
1604年1月31日-09:00|日本/ﾀｲ|  |||徳川家康がｱﾕﾀﾔ朝向け商船に朱印状を下付し､朱印船貿易開始
1604年1月31日-09:00|日本|茨城県土浦市|慶長9年|<交替>常陸土浦3万5千石｢松平(藤井)信一｣隠居⇒養子の｢松
  平信吉｣(4万石)が嗣ぐ(~元和3(1617)年上野高崎へ)
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1604年1月31日-09:00|日本|東京都港区|慶長9年|玄応和尚の開基により竹園山最勝寺､江戸城内紅葉山に創建(
  明治41年世田谷区に移転)
1604年1月31日-08:00|中国|  ||明･万暦32年|顧憲成･高攀竜らが無錫で東林書院を建設,在野の諸同志を糾合し
  て講学活動を展開
1604年1月31日-08:00|中国|  ||明･万暦32年|福建で呉権の率いる斎教反乱がおこる
1604年2月14日-09:00|日本|茨城県行方市|慶長9年1月15日|<再封>常陸麻生30300石｢新庄直頼｣(~慶長17年12月1
  9日(16130208)死去)
1604年2月23日-09:00|日本|新潟県長岡市|慶長9年1月24日|<拝領>越後蔵王堂1万石(堀秀政の遺領)｢近藤政成｣(
  ~元和4年6月22日(16180812)死去半知減封となり廃藩)
1604年2月26日-09:00|日本|北海道|慶長9年1月27日|<所領安堵>蝦夷松前｢松前慶広｣幕府が蝦夷地統治の規定3
  か条を定めた黒印状を下し蝦夷地支配許可(無高~元和2年10月12日(16161120)死去)
1604年3月4日-09:00|日本|  ||慶長9年2月4日|江戸･日本橋を基点に全国に一里塚を設ける
1604年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾄﾏｽ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~16080419死去)
1604年3月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16140615死去とともに廃絶)
1604年3月19日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢ｼﾞｮｱﾝ2世｣(~16301129)
1604年3月21日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ﾌｧﾝ･ﾙｰﾝ｣(~25日没)
1604年3月22日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ9世｣(~16111030死去/61歳)
1604年3月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾞﾚﾝﾄﾞﾚﾋﾄ男爵ｼﾞｬｯｸ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾒｰﾙ｣(~6.6)
1604年3月26日-09:00|日本|奈良県葛城市|慶長9年2月26日|<死去>大和布施1万6千石｢桑山一晴｣⇒弟の｢桑山一
  直｣が継ぐ(⇒翌年陣屋移転し大和新庄藩､後3000石を一族の貞利に分知し13000石⇒寛永13年8月22日(1636092
  1)死去)
1604年3月31日-09:00|日本|鹿児島県|慶長9年3月|島津義弘,薩摩国で朝鮮人朴平意らに開窯させる
1604年4月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~16070404死去)
1604年4月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<退位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｱﾙﾑｶﾐﾙ｣
1604年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1604年4月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾐﾙﾄﾝ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(⇒1609.3兼4代ｱﾗﾝ伯⇒1619061
  6兼初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯~16250302死去)
1604年4月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総司令官代行｢ｶﾌﾟﾚｵｰﾘ伯ﾄﾏｿ｣(~同年)
1604年4月7日-09:00|日本|京都府京都市北区|慶長9年3月8日|宮本武蔵､蓮台野で吉岡清十郎を破る
1604年4月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ﾌｨﾘﾍﾟ｣(~16210331､ﾌｨﾘﾍﾟ3世として即位)
1604年4月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1604年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16461004死去)
1604年4月19日-09:00|日本|福岡県|慶長9年3月20日|<死去>黒田如水(59歳､官兵衛､孝高､元豊前中津城主､羽柴
  秀吉の参謀)
1604年4月21日-09:00|日本|大阪府岸和田市|慶長9年3月22日|<死去>和泉岸和田3万石｢小出秀政｣⇒子の｢小出吉
  政｣が継ぐ(~慶長18年2月29日(16130419)死去
1604年4月21日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長9年3月22日|<立藩>和泉陶器1万石｢小出三尹｣但馬出石藩主小出吉
  英から分封(~寛永19年4月29日(16420527)死去)
1604年4月21日-09:00|日本|兵庫県朝来市|慶長9年3月22日|<交替>但馬出石6万石｢小出吉政｣父の遺領和泉岸和
  田藩3万石継ぐ⇒子の｢小出吉英｣が継ぐ(叔父の三尹に1万石を分知し5万石⇒慶長18(1613)年3月父の遺領､和
  泉岸和田を継ぐ)
1604年4月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾐﾙﾄﾝ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1604年4月29日-09:00|日本|広島県広島市中区|慶長9年4月|福島正則,広島城下白神社の社殿を再興
1604年4月29日-09:00|日本|岡山県高梁市|慶長9年4月1日|<死去>和泉岸和田3万石｢小出秀政｣⇒子の｢小出吉政｣
  が継ぐ(~慶長18年2月29日(16130419)死去
1604年5月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李恒福｣(~6.13)
1604年5月22日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾔﾎﾟｯｸ知事｢Charles Leigh｣(~1605.1死去)
1604年5月22日 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾘｰの下でｲｷﾞﾘｽは｢ｳｨｱﾎﾟｺﾞ｣(ｵﾔﾎﾟｯｸ)で入植を試みる(~1605
  年)
1604年5月23日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｴﾙﾝｽﾄ･ｸﾞﾗﾌ･ﾌｫﾝ･
  ﾏﾝｽﾌｪﾙﾄ｣
1604年5月23日-09:00|日本|栃木県日光市|慶長9年4月25日|<死去>下野板橋1万石｢松平一生｣⇒｢松平成重｣が嗣
  ぐ(~元和3(1617)年､三河西尾2万石に加増移封)
1604年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総司令官代行｢弁務官(ﾖﾊﾝ･ﾊﾟｳﾙ･ｸﾗｳｽ･ﾌｫﾝ･ｸﾗｳ
  ｽﾈｯｸﾞ･ﾂｰ･ｳﾞｪｰｾﾞﾝﾄﾞﾙﾌ/ｹﾞｵﾙｸ･ﾎﾌﾏﾝ/ｶｰﾙ･ｲﾑ=ﾎﾌ･ｱｳﾌ･ﾏﾙﾑｽﾊﾟｯﾊ/ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾋｭｰﾄ/ﾖﾊﾝ･ﾚｰﾅｰ｣(~16050221)
1604年6月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官｢ﾍﾞﾙﾚﾓﾝ伯ﾌﾛｰﾗﾝ｣(~1626年没)
1604年6月1日-09:00|日本|  ||慶長9年5月3日|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ商人の暴利抑制のため輸入生糸を特定商人が一括購入し
  て販売する糸割符制を導入
1604年6月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｰ･ﾌｧﾝ･ｳｲﾃﾝﾌｰｳﾞ｣(~17日)
1604年6月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵｽﾃﾝﾄﾞ総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾄﾞ･ｴﾙﾀｲﾝ｣(~9.20)
1604年6月19日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尹承勲｣(~16050115)
1604年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>17代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
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1604年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>18代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~1625.6死去)
1604年6月25日-09:00|日本|新潟県村上市|慶長9年5月28日|<死去>越後村上9万石｢村上頼勝｣⇒｢村上忠勝｣が嗣
  ぐ(~元和4(1618)年4月9日除封改易)
1604年7月31日-09:00|日本|群馬県沼田市|慶長9年7月5日|沼田城の水手門･三階櫓丸築造
1604年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾍﾞｸﾀｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~1605年5月)
1604年8月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国第65代大宰相｢ｿｺﾙﾙｻﾞｰﾄﾞ･ﾗﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣ｿｺﾙﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬの甥(
  ~16060621)
1604年8月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾖﾊﾝ1世｣54歳
1604年8月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ﾖﾊﾝ2世｣(~16350809死去)
1604年8月12日-09:00|日本|群馬県前橋市|慶長9年7月17日|<恩赦再興>上野大胡2万石｢牧野康成｣(~慶長14年12
  月12日(16100106)死去)
1604年8月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世がｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ3世とﾛﾝﾄﾞﾝ条約締結,講和
1604年8月20日-09:00|日本|滋賀県大津市|慶長9年7月25日|<死去>近江膳所3万石｢戸田一西｣⇒長男の｢戸田氏鉄
  ｣が嗣ぐ(~元和3年(1617)9月11日摂津尼崎へ)
1604年8月25日-09:00|日本|岐阜県可児市|慶長9年8月|<拝領>美濃徳野1万石｢平岡頼勝｣(~慶長12年2月24日(160
  70321)死去)
1604年8月28日-09:00|日本|島根県|慶長9年8月4日|<死去>出雲松江24万石(隠岐も領有)｢堀尾忠氏｣⇒子の｢堀尾
  忠晴｣が継ぐ(~寛永10年9月24日(16331026)死去無嗣断絶)
1604年8月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公｢ｵｯﾄｰ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋの所
  領へ編入
1604年9月16日-09:00|日本|岐阜県関市|慶長9年8月23日|<死去改易>美濃関1万8千石｢大島光義｣97歳/遺領は4子
  に分封,長子光成7500石余,弟光政4710石､光俊3250石､光朝2550石
1604年9月20日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵｽﾃﾝﾄﾞ市はｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄに降伏
1604年9月20日-09:00|日本|秋田県秋田市|慶長9年8月27日|<移転>出羽土崎湊205818石｢(常陸佐竹氏第18代当主
  )佐竹義宣｣⇒出羽久保田(~寛永10年1月25日(16330305)死去)
1604年9月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞのｵｽﾃﾝﾄﾞがｽﾍﾟｲﾝ軍に侵略される
1604年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ｺﾞｼﾞ｣
1604年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾏｰﾙﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世(遺言伯)｣子供が無く1代で絶家
1604年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾋﾞつかい座に超新星が出現､ｹﾌﾟﾗｰが記録を残す
1604年10月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾎﾞﾁｶｲの対ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸﾞ独立戦争が始まる
1604年10月23日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長9年9月|<加増>常陸水戸藩20万石｢徳川頼宣｣→25万石(⇒慶長14
  (1609)年12月12日駿府藩50万石)
1604年10月23日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長9年9月|<移転>伊予国府20万石｢藤堂高虎｣⇒伊予今治(今治城完
  成し移る~慶長13年伊勢安濃津へ)
1604年10月23日-09:00|日本|京都府京都市下京区|慶長9年9月|東本願寺御影堂が完成
1604年10月24日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾞ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ･ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｼﾞ｣
1604年11月-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<復位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾔｺﾌﾞ･ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣(2回目~16070310)
1604年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｪｲｸｽﾋﾟｱの戯曲｢ｵｾﾛ｣をﾎﾜｲﾄﾎｰﾙ宮殿で最古上演
1604年11月21日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<死去>ﾓﾅｺ領主｢ｴﾙｺﾚ｣
1604年11月21日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ｵﾉﾗｰﾄ2世｣(⇒16410914ﾓﾅｺ公)､摂政｢ｳﾞｧﾙﾃﾞｨﾀﾛのﾗﾝﾃﾞｨ王子ﾌｪﾃ
  ﾞﾘｺ｣(~1616年2月頃)
1604年12月3日-09:00|日本|香川県さぬき市|慶長9年10月13日|生駒親正夫人教芳院,志度寺観音堂を再建
1604年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾘ4世が官職の世襲･売買を官職価格の60分の1の年税の納入を条件に公認す
  る｢ﾎﾟｰﾚｯﾄ法｣施行
1604年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾌｨﾋﾞｰ卿(⇒16050304ﾀﾞﾝﾌｪﾙﾑﾗｲﾝ伯)ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｾﾄﾝ｣(~
  16220616死去)
1604年12月21日-09:00|日本|愛知県豊田市|慶長9年11月|<加増立藩>武蔵瓶尻5千石｢三宅康貞｣→三河拳母藩(桜
  城)1万石(~元和元年10月23日(16151213)死去)
1604年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1604年12月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~16431114死去)
1604年12月30日-09:00|日本|京都府京都市|慶長9年11月10日|<辞任>関白｢九条兼孝｣
1604年12月31日-09:00|日本|山口県萩市|慶長9年11月11日|<移転>長門･周防2か国29万8千石｢毛利秀就｣⇒萩藩(
  慶長15(1610)年36万9千石に高直し)
1605年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Frederik de Houtman｣(~1611年)
1605年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾀﾜｰｿﾝ｣(~1608年)
1605年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｻﾐｰﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾆｯｸ･ｼﾞｬﾏﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ｣(~161
  6年)
1605年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｸﾞﾚｽｨｸ･ｷﾞﾘ君主｢Panembahan Kawis Gua｣(~1621年)
1605年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Dua｣(~1613年)
1605年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｱﾝﾎﾞﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ城砦を占領し､以後香料を独占
1605年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｿﾝｸﾗｰ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾀﾞﾄ･ﾓｺﾞﾙ｣(~1620年)
1605年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬﾄﾗ･ｼｬﾊ｣(~1606年)
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1605年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国
1605年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｲﾝﾄﾞのﾏｽﾘﾊﾞﾀﾑに商館を設置
1605年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ﾜﾘｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ
  の三男(~1611年)
1605年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世｣(~1639年死去)
1605年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶﾝﾌﾞﾗﾄｸﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1606年)
1605年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲｴﾒﾝ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1607年)
1605年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｺｶ･ﾌｧﾗｷﾞ･ｵｽﾏﾝ･ﾊﾟｰｼｬ｣(~1606年)
1605年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｹｰｾﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ3世ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1607年)
1605年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Miguel Luis de Meneses｣(3期目~1615年)
1605年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ﾌｽﾚﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1606年)
1605年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(⇒16300410兼ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯~1649.5)
1605年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾖｰｸ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~16250327ｲｷﾞﾘｽ国王ﾁｬｰﾙｽﾞ1世)
1605年 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽのｴﾙﾅﾝﾀﾞﾘｱｽ,ｳﾙｸﾞｱｲに派兵.ﾁｬﾙｰｱ族を討伐
1605年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~1608年)
1605年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｸﾞｱﾃﾏﾗの大西洋岸にﾌﾟｴﾙﾄ･ｻﾝﾄ･ﾄﾏｽ･ｶｽﾃｨｰﾘｬが開港
1605年1月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾔﾎﾟｯｸ知事｢Charles Leigh｣
1605年1月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾖｰｸ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~116250327ﾁｬｰﾙｽﾞ1世として即位)
1605年1月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾅ｣(~16120716死去)
1605年1月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  ||1月中旬|ｾﾙﾊﾞﾝﾃｽが｢ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ｣前篇を出版
1605年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Eitel Friedrich4世｣
1605年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Johann Georg｣(~16230928死去)
1605年1月19日-09:00|日本|身延山大学|慶長9年12月|心性院日遠身延西谷檀林を創す
1605年1月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢柳永慶｣(~16080329)
1605年1月24日-09:00|日本|  ||慶長9年12月6日|紀州､四国､西国で地震と津波｡遠州舞坂で津波により80戸流出
  ｡八丈島では民家悉く流出｡50余人が死亡｡上総では人馬数百が死す
1605年2月3日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱｰｻｰ･ﾁﾁｪｽﾀｰ卿｣(⇒16130223､ﾍﾞﾙﾌｧｽﾄのﾁﾁｪｽﾀｰ男
  爵~16140304)
1605年2月3日-09:00|日本|  ||慶長9年12月16日|<慶長地震>紀伊半島沖と遠州灘沖の海底､二つの震源によると
  思われるﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.9と推定される強い地震が起きた/淡路島安坂村の千光寺の諸堂が倒れ､仏像が飛散/津波
  は九州から犬吠埼までの太平洋岸に襲来､四国土佐では三崎で153人死亡､崎浜で50人､室戸岬付近で400人余が
  死亡､甲ﾉ浦では350人が死亡/四国東岸では阿波国宍喰に6mの津波が襲い1500人余が死亡し､鞆浦では波高約10
  mの津波が襲い100人が死亡/四国対岸の紀伊半島西側､広村では家屋の4割が流失､半島東側の伊勢の浦々では､
  地震後数町(2～300m)ほど沖まで波が引き､約2時間後に津波が来襲したので､引き波のあとに出来た干潟で魚
  介類を採っていた人々を押し流した/東海地方では､三河国渥美郡で船が破壊され網が流され､遠江国浜名湖近
  くの橋本では家屋の8割が流され､船が山際まで打ち上げられて20艘あまりの釣り船が行方不明/伊豆国仁科郷
  では海岸から1.4km奥まで波が襲って来た/伊豆諸島や関東では､八丈島で谷ヶ里の家屋がすべて流されて57人
  死亡/房総半島東岸に津波が襲来したのは子の刻頃(午前0時頃)で､上総大多喜地方では津波の勢いが激しく数
  百人が死亡し7か村が壊滅
1605年2月7日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長9年12月20日|<加増移封>下総臼井3万石｢酒井家次｣→上野高崎5万
  石(~元和2(1616)年越後高田へ)
1605年2月7日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長9年12月20日|<死去改易>常陸古渡1万石｢山岡景友｣無嗣
1605年2月18日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|慶長10年|<加増>上野那波1万石｢酒井忠世｣+5000石⇒15000石(⇒慶
  長14(1609)年2月､上野国善養寺領5千石加増)
1605年2月18日-09:00|日本|静岡県伊豆市|慶長10年|<開業>東府屋旅館(静岡県伊豆市吉奈温泉)
1605年2月18日-09:00|日本|東京都中央区|慶長10年|江戸平川口の浄心寺を江戸城の用地の爲めに神田に移転
1605年2月18日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長10年|<交替>下野黒羽2万石｢大関資増｣隠居⇒甥の｢大関政増｣
  が継ぐ(~元和2年5月30日(16160713)死去)
1605年2月18日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|慶長10年|<分知>因幡若桜3万石｢山崎家盛｣6014石を実弟｢宮城
  頼久｣に⇒24000石(~慶長19年10月8日(16141109)死去)
1605年2月18日-09:00|日本|奈良県葛城市|慶長10年|<改称>大和布施1万6千石｢桑山一直｣陣屋移転⇒大和新庄藩
  (後3000石を一族の貞利に分知し13000石⇒寛永13年8月22日(16360921)死去)
1605年2月18日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|慶長10年|<加増>陸奥棚倉1万石｢立花宗茂｣⇒25500石(⇒慶
  長15(1610)年7月27日35000石に加増)
1605年2月18日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長10年1月|<就任>老中｢安藤直次｣(~元和2年4月17日)
1605年2月18日-09:00|日本|栃木県栃木市|慶長10年1月|<拝領>下野榎本28000石｢本多忠純｣(~寛永8年12月13日(
  16320203)家臣に暗殺される)
1605年3月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱﾛﾝｿ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾗﾓﾝ｣(2回目~16100805)
1605年3月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾙｶ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~16070302)
1605年3月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第231代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ8世｣69歳(誕生15360224)
1605年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣(~16111208死去)
1605年3月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣(~16190405死去)
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1605年3月20日-09:00|日本|長崎県対馬市|慶長10年2月|<加増>対馬府中2万石｢宗義智｣+養父郡2800石⇒2万2800
  石(~慶長20年1月3日(16150131)死去)
1605年3月20日-09:00|日本|福島県いわき市|慶長10年2月|<加増>陸奥磐城平10万石｢鳥居忠政｣+2万石⇒12万石(
  ⇒元和8(1622)年､出羽山形22万石に加増移封)
1605年4月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第232代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ11世｣(~16050427死去)
1605年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾃｨﾍﾞﾘｳｽ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1605年4月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｪﾘﾍﾟ｣ﾌｪﾘﾍﾟ3世の長男.後のｽﾍﾟｲﾝ
  王ﾌｪﾘﾍﾟ4世(~16210331~16650917死去)
1605年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ7世｣
1605年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ伯｢ｶｰﾙ･ｷﾞｭﾝﾀｰ｣(~16300924死去)
1605年4月18日-09:00|日本|栃木県日光市|慶長10年3月|日光山東照社造営
1605年4月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ公ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾎﾞﾂｶｲ･ﾎﾞﾂｺｲ･ｷｽﾏﾙｼﾞｬｲ｣(~1606
  1229没)
1605年4月23日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月13日|<死去>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾎﾞﾘｽ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨｯﾁ｣51歳(誕生:1552)
1605年4月23日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月13日|<就任>ﾛｼｱ摂政｢ﾂｧﾘﾂｧ･ｲ･ｳﾞｪﾘｶﾔ･ｸﾆｬｷﾞﾆｬ･ﾏﾘﾔ･ｸﾞﾘｺﾞﾘｴｳﾞﾅ･ｽｸﾗﾄｳﾞ
  ｧ･ﾍﾞﾙｽｶﾔ｣(~6.1)
1605年4月23日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦4月13日|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ2世｣(~16050620没)
1605年4月25日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第21代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ2世ﾅﾚｰｽﾜﾝ｣
1605年4月25日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第22代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ3世ｴｰｶｰﾄｯｻﾛｯﾄ｣(~1620年死去)
1605年4月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第232代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ11世｣[1535年06月02日生～](享年69)即位後27日で
  死去
1605年5月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人のﾃｨﾄﾞﾚ集落を占領
1605年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾎﾞｼｭﾅｸ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~10月)
1605年5月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾙﾃﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾙｶﾄﾞ｣(~1614年)
1605年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｾｼﾙ｣(~16230208死去)
1605年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｾｼﾙ｣初代ﾊﾞｰﾘｰ男爵の次男(~16120524)
1605年5月10日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆﾙｽ･ﾃｭﾚｯｿﾝ･ﾋﾞｰﾙｹ｣(~6月)
1605年5月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ﾗｰｺｰﾂｨ･ﾌｪﾙｿｳﾞｧｰﾀﾞｰｼ男爵ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(16070208まで代
  行~16080307没)
1605年5月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第233代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ5世｣(~16210128死去)
1605年5月18日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長10年4月|<就任>老中｢本多正信｣(~元和2年6月7日)
1605年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱｲﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ｣
1605年5月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾙﾃｨﾑ･ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~16070604)
1605年5月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾚﾘｱ司教ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｮ｣(1期目~1608
  .2)
1605年6月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｱｸｾﾙ･ﾆﾙｿﾝ･ﾗｲﾆﾝｸﾞ｣(~1608年)
1605年6月1日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ貴族議会上級ﾎﾞﾔｰﾙ｢ｸﾆｬｰｽﾞのﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ﾑｽﾃｨｽﾗﾌｽｷｰ｣(1回目~2
  0日)
1605年6月2日-09:00|日本|東京都|慶長10年4月16日|徳川家康将軍職を秀忠に譲る/直轄江戸800万石(~元和9年7
  月27日)
1605年6月20日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月10日|<死去>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ2世｣暗殺される/16歳(誕生1589
  年)
1605年6月24日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|慶長10年5月8日|<死去>元岐阜城主｢織田秀信｣(26信長嫡孫)
  高野山で没､織田氏嫡流断絶
1605年7月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Adriaan Antoniszen｣(~1606.3)
1605年7月1日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦6月21日|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ｣(~16060527没)
1605年7月13日-08:00|中国|  |||海南､瓊山地震/M7.5､死者3,300人
1605年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ2世｣
1605年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ1世｣ﾖﾊﾝ2世の息子(~16201108廃位)
1605年7月27日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの海外植民開始､今日のｶﾅﾀﾞ･ﾉｳﾞｧｽｺｼｱ州であるｱｶﾃﾞｨｱ植民地にﾎﾟｰﾄ
  ･ﾛﾜｲﾔﾙが創設
1605年8月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ国務長官｢ｼﾋﾟｵｰﾈ･ｶｯﾌｧﾚｯﾘ･ﾎﾞﾙｹﾞｰｾﾞ｣(~1621年)
1605年8月9日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長10年6月25日|風早郡忽那島小浜村の農民､藤堂高虎の増税に反対
  し､一つ免騒動おこる
1605年8月12日-09:00|日本|石川県|慶長10年6月28日|<交替>加賀･能登･越中119.5万石｢前田利長｣隠居⇒｢前田
  利常｣が継ぐ(~寛永16(1639)年6月次男の前田利次に富山藩10万石､三男の前田利治に大聖寺藩7万石を分封し
  小松に隠居)
1605年8月12日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長10年6月28日|高台院の母朝日の菩提寺である康徳寺が廃
  されるかわり､高台寺が創建され､康徳寺住持の移徒が行われる
1605年8月23日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ総督｢ﾆｺﾗｽ･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ｣(~9月)
1605年9月6日-09:00|日本|京都府京都市|慶長10年7月23日|<就任>関白｢近衛信尹｣(~慶長11年11月11日)
1605年9月13日-09:00|日本|愛媛県松山市|慶長10年8月|加藤嘉明､温泉郡阿沼美神社を造営
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1605年9月13日-09:00|日本|北海道松前郡松前町|慶長10年8月|松前慶広､蝦夷地福山舘が完成し､徳山館より移
  る
1605年9月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾇﾉ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~1610年3月)
1605年9月22日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長10年8月10日|幕府､殿中法度八ヵ条を制定
1605年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1605年10月2日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾌﾞｴﾅﾍﾞﾝﾄｩｰﾗ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾊ･
  ｲ･ｱﾙﾒﾝﾃﾞｨｱ｣(~16280212没)
1605年10月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾏｰﾄﾝ･ﾍﾟﾃ･ﾍﾃｼ｣
1605年10月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝﾌｨ･ﾊﾞﾗﾆｬｳﾞｧｰﾘ･ｴｽ･ｷｱｿ
  ﾆﾌｧﾙｳﾞｨ｣(5回目~16070704)
1605年10月12日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾃﾞｨｻﾞｰﾃﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~16091128)
1605年10月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｸﾊﾞﾙ｣63歳(誕生15421123)
1605年10月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞｰﾙ｣(~16271028死去58歳)
1605年11月-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのﾔﾝｽｿﾞｰﾝが初めてｵｰｽﾄﾗﾘｱに到達
1605年11月1日-09:00|日本|高知県|慶長10年9月20日|<死去>土佐高知20万2600石｢山内一豊｣60歳⇒養子の｢山内
  忠義｣が継ぐ(~明暦2(1656)年7月3日隠居)
1605年11月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ﾆｬｳﾝﾔﾝ･ﾐﾝ｣
1605年11月5日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ国王｢ｱﾇｸﾍﾟﾄﾙﾝ｣(~16280709没)
1605年12月5日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長10年10月25日|<移封>上野阿保1万石｢菅沼定芳｣(定盈の6男)→伊
  勢長島2万石(⇒元和7年(1621)年近江膳所藩に3万1千石で加増移封)
1605年12月5日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長10年10月25日|<死去>伊勢長島2万石｢菅沼定仍｣
1605年12月21日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ人のﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｷﾛｽ大尉がﾌﾞﾀﾘﾀﾘを発見しそこをﾌﾞｴﾝ･
  ｳﾞｨｱﾍと名付けた
1605年12月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第89代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾘｰﾉ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣
1605年12月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞｲｳﾞｨｽ､ｲｷﾞﾘｽの探検家(生年1550年頃)
1606年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督｢Juan de Esquivel｣(~1609年)
1606年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝの一部としてｽﾍﾟｲﾝによって南沙諸島領有宣言
1606年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｰﾑ･ｼｬﾊ｣(~1636年没)
1606年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでｲｳﾞｧﾝ･ﾎﾞﾛﾄﾆｺﾌの農民反乱がおこる
1606年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Adlan1世｣(~1611年)
1606年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾏｯﾃｵ･ｼﾞﾗﾙﾃﾞｨ｣(~1608年)
1606年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ対立大公｢ﾊﾞｰﾘﾝﾄ･ﾄﾞﾙｹﾞｽ･ﾎﾓﾅｲ｣(~1607年)
1606年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾕｰﾊﾝ｣(~16180305死去)
1606年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1608年4月)
1606年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾊﾟｲｵ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰｼﾞｮ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~1607年)
1606年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣
1606年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~16480807死去)
1606年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ﾊﾊﾞﾅ,公式にｷｭｰﾊﾞの首都に指名
1606年1月7日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｼｪﾑｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)
1606年1月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第90代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾅ｣(~16120716死去)
1606年1月12日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾚｲｱ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣(~1611年)
1606年1月26日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの船乗りﾍﾟﾄﾞﾛﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽﾃﾞｹｲﾛｽによってﾃﾞｭｰｼｰ島発見
1606年1月26日-09:00|日本|東京都八丈町|慶長10年12月18日|八丈島噴火｡一夜にして大山が出現
1606年1月29日 08:00|ﾋﾞﾄｹｱﾝ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||San JuanBautistaという名前のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの船乗りPedroFernand
  es deQueirosによってﾍﾝﾀﾞｰｿﾝ島発見
1606年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英上院を爆破し､王･両院議員を暗殺する火薬陰謀事件発覚(11/5)逮捕された
  ｶﾞｲ=ﾎｰｸｽら処刑
1606年2月4日 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｷﾛｽ大尉によってﾄｩｱﾓﾂ諸島発見
1606年2月7日-09:00|日本|秋田県湯沢市|慶長11年|院内銀山が村山宗兵衛ほか3名によって発見される(翌年､佐
  竹藩直営として開山.秋田県)
1606年2月7日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長11年|<加増>常陸江戸崎18000石｢青山忠成｣+1万石⇒2万5000石(~
  慶長18年2月20日(16130410)死去)
1606年2月7日-09:00|日本|愛媛県西条市|慶長11年|石鎚神社再興
1606年2月7日-09:00|日本|京都府京都市北区|慶長11年|黒田長政がその父である黒田如水の菩提を弔うために
  京都大徳寺龍光院本堂書院できる
1606年2月7日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長11年|高台院が高台寺創建<臨済宗建仁寺派>(京都府)
1606年2月7日-09:00|日本|東京都大田区|慶長11年|池上本門寺此経難持坂完成(96段)加藤清正寄進(東京都)
1606年2月7日-09:00|日本|福井県福井市|慶長11年|<移転>越前北荘藩68万石｢松平秀康｣⇒越前福井藩(福井城が
  完成し移る⇒慶長12年閏4月8日(16070602)死去)
1606年2月7日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Sancho de Alquiza｣(~16110601)
1606年2月21日-13:30|ｷﾘﾊﾞｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｷﾛｽがｷｬﾛﾗｲﾝ島を発見
1606年2月25日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長11年1月19日|三十三間堂で行われた通し矢で､尾張清洲藩
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  松平家中の浅岡重政が51筋射とおして､｢天下一｣の称号を家康より許可される
1606年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｶｶｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~5月)
1606年3月2日 10:00|ｸｯｸ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾄﾞﾛﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽﾃﾞｹｲﾛｽ大尉がﾗｶﾊﾝｶﾞ環礁を発見し､ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾅと
  名付けた
1606年3月2日 11:00|米領ｻﾓｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽｳｪｲﾝｽﾞ島がｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾄﾞﾛﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽﾃﾞｹｲﾛｽ大尉によって発見されｹﾞﾝﾃ
  ｴﾙﾓｻ島と名付けられた
1606年3月3日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長11年1月25日|<解任>老中｢青山忠成｣｢内藤清成｣
1606年3月4日-09:30|ｵｰｽﾄﾗﾘｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人大尉ｳｨﾚﾑ･ﾔﾝｽｿﾞｰﾝによってﾖｰｸ岬発見/後にﾆｭｰｵﾗﾝﾀﾞと名付け
  られた
1606年3月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ11世｣
1606年3月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世敬虔公｣(~16180203死去)
1606年3月12日-09:00|日本|茨城県桜川市|慶長11年2月4日|<拝領>常陸真壁5万5千石｢浅野長政(長吉)｣隠居領(~
  慶長16年4月7日(16110529)死去)
1606年3月16日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾓﾝﾃﾚｲ伯ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ･ｱｾﾍﾞﾄﾞ･ｲ･ﾌｫﾝｾｶ｣
1606年3月16日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ｱﾍﾞﾝﾀﾞｰﾆｮ｣(~1
  6071221没)
1606年3月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国摂政｢ﾏﾃｨｱｽ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ｽﾞｰ･ｴｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~16081119)
1606年4月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<設立>ﾃｨﾄﾞﾚ島とｶﾞﾝﾏﾗﾏ島のｽﾍﾟｲﾝ植民地､ﾃﾙﾅﾃ島のﾋﾟｰﾀｰ砦とﾎﾟｰﾙ砦(~16
  630502)
1606年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾞﾇｱﾂ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのｷﾛｽ艦隊がﾆｭｰﾍﾌﾞﾘﾃﾞｨｰｽﾞ諸島に到着
1606年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1606年4月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Charles2世｣
1606年4月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Johann｣(~16380322死去)
1606年4月10日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長11年3月3日|<加増>陸奥仙台藩60万5000石｢伊達政宗｣+常陸国竜
  ヶ崎1万石⇒61万5000石
1606年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1606/4/2|ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｲﾑｽ1世が勅状を出して､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｾﾝﾄ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｸ
  ﾛｽとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのｾﾝﾄ･ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ｸﾛｽを組合わせた共通旗のﾕﾆｵﾝ･ﾌﾗｸﾞと呼ばれるようになる旗を艦船が使用する
  ように要請
1606年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾃﾞﾘ･ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1607年)
1606年5月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾆｺﾛ･ｻｸﾞﾚﾄﾞ｣(~1608年4月以降)
1606年5月1日-11:00|ﾊﾞﾇｱﾂ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｷﾛｽ大尉によって発見され､ﾃﾗ･ｵｰｽﾄﾘｱﾘｽ･ﾃﾞ
  ﾙ･ｴｽﾋﾟﾘﾄｩ･ｻﾝﾄ(ｴｽﾋﾟﾘﾄｩ･ｻﾝﾄ)と名付けられた
1606年5月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦34年4月|朝鮮が日本軍との戦火で焼失した｢実録｣を再印刷
1606年5月7日-09:00|日本|東京都八丈町|慶長11年4月|宇喜多秀家､八丈島に流される
1606年5月9日-09:00|日本|滋賀県長浜市|慶長11年4月3日|<移封>駿河府中4万石｢内藤信成｣⇒近江長浜4万石(~
  慶長17年7月24日(16120820)死去)
1606年5月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｶﾌﾟｯﾁｰﾆ教団とﾃｱﾃｨｰﾆ教団追放
1606年5月17日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がﾏﾗｯｶをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙから奪取(~8.19)
1606年5月25日-09:00|日本|奈良県奈良市|慶長11年4月19日|<死去>柳生石舟斎.78歳/新陰流の上泉信綱の弟子
  で､のちに流派を継いで､柳生新陰流を創始した
1606年5月27日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月17日|<死去>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ｣ﾓｽｸﾜの反乱市民に殺される
1606年5月27日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月17日|<就任>全ﾛｼｱ貴族議会上級ﾎﾞﾔｰﾙ｢ｸﾆｬｰｽﾞのﾌｮｰﾄﾞﾙ･ｲﾜﾉｳﾞｨﾁ･ﾑｽﾃｨｽﾗ
  ﾌｽｷｰ｣(2回目~19日)
1606年5月29日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月19日|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｳﾞｧｼﾘｰ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ4世｣(~16100719)
1606年6月19日-09:00|日本|群馬県館林市|慶長11年5月14日|<死去>上野館林10万石｢榊原康政｣⇒三男｢榊原康勝
  ｣が継ぐ(~慶長20年5月27日(16150623)死去)
1606年6月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国第66代大宰相｢ﾃﾞﾙｳﾞｨｼｭ･ﾒｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~12.9)
1606年6月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||神聖ﾛｰﾏ皇帝が､ﾊﾝｶﾞﾘｰ貴族とｳｨｰﾝの和約を結ぶ
1606年6月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌﾞﾗﾎﾞ･ﾃﾞ･ｱｸｰﾆｬ｣
1606年6月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Cristobal Tellez de Almazan｣(~160
  80615)
1606年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾍﾙﾙﾌ･ﾄﾛﾙ･ﾀﾞｰ ﾃｨﾙ･ｽﾈﾃﾞｨﾝｹﾞ｣(~16190623)
1606年6月27日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長11年5月22日|<移転>近江佐和山18万石｢井伊直継｣⇒近江彦根(彦
  根城へ居城を移した)(⇒寛永20(1915)年｢井伊直孝｣が家督を継ぎ､直継は上野安中藩3万石を分知)
1606年6月30日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼﾐｵﾝ･ﾓｷﾞﾗ｣(~16070914没)
1606年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||建築家ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｱﾝﾄﾞﾙｰｴ･ﾃﾞｭ･ｾﾙｿｰにより､1578年から工事がすすめられていた｢ﾎﾟﾝ･
  ﾇﾌ(新橋)｣(1,6区)が最終的に完成
1606年7月1日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長11年5月26日|<死去>越後春日山45万石｢堀秀治｣⇒｢堀忠俊｣が嗣ぐ
  (~翌年越後福島へ)
1606年7月7日-09:00|日本|茨城県筑西市|慶長11年6月3日|<死去>常陸下館3万1千石｢水谷勝俊｣⇒長男｢水谷勝隆
  ｣(3万2千石)が嗣ぐ(~寛永16(1639)年6月備中成羽5万石)
1606年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣初代ﾍﾟｲｽﾞﾘｰ卿の息子(~16180323死去)
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1606年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾗｲｱﾝ｣(~1615.12死去)
1606年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣(~1609年死去)
1606年7月20日-09:00|日本|三重県松阪市|慶長11年6月16日|<死去>伊勢松阪55000石｢古田重勝｣⇒弟の｢古田重
  治｣が嗣ぐ(~元和5(1619)年石見浜田へ)
1606年7月21日-09:00|日本|鹿児島県|慶長11年6月17日|<改名>薩摩藩(鹿児島城)72万8700石｢島津忠恒｣⇒｢島津
  家久｣(⇒寛永15年2月23日(16380407)死去)
1606年7月22日-09:00|日本|愛知県新城市|慶長11年6月18日|<移封>尾張小河1万石｢水野分長｣廃藩⇒三河新城1
  万3千石(⇒元和2(1616)年､近江国栗太郡内2000石加増)
1606年7月26日-09:00|日本|静岡県富士宮市|慶長11年6月22日|徳川家康が富士山本宮浅間大社社殿竣工
1606年7月28日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長11年6月24日|豊臣秀頼が醍醐寺の如意輪堂･五大堂を再建
1606年8月8日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡大野町|慶長11年7月5日|<死去>美濃野村1万石｢織田長孝｣⇒長男の｢織
  田長則｣が嗣ぐ(~寛永8(1631)年7月4日死去無嗣断絶)
1606年9月-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国王と貴族の紛争から､ｾﾞﾌﾞｼﾞﾄﾞﾌｽｷの反乱がおこる
1606年9月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾙ･ｳﾞｧﾝ･ﾏﾝﾃﾞﾙ､ﾄﾞｲﾂ人画家(生年1548年)
1606年9月3日-09:00|日本|京都府京都市右京区|慶長11年8月|角倉了以､私財を投じて大堰川(保津川<桂川上流
  部>)を開削
1606年9月3日-09:00|日本|新潟県長岡市|慶長11年8月|<死去>越後蔵王堂4万石｢堀鶴千代｣領地は坂戸藩に吸収
1606年9月3日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|慶長11年8月|<加増>越後坂戸2万石｢堀直竒｣+蔵王堂藩3万石⇒5万石
  (~慶長15(1610)年信濃飯山藩4万石に転封)
1606年9月3日-09:00|日本|北海道松前郡松前町|慶長11年8月|松前氏の福山館(現松前町)が完成
1606年9月7日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ10世｣
1606年9月7日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾙｱﾙｻﾌﾞ2世｣(~1615年)
1606年9月28日-09:00|日本|埼玉県上尾市|慶長11年8月26日|<死去>武蔵原市藩1.2万石｢西尾吉次｣⇒養子の｢西
  尾忠永｣が継ぐ(~元和2(1616)年上野白井藩2万石)
1606年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾌｧｯﾄｰﾘ｣
1606年10月16日-09:00|日本|愛媛県今治市|慶長11年9月15日|<加増>伊予今治20万石｢藤堂高虎｣､江戸城増築企
  画の功によって備中国で2万石→22万3千石(⇒慶長19(1614)年5万石を加増)
1606年10月22日-09:00|日本|京都府京都市南区|慶長11年9月21日|豊臣秀頼が東寺(教王護国寺)金堂を再建し､
  落慶供養を行う
1606年10月24日-09:00|日本|茨城県下妻市|慶長11年9月23日|<拝領>常陸下妻10万石｢徳川頼房｣(徳川家康の十
  一男~慶長14年常陸水戸へ)
1606年10月24日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長11年9月23日|江戸城増築完成
1606年10月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ帝国とｵｰｽﾄﾘｱが､ﾊﾝｶﾞﾘｰ領有の争いに関してｼﾄｳﾞｧ･ﾄﾛｸ条
  約を結ぶ
1606年11月1日-09:00|日本|大阪府泉南郡岬町|慶長11年10月1日|<死去>和泉谷川藩1万6千石｢桑山重晴｣⇒孫の｢
  桑山清晴｣が嗣ぐ(父の元春に6千石分与し1万石~慶長14(1609)年蟄居となり所領は父元晴に与えられた)
1606年11月1日-09:00|日本|奈良県御所市|慶長11年10月1日|<加増>大和御所藩1万石｢桑山元晴｣+6千石(父重晴
  遺領のうち)⇒1万6千石(⇒慶長14(1609)年､和泉国谷川藩領1万石を加え2万6380石)
1606年11月30日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長11年11月|幕府小姓組を創設
1606年11月30日-08:00|中国|  ||明･万暦34年11月1日|中国･雲南省､建水地震(M6.3)､死者数千人
1606年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ人のﾄﾚｽがﾄﾚｽ海峡(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ大陸とﾆｭｰｷﾞﾆｱ島南岸間の海峡)を初めて通過
1606年12月10日-09:00|日本|京都府京都市|慶長11年11月11日|<就任>関白｢鷹司信房｣(~慶長13年12月26日)
1606年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｸﾕｸ･ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~16110805)
1606年12月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱ公ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾎﾞﾂｶｲ･ﾎﾞﾂｺｲ･ｷｽﾏﾙｼﾞｬｲ｣
1606年12月29日-08:00|中国|  ||明･万暦34年12月|明軍が遼東六堡より撤退し､ﾇﾙﾊﾁ軍の勢力が強まる
1607年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Gerrit Gerritszen van der Buis/Pieter Jansz
  en Boenen｣(~1608年)
1607年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾑﾀﾞ｣(~1636年)
1607年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Muzaffar Shah1世｣(~1627年)
1607年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王ﾁｮｰｲ(~1608年)
1607年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ｱﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ2世｣(~1610年)
1607年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼﾞｬﾊｰﾝｷﾞｰﾙがｺﾞｱへ使節を派遣
1607年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ軍がｶﾝﾀﾞﾊﾙを包囲したﾍﾟﾙｼｱ軍を撤退させる
1607年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｻﾙﾔﾝ､ｼﾞｬﾜﾄﾞはﾍﾟﾙｼｬの一部
1607年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Cafer Pasha｣(~1612年)
1607年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾃｳﾞｨﾙ｣(反乱~1608年)､｢ﾓﾊﾒｯﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1608年)
1607年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｵｷｭｽﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1611年)
1607年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~1608年)
1607年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ｴｽﾃｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(1回目~1609年
  )
1607年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ｱﾌﾒﾄ1世が兄弟殺し制度を廃止し､ｶﾌｴｽ制に変更
1607年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ伯｢ｴﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾘﾍﾞﾗ｣
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1607年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾘｽﾞｳﾞｧﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1610年)
1607年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ伯｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾋﾟﾒﾝﾀﾙ｣(⇒1625年､公爵に昇格~16450722死去
  )
1607年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｼﾞｭﾚ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣(~1609年)
1607年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Thomas Simonsen｣
1607年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Luis de Mendoza｣(~1612年)
1607年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾊﾞｰｼﾞﾆｱ開発に着手､最初の植民者がﾛﾝﾄﾞﾝ出発
1607年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社が第3回艦隊をｱｼﾞｱに派遣
1607年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃｨﾙ･ｴｵｶﾞｲﾝ(ﾀｲﾛﾝ)がｲｷﾞﾘｽによって消滅
1607年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~1611年)
1607年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾟﾊﾟﾑ植民地総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾟﾊﾟﾑ｣(~1608.2死去)
1607年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾄﾞﾗﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ﾗｸﾞﾅ｣(~1613年)
1607年1月6日-09:00|日本|  ||慶長11年12月8日|幕府が永楽銭を止め､慶長通宝を鋳造
1607年1月11日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|慶長11年12月13日|豊臣秀頼､生国魂神社を再建
1607年1月22日-09:00|日本|  ||慶長11年12月24日|辰千代(家康の六男､後の松平忠輝)と五郎八姫(伊達政宗の
  長女)が婚姻
1607年1月22日-09:00|日本|長野県長野市|慶長11年12月24日|信濃国川中島藩12万石｢松平忠輝(徳川家康六男)｣
  に伊達政宗の娘五郎八姫が嫁ぐ
1607年1月28日-09:00|日本|大阪府高槻市|慶長12年|美濃国林丹波守が畠山神社多宝塔完成(→ﾕﾈｽｺ村へ移築,大
  阪府)
1607年1月28日-09:00|日本|岐阜県可児市|慶長12年|<死去>美濃徳野藩1万石｢平岡頼勝｣48歳⇒｢平岡頼資｣が嗣
  ぐ(~承応2(1653)年子の頼重に相続が認められず改易/頼重は1千石の旗本になった)
1607年1月28日-09:00|日本|岐阜県瑞穂市|慶長12年|<拝領>美濃十七条藩1万石｢稲葉正成｣(林政秀の次男~元和4
  (1618)年越後糸魚川2万石)
1607年1月28日-09:00|日本|滋賀県高島市|慶長12年|<加増>近江高島藩1万5千石｢佐久間安政｣+常陸国小田5000
  石⇒合計2万石(⇒元和元(1615)年､信濃国飯山3万石)
1607年1月28日-09:00|日本|栃木県小山市|慶長12年|<拝領>下野小山3万3千石｢本多正純｣(⇒元和2(1616)年2万
  石加増され5万3千石⇒元和5(1619)年10月下野宇都宮15万5千石へ)
1607年2月3日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長12年1月7日|ﾀﾊﾞｺの火が原因で神田の下町で200余軒が焼けた火
  災があった
1607年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾙｳﾞｪｽﾄﾛ･ｲﾝｳﾞﾚｱ｣(~3.17)
1607年3月10日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｽｾﾆｮｽ1世ﾌｧｼﾘﾃﾞｽ｣(~1632年8月没)
1607年3月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｪﾛｰﾗﾓ･ｱｾﾚﾄ｣(~16090323)
1607年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ﾗｲｵﾝ･ﾍﾟﾘｼｴﾘ｣
1607年4月1日-09:00|日本|愛知県清須市|慶長12年3月5日|<死去改易>尾張清洲52万石｢松平忠吉｣(徳川家康の四
  男)無嗣
1607年4月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣
1607年4月4日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾑﾀﾞ｣(~16361227死去)
1607年4月5日-09:00|日本|静岡県沼津市|慶長12年3月9日|<改易>駿河興国寺1万石｢天野康景｣(譜代)領民と訴訟
  /子に1000俵安堵,子孫は旗本
1607年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾆｺﾗ｣ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世次男(~16111117)
1607年4月26日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長12年4月|<移転>越後春日山藩45万石｢堀忠俊｣⇒越後福島藩(⇒慶
  長15(1610)年閏2月2日改易)
1607年5月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1607/5/4|ｲｷﾞﾘｽの植民者がｼﾞｪｰﾑｽﾞﾀｳﾝに上陸を開始/北ｱﾒﾘｶ大陸
  最初の永続的植民地ｼﾞｪｰﾑｽﾞﾀｳﾝが設立
1607年5月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｪｰﾑｽﾞﾀｳﾝに上陸した植民者がｲﾝﾃﾞｨｱﾝを撃退
1607年6月2日-09:00|日本|福井県福井市|慶長12年閏4月8日|<死去>越前福井藩68万石｢松平秀康｣⇒子の｢松平忠
  直｣が嗣ぐ(~元和9(1623)年豊後に配流)
1607年6月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾙｹﾋﾞｽﾎﾟ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾞ｣(~16090527)
1607年6月15日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ臨時総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾍﾞﾛ｣(~1609.4)
1607年6月20日-09:00|日本|愛知県清須市|慶長12年閏4月26日|<移封>甲斐甲府｢徳川義直｣(徳川家康の九男)⇒
  尾張清洲61万9千石(~慶長17(1612)年尾張名古屋へ)
1607年6月23日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長12年閏4月29日|<加増移封>甲府6万3千石｢平岩親吉｣⇒尾張犬山9
  万3千石(徳川義直の附家老~慶長16(1611)年12月晦日没し､無嗣により除封)
1607年6月23日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長12年閏4月29日|<加増移封>遠江掛川3万石｢松平(久松)定
  勝｣⇒山城伏見城城代4万石(⇒元和3(1617)年､伊勢桑名11万石)
1607年6月23日-09:00|日本|静岡県掛川市|慶長12年閏4月29日|<拝領>遠江掛川3万石｢松平(久松)定行｣父定勝か
  ら引き継ぐ(⇒元和3(1617)年定勝の世子になり幕府に還付)
1607年6月23日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長12年閏4月29日|<移封>尾張犬山藩2万7千石｢小笠原吉次｣⇒下総
  佐倉藩22000石(⇒翌年常陸国笠間3万石)
1607年6月29日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||慶長12年5月6日|朝鮮国使呂祐吉らが幕府に国書を呈する(対馬藩の
  国書偽造などの苦肉の計が結実し､朝鮮との国交回復が成る)
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1607年7月2日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｻﾝﾃｨｱｺﾞ伯･ｻﾘﾅｽ侯爵ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(2回目~161
  10610)
1607年7月4日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ﾌｪﾚﾝﾂ･ｸﾞﾛﾌ･ﾌｫﾙｶﾞｯﾊ･ｷﾞﾒｼ･ｴｽ･ｶﾞｰﾁ｣(~160811
  19)
1607年8月4日-09:00|日本|京都府京都市左京区|慶長12年6月12日|吉田社焼亡
1607年8月23日-09:00|日本|熊本県熊本市|慶長12年7月|<就任>駿府老中｢村越直吉｣(~慶長19年1月14日)
1607年8月25日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|慶長12年7月3日|徳川家康が駿府城に居を移す
1607年8月25日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長12年7月3日|<就任>老中｢成瀬正成｣(~元和2年4月17日)
1607年9月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾌｫﾙﾊｽ｣(~16110411没)
1607年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<死去>11代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1607年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<就任>12代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~1620.6死去)
1607年9月11日-09:00|日本|岡山県倉敷市|慶長12年7月20日|<死去改易>備前下津井32000石｢池田長政(輝政弟)｣
1607年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼﾐｵﾝ･ﾓｷﾞﾗ｣
1607年9月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾐﾊｲﾙ･ﾓｷﾞﾗ｣(~16071206)
1607年9月17日-09:00|日本|大分県|慶長12年7月26日|<死去改易>豊後国内1万4150石｢稲葉通孝｣(稲葉貞通息)⇒
  臼杵藩編入(無嗣)一族に500俵
1607年9月17日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長12年7月26日|<死去>美濃大垣5万石｢石川康通｣⇒父の｢石川家成｣
  が再任(~慶長14年10月19日(16091115)死去)
1607年9月29日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島主｢Henry Howard｣(~16080929)､｢Robert Cecil｣(~1612年死去)､｢Th
  omas Howard｣(~1612年)
1607年10月-04:00|ﾛｼｱ|  |||北ｳｸﾗｲﾅで前年起こった農民反乱のﾎﾞﾛﾄﾆｺﾌの乱が鎮圧される
1607年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1607年10月10日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾃﾞｨｽﾞﾘﾝｸ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1608年)
1607年10月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|慶長12年8月26日|<死去>宝蔵院胤栄(87)武術家
1607年10月23日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長12年9月3日|江戸城天守台･大手門が修築完成
1607年10月26日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|慶長12年9月6日|竜造寺本家(政家･高房)の断絶を契機として､竜造
  寺家の家督を鍋島直茂の子勝茂が相続し､ここに名実ともに鍋島佐賀藩が成立
1607年10月27日 00:00|世界/宇宙|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1603/3/24|ﾊﾚｰ彗星､出現
1607年10月31日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|慶長12年9月11日|<死去>遠江横須賀5万5千石｢松平(大須賀)忠
  政｣⇒｢松平(大須賀)忠次｣が嗣ぐ(~元和1(1615)年榊原家を相続し､除封･廃絶)
1607年11月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世ｷﾞﾚｲ｣
1607年11月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄｸﾀﾐｼｭ･ｷﾞﾚｲ｣(~1608.4死去)
1607年12月6日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣(~16111218)
1607年12月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世が､新教派の都市ﾄﾞﾅｳｳﾞｪﾙﾄを占領
1607年12月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ｱﾍﾞﾝﾀﾞｰﾆｮ｣
1607年12月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾓﾝﾃｽｸﾗﾛｽ侯爵ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｲ･ﾏﾝﾘｹ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ｲ･ﾊ
  ﾟﾃﾞｨｰｼﾞｬ｣(~16151218)
1608年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢ｼﾞｮﾝ･Saris｣(~同年)
1608年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王｢ﾁｬｲﾃｨｯﾌﾟ｣ｸｰﾃﾞﾀｰで(~1614年)
1608年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｲｻｸｽ｣(~1610年)
1608年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾑｰﾄ ﾊﾟｼｬ｣(~1610年)
1608年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)対立皇帝｢ﾔｺﾌﾞ･ｻﾙｻ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣(1回目)
1608年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｴﾐﾝ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾕｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1609年)
1608年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾃﾞﾙﾌｨｰﾉ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1610年)
1608年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｶﾍﾟｯﾛ｣(~1610年)
1608年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ﾗｰｿﾝ･ﾎﾞﾃｨﾗｽﾄ｣(2回目~1611年)
1608年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ｸﾞﾙｸ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｽｰﾌｨｰ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼ
  ｬ･ｱﾀﾙｷ｣(~1609年)
1608年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾑﾀﾊﾟ国がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに鉱山採掘権を譲渡
1608年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢ｼｬﾙﾙ2世｣
1608年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Enric3世｣(~16400722死去)
1608年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Margaret of Valois｣(~1610年)
1608年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾀﾏｽ2世ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(2度目~1614年)
1608年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾏﾃｨｱｽ2世｣ﾏｷﾐﾘｱﾝの息子(~16190320死去)
1608年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Marie de Bourbon｣(~1627年)
1608年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Francis｣Charles2世の兄弟(~1613年死去)
1608年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢'Umar｣(~1625年)
1608年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｱﾝﾘ2世｣(~1624年)
1608年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~16120120死去)
1608年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾀｲ|  |||ｱﾕﾀﾔ朝がｵﾗﾝﾀﾞに使節を派遣し､外交通商条約を締結
1608年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞで商品先物取引がはじまる
1608年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾌｧﾘｰｽﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ｣
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1608年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Joao Barbosa da Cunha｣(3期目~1609
  年)
1608年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan de Espinosa｣(~1615年)
1608年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Zacharias Thormodsen｣(~1628年死去)
1608年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Francisco de Mascarenhas｣
1608年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Sancho Ochoa de Castro｣
1608年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ｹﾞﾗ･ﾃﾞ･ｱﾔﾗ｣(~1612年)
1608年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||逃亡黒人奴隷が山岳部に立てこもり指導者ｲｬﾝｶﾞは逃亡奴隷を糾合しﾊﾟﾚﾝｹ集落を形成
  .自らｺﾝｺﾞ王を名乗る
1608年1月3日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Martinho de Mascarenhas｣(~1
  650年)
1608年1月4日-09:00|日本|千葉県市原市|慶長12年11月27日|<拝領>上総姉崎1万石｢松平忠昌｣(⇒元和元(1615)
  年末､下妻藩3万石へ加増移封)
1608年1月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾊﾞｲｰｱ)総督｢ｴﾘｾﾘｱ伯ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾﾞｽ･ｴ･ｼｹ
  ｲﾗ｣(~1613年)
1608年1月17日-08:00|中国|  ||明･万暦35年12月|雲南の金沙江で鄭挙が起兵し武定を攻略
1608年1月22日-09:00|日本|青森県弘前市|慶長12年12月5日|<死去>陸奥堀越藩4万7000石｢津軽為信｣⇒三男の｢
  津軽信枚｣が継ぐ(~寛永8年1月14日(16310214)死去)
1608年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1608年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣
1608年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~1617年)
1608年1月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~16280718死去)
1608年1月29日-09:00|日本|三重県度会郡玉城町|慶長12年12月12日|<死去>伊勢田丸45700石｢稲葉道通｣⇒｢稲葉
  紀通｣が嗣ぐ(~元和2(1616)年摂津中島4万5700石へ移封)
1608年1月30日-09:00|日本|京都府京都市上京区|慶長12年12月13日|京都北野神社本殿できる
1608年2月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ｸﾘｽﾄﾊﾞｵ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ･ｴ･ﾀﾎﾞﾗ､ｶｽﾃﾛﾛﾄﾞﾘｺﾞ侯｣(3期
  目~1612年)
1608年2月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾎﾟﾊﾟﾑ植民地総督｢ﾗﾚ･ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ｣(~1608.9)
1608年2月8日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|慶長12年12月22日|駿府城､全焼
1608年2月12日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡揖斐川町|慶長12年12月26日|<改易>美濃清水2万2000石｢稲葉通重｣(稲
  葉重通息)京都祇園で狼藉/子孫は稲葉正勝家臣
1608年2月12日-09:00|日本|京都府久世郡久御山町|慶長12年12月26日|<改易>山城御牧藩1万3000石｢津田信成｣
  京都祇園で狼藉
1608年2月16日-09:00|日本|石川県七尾市|慶長13年|<移封>越中布市1万5千石｢土方雄久｣⇒能登国石崎1万石(⇒
  11月､下総国田子15000石に加増移封)
1608年2月16日-09:00|日本|佐賀県唐津市|慶長13年|寺沢志摩守広高が唐津城(舞鶴城)築城
1608年2月16日-09:00|日本|東京都大田区|慶長13年|池上本門寺五重塔建立
1608年2月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ｼｬﾃﾙﾛｰ公･ﾓﾙﾃﾝ伯｢ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣
1608年2月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ｣(~16270604死去)
1608年3月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ﾗｰｺｰﾂｨ･ﾌｪﾙｿｳﾞｧｰﾀﾞｰｼ男爵ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣
1608年3月7日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｶﾞﾎﾞｰﾙ･ﾊﾞｿﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣(~16131022没)
1608年3月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦36年2月2日|<死去>李氏朝鮮国王｢宣祖｣
1608年3月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦36年2月2日|<即位>李氏朝鮮国王｢光海君｣(~16230412退位)
1608年3月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李元翼｣(~16090910)
1608年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄｸﾀﾐｼｭ･ｷﾞﾚｲ｣
1608年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾗｰﾒﾄ1世ｷﾞﾚｲ｣(~1610.6死去)
1608年4月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｿﾌｨ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~7月)
1608年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1608年4月11日-09:00|日本|新潟県燕市|慶長13年2月26日|<死去>越後三条城5万石｢堀直政｣享年62⇒子の｢堀直
  清｣が嗣ぐ(~慶長15(1610)年閏2月2日争訴により改易)
1608年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ﾊﾞｯｸﾊｰｽﾄ男爵･ﾄﾞｰｾｯﾄ伯ﾄﾏｽ･ｻｯｸ
  ｳﾞｨﾙ｣
1608年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ代理｢ｴﾙｽﾞﾐｱ男爵ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(2
  期目~5.4)
1608年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢伯ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~16090227死去)
1608年4月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ｶﾞｽﾄﾝ1世｣兼ｼｬﾙﾄﾙ公､ﾌﾞﾛﾜ伯､ｱﾗﾝｿﾝ公/ﾌﾗﾝｽ国王ｱﾝﾘ4世とﾏﾘｰ･
  ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの三男(~16260806)
1608年4月25日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|慶長13年3月11日|駿府城本丸が再建され徳川家康が移り住む
1608年4月29日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒﾝﾃﾛｽ
  ･ｲ･ﾍﾅｵ｣(~16091209)
1608年5月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｴﾝｳﾞｫﾙﾄﾞ･ｸﾙｰｾﾞ･ﾃｨﾙ･ｲｪﾙﾐﾂﾚｰｳﾞ｣(~16180430)
1608年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ｸﾗﾝﾎﾞｰﾝ子爵･ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯ﾛﾊﾞｰﾄ･
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  ｾｼﾙ｣(~16120524死去)
1608年5月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱﾝﾊﾙﾄ公ｸﾘｽﾃｨｱﾝとﾊﾙﾂ伯ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ4世の新教同盟が結成される
1608年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼｬﾙﾙ3世(2世)｣兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ｶﾙﾛ｣
1608年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｱﾝﾘ2世｣兼ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称
  号)｢ｴﾝﾘｺ｣ｼｬﾙﾙ3世の長男(~16240731死去)
1608年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||南ﾄﾞｲﾂ諸議会がﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ同盟を結成
1608年5月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶﾙｳﾞｧﾝ派とﾙﾀｰ派の諸侯が､ﾌｧﾙﾂ選帝侯を指導者とする新教徒同盟を結んで､ﾊﾌ
  ﾟｽﾌﾞﾙｸ家の守護するｶﾄﾘｯｸと対抗
1608年6月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦36年5月|朝鮮が宣恵庁を設置し､京畿道に大同法を施行
1608年6月15日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Rodrigo de Vivero y Aberrucia｣(~1
  609.4)
1608年6月26日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾏｰﾁｬｰｼｭ2世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾏﾁｱｽ2
  世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾏﾃｨｱｽ｣兼ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾏﾃｨｱｽ2世｣ﾙﾄﾞﾙﾌ2世の弟(~16190320死去62歳)
1608年6月26日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<退位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣(~16120120死去)
1608年6月30日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|慶長13年5月18日|<死去>河内狭山11000石｢北条氏盛｣⇒長男の｢
  北条氏信｣が継ぐ(~寛永2年10月24日(16251123)死去)
1608年7月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Adriaan Wouterszoon Stoop｣(~1610年)
1608年7月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1609年)
1608年7月 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾃﾞ･ﾘﾏ｣(~1610年7月)
1608年7月3日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人のｼｬﾝﾌﾟﾗﾝがｹﾍﾞｯｸ市を建設/五大湖地方を版図にいれ,ﾆｭｰ･ﾌﾗﾝｽを
  創設.総督に任命される
1608年7月12日-08:00|中国|  ||明･万暦36年6月|遼東の錦州･松山で宦官高准の横暴に反抗する兵士の乱がおこ
  る
1608年7月15日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長13年6月4日|<死去>狩野派の絵師｢狩野光信｣桑名で客死.44歳/織
  田信長､豊臣秀吉､徳川家康の御用絵師だった
1608年7月17日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾊ
  ﾞﾙ｣(~1623年8月没)
1608年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖｱﾋﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1608年7月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(~16191103退位)
1608年7月22日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Gabriel de Rojas Paramo｣(~1614年)
1608年7月27日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|慶長13年6月8日|<改易>丹波八上藩5万石｢前田茂勝｣前田玄以息(
  発狂･家臣殺害)甥の出雲松江藩主堀尾忠晴に身柄を預けられる
1608年7月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ家)ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ[ﾖｱﾋﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの息子](
  ~16191103)
1608年7月31日-09:00|日本|三重県伊賀市|慶長13年6月20日|<改易>伊賀上野20万石｢筒井定次｣家臣の訴訟/伊予
  松山に幽閉,大坂の陣の際切腹
1608年9月9日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|慶長13年8月|<加増移封>常陸笠間藩3万石｢松平康重｣⇒丹波八上
  藩5万石(⇒翌年12月､丹波篠山城へ移転)
1608年9月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾚﾀﾞ｣(~1616
  0907)
1608年9月20日-09:00|日本|岐阜県高山市|慶長13年8月12日|<死去>飛騨高山藩(高山城)38000石｢金森長近｣85歳
  ⇒養子の｢金森可重｣が継ぐ(~元和元(1615)年閏6月3日死去)
1608年9月20日-09:00|日本|岐阜県美濃市|慶長13年8月12日|<死去>美濃上有知(鉈尾山城)18000石｢金森長近｣⇒
  次男の｢金森長光｣が2万石で継ぐ(~慶長16(1611)年10月6日死去)
1608年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Henri｣
1608年9月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Francois｣(~16150823死去)
1608年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄｼｰﾆ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾃｵﾄﾞﾛ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣
1608年10月2日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||世界初の望遠鏡がｵﾗﾝﾀﾞで発表ﾐﾃﾞﾙﾌﾞﾙｸに住むﾊﾝｽ･ﾘﾍﾟﾙｽﾊｲがｵﾗﾝﾀﾞ議会で披
  露
1608年10月3日-09:00|日本|三重県津市|慶長13年8月25日|<加増移封>伊予今治藩20万石｢藤堂高虎｣⇒伊勢安濃
  津藩22万石(⇒慶長19(1614)年,伊賀国内と伊勢鈴鹿郡･安芸郡･三重郡･一志郡内5万石を加増され計27万石
1608年10月4日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|慶長13年8月26日|<死去>備中足守藩2万5千石｢木下家定｣66歳⇒｢
  木下勝俊｣が嗣ぐ(~翌年9月領地収公､一時廃藩)
1608年10月23日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長13年9月15日|伊勢安濃津藩7万石｢富田信高(知信)｣⇒伊予宇
  和島藩10万1900石(~慶長18(1613)年除封改易)
1608年10月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで6ﾘﾚ4ｿﾙﾃﾞｨ相当の1金ﾄﾞｩｶｰﾄ金貨を鋳造
1608年11月8日-09:00|日本|山口県岩国市|慶長13年10月|<山代慶長一揆>周防国山代で11人の庄屋を中心に多数
  の農民が一揆/代官所は減税の方向で一揆の鎮撫に努め､一揆を解散させた/結果73%の年貢率は40%に減額され
  たと言われている
1608年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣
1608年11月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~1626年死去)
1608年11月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞﾛ･ｲﾘｪｽﾊｰｼﾞ･ｲﾚｼｬｻﾞｲ｣(~16090505没
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  )
1608年11月27日-09:00|日本|千葉県|慶長13年10月20日|<死去>常陸･下総･上総･相模国内2万1千石｢内藤清成｣⇒
  長男の｢内藤清次｣が2万6000石で継ぐ(~元和3年7月1日(16170802)死去)
1608年12月8日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|慶長13年11月|<加増移封>能登国石崎1万石｢土方雄久｣⇒下総
  国田子15000石(⇒11月12日(16081219)死去)⇒｢土方雄重｣が嗣ぐ)
1608年12月19日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|慶長13年11月12日|<死去>下総国田子15000石｢土方雄久｣⇒｢
  土方雄重｣が嗣ぐ(~元和8年陸奥窪田(菊多)へ)
1608年12月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ候｢ｶｰﾙ1世｣(~16270212没)
1608年12月30日-09:00|日本|宮城県仙台市|慶長13年11月23日|仙台で地震,津波で50人死亡
1609年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢Augustin Spalding｣(1期目~同年)⇒｢ﾄｰﾏ
  ｽ･Hensworth｣(~同年死去)
1609年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督代理｢ﾙｰｶｽ･de Vergara Gaviria｣(1期目~1610年)
1609年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾝﾊﾞｳ･ﾊﾟﾈﾊﾞﾊﾝ王｢Sepudak｣(~1632年)
1609年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Nurusalat｣(~?)
1609年-06:30|ｺｺｽ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｺｺｽはｲｷﾞﾘｽのｳｨﾘｱﾑ･ｷｰﾘﾝｸﾞ大尉によって発見された(そしてｺｺｽ諸島と名付
  けられた)
1609年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Lalitpur)国王｢Shiva Simha (King of Kantipur)｣(~1620年)
1609年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Amir Barid Shah3世｣(~1619年)
1609年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾎﾙﾑｽﾞ･ｼｬｰ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ4世｣(~1622年)
1609年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｸﾁｭｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~1610年)
1609年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾇｰﾉ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(1
  回目~1611年)
1609年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾐﾊﾞﾝﾌﾞｳｪ2世｣(~1642年)
1609年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｵｽﾏﾝ朝守備隊反乱を､総督のﾒﾌﾒﾄﾞが鎮圧
1609年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ｶｰﾙ9世の息子(~16220125死去)
1609年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾌﾞｯﾂﾊﾞｯﾊ方伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣ｹﾞｵﾙｸ1世の次男(~16430428死去､1代で断絶)
1609年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊｰﾝ｣(1回目~1610年)
1609年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾗﾄﾞｼｭ･ｽﾄﾞｷﾞｯﾁ｣(~1626年)
1609年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｱﾒﾘｶで最初となるｵﾙﾊﾞﾆｰ植民地を建設
1609年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｸﾞﾛﾃｨｳｽが｢自由海論｣を刊
1609年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾌﾟﾗｰが｢新天文学｣を刊/ｹﾌﾟﾗｰの第1･第2法則をここに発表
1609年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ州が正当な支配者に戻す(~1621年)
1609年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣
1609年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾀﾘﾊﾞｰﾃﾞｨﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏﾚｰ｣(~1626年死去)
1609年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Ireland｣(~1623年)､｢John Birchall｣(~1610年)
1609年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾙｲｽ･ﾍﾞﾊﾗﾉ｣(~1610年)
1609年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国人200人がｸﾞﾚﾅﾀﾞに入植.ｶﾘﾌﾞ族との戦いに敗れ退散
1609年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｶﾞﾙｼﾗｰｿが｢ｲﾝｶ皇統記｣を刊
1609年1月13日-09:00|日本|  ||慶長13年12月8日|幕府が､再び永楽銭の通用を禁じる
1609年1月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで､週刊の新聞｢ﾚﾗﾂｨｵﾝ｣が発行される/世界初の定期新聞
1609年1月25日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Fernando de Noronha｣(~2月死去)
1609年1月29日-09:00|日本|茨城県笠間市|慶長13年12月24日|<加増移封>下総佐倉藩22000石｢小笠原吉次｣⇒常
  陸国笠間3万石(~翌年改易)
1609年1月30日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長13年12月25日|<就任>老中｢青山成重｣(~慶長18年8月)
1609年1月31日-09:00|日本|京都府京都市|慶長13年12月26日|<就任>関白｢九条忠栄｣(~慶長17年7月25日)
1609年2月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Fernando de Noronha｣
1609年2月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢Joao Barbosa da Cunha｣(4期目~同
  年)⇒総督｢Constantino Lobo Tavares｣(~1611年死去)
1609年2月5日-09:00|日本|茨城県結城市|慶長14年|<加増立藩>下総山川5千石｢松平(久松)定綱｣⇒1万5千石(~元
  和2(1616)年常陸下妻2万石)
1609年2月5日-09:00|日本|大阪府泉南郡岬町|慶長14年|<改易>和泉谷川1万石｢桑山清晴｣(将軍秀忠の意を損じ
  た)廃藩/所領1万石は父元晴の領地大和御所藩に加えられる
1609年2月5日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|慶長14年|<立藩>肥前鹿島藩2万5千石｢鍋島忠茂｣(~寛永元年8月4日(16
  240916)死去)
1609年2月5日-09:00|日本|奈良県御所市|慶長14年|<加増>大和御所藩16000石｢桑山元晴｣+和泉国谷川藩領1万石
  ⇒2万6380石(~元和6年7月20日(16200818)死去)
1609年2月6日-09:00|日本|  ||慶長14年1月2日|幕府､市中での一季奉公と振売(呼売行商)を禁止
1609年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｺｼﾞﾓ2世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世の息子(~16210228死去)
1609年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣
1609年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢伯ﾛﾊﾞｰﾄ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣
1609年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞｰｾｯﾄ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｻｯｸｳﾞｨﾙ｣(~16240328死去)
1609年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾗﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
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1609年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾗﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣2代ﾊﾐﾙﾄﾝ侯(⇒16190616兼初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯~16250
  302死去)
1609年3月6日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|慶長14年2月|<加増>上野那波15000石｢酒井忠世｣+上野国善養寺領5
  千石⇒2万石(元和2(1616)年8月､上野国勢多郡大胡･佐位郡伊勢崎3万2千石加増)
1609年3月23日-09:00|日本|福岡県柳川市|慶長14年2月18日|<死去>筑後国柳川藩32万石｢田中吉政｣病没.享年62
  ⇒｢田中忠政｣が嗣ぐ(~元和6年8月7日(16200903)死去無嗣改易)
1609年3月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公､ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯､ﾏﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍ
  ﾙﾑ1世｣
1609年4月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌﾜﾝ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣(~16160419死去)
1609年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1615年)
1609年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ国王がﾑｶﾞﾙ朝に親書
1609年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｵﾗﾂｨｵ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1609年4月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨﾉ･ﾙﾁｱｰﾆ･ﾋﾟﾈﾛ｣(~16110402)
1609年4月4日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦37年3月|朝鮮国王,宗氏と通交条約を締結
1609年4月5日-09:00|日本|京都府京都市左京区|慶長14年3月|<創建>古知谷阿弥陀寺(京都市左京区大原古知平
  町83)弾誓
1609年4月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ3世が｢ﾓﾘｽｺ追放｣発令.ｶﾄﾘｯｸ改宗のｲｽﾗﾑ教徒を追放へ
1609年4月12日-09:00|日本|鹿児島県大島郡|慶長14年3月8日|<琉球征伐>薩摩島津軍が大島制圧
1609年4月16日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|慶長14年3月12日|高野山寺坊七百余宇焼失
1609年4月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  ||ﾕﾘｳｽ暦4月9日|ｽﾍﾟｲﾝとﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞが12年間の休戦協定を結ぶ/ﾌｪﾘﾍﾟ3世
  がﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ北部7州の独立を事実上承認
1609年4月22日-09:00|日本|鹿児島県大島郡徳之島町|慶長14年3月18日|<琉球征伐>徳之島湾屋に漂着した薩摩
  船を約1000人が包囲したが､船から降りた薩摩軍が鉄砲を撃ちかけて撃破し50人を殺害
1609年4月22日-09:00|日本|富山県富山市|慶長14年3月18日|<富山慶長14年の大火｢柄巻屋火事､劔の火事｣>城下
  の鼬川のほとりにある柄巻師(刀剣の握る部分を製作する職人)彦三郎の家から出火,折りからの烈しい南風の
  ため火の粉が四方に散り､炎が御城をはじめ侍屋敷も商家も残らず焼き尽くし､すべてが焼け野原となった
1609年4月24日-09:00|日本|鹿児島県大島郡徳之島町|慶長14年3月20日|<琉球征伐>徳之島秋徳では､薩摩船3艘
  が到着したところを攻撃されたが､20人から30人を殺害して制圧
1609年4月26日-09:00|日本|鹿児島県大島郡徳之島町|慶長14年3月22日|島津軍が徳之島制圧
1609年4月28日-09:00|日本|鹿児島県大島郡和泊町|慶長14年3月24日|島津軍が沖永良部を落とした
1609年4月30日-09:00|日本|茨城県笠間市|慶長14年3月26日|<改易>常陸笠間3万石｢小笠原吉次｣(松平忠吉殉死
  に座す)
1609年4月30日-09:00|日本|宮城県宮城郡松島町|慶長14年3月26日|伊達政宗が瑞巌寺本堂建造/宮城県
1609年5月1日-09:00|日本|沖縄県国頭郡今帰仁村|慶長14年3月27日|<琉球征伐>薩摩軍は沖縄本島北部今帰仁城
  に行ったが､空き屋だったので､方々に放火/薩摩軍が向かう前に逃げ落ちたという
1609年5月3日-09:00|日本|山口県岩国市|慶長14年3月29日|<山代慶長一揆>一揆の首謀者である十一庄屋全員が
  出頭後直ちに捕縛され､引地峠の刑場に連行され斬首､その首は物河土手にさらされた
1609年5月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞﾛ･ｲﾘｪｽﾊｰｼﾞ･ｲﾚｼｬｻﾞｲ｣
1609年5月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾊﾞﾘﾝﾄ･ﾄﾞﾙｹﾞｽｼﾞｪﾚﾆ･ｴｽ･ﾎﾓﾅｲ｣(~11.7没)
1609年5月8日-09:00|日本|沖縄県那覇市|慶長14年4月5日|<琉球征伐>薩摩軍が琉球首里城を攻略し､琉球王尚寧
  これに降伏
1609年5月11日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長14年4月8日|<解任>老中｢本多忠勝｣
1609年5月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾌﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ｣(~9.5)
1609年6月4日-09:00|日本|福井県小浜市|慶長14年5月3日|<死去>若狭小浜藩9万2000石｢京極高次｣⇒｢京極忠高｣
  が嗣ぐ(寛永元(1624)年､越前国敦賀郡が加増され113500石)
1609年6月12日-09:00|日本|鳥取県米子市|慶長14年5月11日|<死去改易>伯耆米子藩17万5000石｢松平(中村)忠一
  ｣(無嗣)
1609年7月1日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県平戸市|慶長14年5月30日|ｵﾗﾝﾀﾞ船2隻が平戸に入港し､貿易を求める
1609年7月2日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長14年6月|<交替>伊勢桑名10万石｢本多忠勝｣隠居⇒嫡男｢本多忠勝｣
  が継ぐ(~元和3(1617)年7月14日､播磨姫路15万石へ)
1609年7月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂでｶﾄﾘｯｸ連盟(旧教連合=ﾘｶﾞ)が結成
1609年7月12日-08:00|中国|  |||甘粛､酒泉地震/M7.3､死者840人
1609年7月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾆｰﾊﾞﾚ･ｶﾗｯﾁ､ﾊﾞﾛｯｸ期のｲﾀﾘｱ人の画家(生年1560年)
1609年7月28日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｰｽﾞ島総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻﾏｰｽﾞ卿｣難破で上陸(~16101109死去)
1609年7月28日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦37年6月28日|朝鮮が日本と己酉条約を締結､三浦を再開
1609年8月6日-09:00|日本|鹿児島県|慶長14年7月7日|家康､島津家久に琉球支配を認める
1609年8月13日-09:00|日本|  ||慶長14年7月14日|江戸幕府が喫煙禁止令を発布
1609年8月18日-09:00|日本|  ||慶長14年7月19日|金銀銭の比価を公定､永楽銭1貫文=京銭4貫文=銀50匁=1両と
  する
1609年8月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ)総督｢ﾀﾞｽﾐﾅｽ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｽ
  ｰｻﾞ｣(2回目~16110611)
1609年8月24日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県平戸市|慶長14年7月25日|徳川家康､ｵﾗﾝﾀﾞ国王に貿易許可の朱印を与
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  え､商館を平戸に設置
1609年8月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵが望遠鏡を製作しﾍﾞﾈﾁｱ議会に贈呈､倍率は9倍
1609年8月30日-09:00|日本|京都府亀岡市|慶長14年8月|<加増移封>下総山崎藩12000石｢岡部長盛｣廃藩⇒丹波亀
  山藩32000石(~元和7(1621)年丹波福知山5万石へ)
1609年9月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾙｲ･ﾛｰﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~16121225)
1609年9月20日-09:00|日本/ｵﾗﾝﾀﾞ|長崎県平戸市|慶長14年8月22日|ｵﾗﾝﾀﾞ商館が肥前平戸に開設される
1609年9月28日-09:00|日本|  ||慶長14年9月|幕府､西国大名の500石以上の大船を没収
1609年9月28日-09:00|日本|  ||慶長14年9月|幕府､貿易の支払に品位の高い南りょう銀の使用を禁止
1609年9月28日-09:00|日本|京都府|慶長14年9月|<加増立藩>山城国内16600石余｢板倉勝重｣(~元和6(1620)年隠
  居)
1609年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1609年10月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李徳馨｣(~16110921)
1609年10月12日-09:00|日本|愛媛県大洲市|慶長14年9月15日|<加増移封>淡路洲本藩3万石｢脇坂安治｣⇒伊予大
  洲藩53500石(⇒元和元(1615)年隠居)
1609年10月20日-09:00|日本|埼玉県川越市|慶長14年9月23日|<加増移封>駿河田中1万石｢酒井忠利｣⇒武蔵川越2
  万石(その後37000石まで加増⇒寛永4年11月14日(16271221)死去)
1609年10月20日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長14年9月23日|<就任>老中｢酒井忠利｣(~寛永4年11月14日(1627
  1221))
1609年10月24日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|慶長14年9月27日|<改易>備中足守2万5千石｢木下勝俊｣領地収公
  ､一時廃藩
1609年10月26日-09:00|日本|静岡県浜松市|慶長14年9月29日|<改易>遠江浜松5万石｢松平(桜井)忠頼｣(水野忠胤
  の江戸藩邸で家臣の刃傷沙汰に巻き込まれて斬り殺される)子に8000石安堵,子孫は尼崎藩主
1609年10月28日-09:00|日本|兵庫県姫路市|慶長14年10月|姫路城天守閣完成
1609年11月4日-09:00|日本|茨城県久慈郡大子町|慶長14年10月8日|<生瀬一揆>徴税吏(年貢取り立て役人)に化
  けた者が常陸国水戸領小生瀬村へ年貢を取り立て納め,その後本物の役人を偽物と誤認して怒った村民が一人
  を殺し偽徴税吏として死体を水戸藩政府に送りつけた
1609年11月6日-09:00|日本|茨城県久慈郡大子町|慶長14年10月10日|<生瀬一揆>常陸国水戸藩士により小生瀬村
  の老若男女,子供までほとんどの村民三百数十人が殺害された
1609年11月7日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ﾊﾞﾘﾝﾄ･ﾄﾞﾙｹﾞｽｼﾞｪﾚﾆ･ｴｽ･ﾎﾓﾅｲ｣
1609年11月7日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾊﾞﾙﾛ･ﾌｫﾙｶﾞｰﾁ･ｷﾞﾒｼ･ｶﾞｰﾁ｣(1回目~1
  2.10)
1609年11月12日-09:00|日本|愛知県|慶長14年10月16日|<死去>三河水野藩1万石｢水野忠胤｣切腹改易/家臣が松
  平忠頼殺害
1609年11月15日-09:00|日本|岐阜県大垣市|慶長14年10月19日|<死去>美濃大垣5万石｢石川家成｣⇒｢石川忠総｣が
  継ぐ(~元和2(1616)年9月豊後日田6万石へ加増移封)
1609年11月23日-09:00|日本|長野県飯山市|慶長14年10月27日|<改易>信濃飯山7万9000石｢皆川広照｣(松平忠輝
  傅役失職)
1609年11月27日-09:00|日本|千葉県銚子市|慶長14年11月|幕府,出羽国米沢藩など東北諸藩に命じ銚子湊完成
1609年11月28日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾃﾘｱﾘ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1614年1月)
1609年12月9日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾚｶﾙﾃﾞ
  ｣(~16121019没)
1609年12月10日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｸﾞﾛﾌ･ﾄｩﾙｿﾞ･ﾍﾞｽﾚﾝﾌｧﾙｳﾞｨ｣(~16161224没)
1609年12月22日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾏﾘﾝ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾛﾝ｣(~16130726死去)
1609年12月22日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾏﾘﾝ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾛﾝ｣(~1613072
  6没)
1610年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･Neetles｣(~同年死去)⇒｢Richar
  d Woodies｣
1610年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督代理｢Cristobal de Azcueta Menchaca｣(~1612年)
1610年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muwallil Wasit1世｣(~1650年)
1610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾑﾙﾀｻﾞ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ2世｣
1610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾘｰ1世｣(~1647年)
1610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ﾌｧﾝ･ｳﾞｪｼｯｹ｣(~1612年)
1610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌﾞﾙﾊｰﾝ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ3世｣(~1631年)
1610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｶﾘｶｯﾄに商館を設置
1610年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｶﾘｻﾞﾃﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾃﾞｨﾗｳﾞｧｰ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣⇒｢ﾊﾌｨｽ
  ﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1618年)
1610年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾏﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1613年)
1610年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ﾐｷｴﾘ｣(~1612年)
1610年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｬｺﾓ･ｻﾞｰﾈ｣(~1614年)
1610年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄで新ｵｽﾏﾝ朝法典の公布
1610年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｹｰｾﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ3世ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1613年)
1610年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1612年)
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1610年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国国王｢ｱｳﾞｪｯｿﾀﾞﾝｶﾞﾜ｣⇒｢ﾗﾏｼﾞｪ･ﾎﾟｺﾇ｣⇒｢ﾌﾇﾝｸﾞﾝｸﾞ｣
1610年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑに証券取引所が新設
1610年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｵﾆｬﾃ,ﾇｴﾊﾞﾒﾋｺの新たな首都としてｻﾝﾀﾌｪ建設,旧総督邸を建設
1610年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾌｨﾘﾋﾟﾝを攻撃(2次)
1610年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾒｰｹﾞﾝはｸﾛｲ家に移籍
1610年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｱｸﾞﾊﾞﾅﾝｷﾝ統治者(ﾒﾄ)｢ｱﾀﾞﾝｼﾞｮ｣(~1650年)
1610年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Manuel Pereira Coutinho｣(~16140704)
1610年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Gaspar de Castilla Guzman｣(~1618年)
1610年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｶﾞﾗｽ工業で熱源燃料として石炭の利用が始まる
1610年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~1626年)
1610年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞﾗ｣(~16121123)
1610年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ植民地でｲｷﾞﾘｽとﾎﾟｰﾊﾀﾝ族の戦争が始まる
1610年1月6日-09:00|日本|群馬県前橋市|慶長14年12月12日|<死去>上野大胡藩2万石｢牧野康成｣55歳⇒｢牧野忠
  成｣が嗣ぐ(~元和4(1618)年3月越後長岡6万石へ加増移封)
1610年1月6日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|慶長14年12月12日|<加増移封>常陸水戸藩25万石｢徳川頼宣｣(徳
  川家康の十男)⇒駿河府中藩50万石(~元和5(1619)年7月19日紀伊和歌山55万石へ加増移封)
1610年1月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵ･ｶﾞﾘﾚｲが自作望遠鏡で木星の衛星｢ｶﾞﾆﾒﾃﾞ｣｢ｴｳﾛﾊﾟ｣｢ｲｵ｣を発見､土星の｢耳
  ｣も報告
1610年1月10日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|長崎県長崎市|慶長14年12月16日|(12日~)有馬晴信が､徳川家康の命を受け
  ､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ船ﾉｯｻ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾀﾞ･ｸﾞﾗｻ号を焼き討ち/幕府はﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙと断交
1610年1月12日-09:00|日本/ｽﾍﾟｲﾝ|  ||慶長14年12月18日|徳川家康がｽﾍﾟｲﾝ国王に書簡を送り､貿易の保護を約
  束
1610年1月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱのG･ｶﾞﾘﾚｲが木星の衛星ｶﾞﾆﾒﾃﾞを発見
1610年1月16日-09:00|日本|茨城県水戸市|慶長14年12月22日|<加増移封>常陸下妻5万石｢徳川頼房｣⇒常陸水戸2
  5万石(後28万石⇒寛文元年7月29日(16610823)死去)
1610年1月16日-09:00|日本|静岡県浜松市|慶長14年12月22日|<移封>常陸の内｢水野重仲(重央)｣⇒遠江浜松3万5
  千石(徳川頼宣の付家老~元和5(1619)年7月19日､紀伊新宮へ移封)
1610年1月20日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|慶長14年12月26日|<移転>丹波八上50020石｢松平(松井)康重｣⇒
  丹波篠山藩(~元和5(1615)年7月19日和泉岸和田へ)
1610年1月25日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長15年|<就任>老中｢大久保忠隣｣(~慶長19年2月2日)
1610年1月25日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|慶長15年|<加増立藩>下野鹿沼藩1万石｢青山忠俊｣(⇒慶長18年2月20
  日(16130410)､常陸江戸崎25000石を嗣ぎ35000石⇒元和6年武蔵岩槻45000石へ加増移封)
1610年1月25日-09:00|日本|栃木県日光市|慶長15年|下野国足尾銅山が発見される
1610年1月25日-08:00|中国|  ||明･万暦38年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1610年1月25日-08:00|中国|  ||明･万暦38年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｼｭｼﾞｬｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの子(~1619年､暗
  殺される)
1610年1月25日-08:00|中国|  ||明･万暦38年|中国で金瓶梅が刊行､作者不詳､神宗万暦帝時代の淫靡な社会を描
  く
1610年1月25日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長15年1月|<加増移封>下総国小見川1万石｢土井利勝｣⇒下総国佐倉
  3万2000石(⇒慶長17(1612)年､4万5000石に加増)
1610年2月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢George｣(~1621.3)
1610年2月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)ﾗｰｼﾞｬ･ｵﾃﾞﾔ1世はｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞﾊﾟﾄﾅをｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国の長官か
  ら奪取したのち､ﾏｲｿｰﾙからｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞﾊﾟﾄﾅへと遷都し､王国に対して独立を宣言(~16170620死去)
1610年2月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱﾝﾘ4世が､ﾄﾞｲﾂの新教同盟と盟約を結ぶ
1610年2月24日-09:00|日本|  ||慶長15年2月|太田牛一(資房)｢信長公記｣できる
1610年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵが｢星界の報告｣を刊､月のﾃﾞｺﾎﾞｺや木星の4衛星など報告
1610年3月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ｱﾌｫﾝｿ･ﾃﾞ･ﾉﾛﾆｬ｣(~1614年6月)
1610年3月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｴﾝﾘｹ3世｣57歳
1610年3月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾙｲｽ2世｣ｴﾝﾘｹ3世とﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの男子(~1620年ﾌﾗﾝｽに併合.1
  6430514死去/41歳)
1610年3月18日-09:00|日本|兵庫県洲本市|慶長15年2月23日|<拝領>淡路洲本6万3千石｢池田忠雄｣(輝政3男⇒慶
  長20年2月23日(16150322)兄忠継の跡を継ぎ岡山藩31万5200石に加増移封)
1610年3月19日-09:00|日本|東京都|慶長15年2月24日|<死去>長谷川等伯(画家)[1539年生～](享年72)
1610年3月21日-09:00|日本|茨城県石岡市|慶長15年2月26日|<死去>常陸片野2万石｢滝川雄利｣⇒｢滝川正利｣が嗣
  ぐ(~寛永2(1625)年所領返上し2千石の旗本になった)
1610年3月26日-09:00|日本|長野県|慶長15年閏2月2日|<移封>越後蔵王堂｢近藤(重勝)政成｣(堀秀政の四男)⇒信
  濃川中島1万石(⇒元和4年6月22日(16180812)死去､継子幼少のため所領半減､旗本に降格)
1610年3月26日-09:00|日本|長野県飯山市|慶長15年閏2月2日|<移封>越後坂戸藩5万石｢堀直竒｣⇒信濃飯山藩5万
  石(~元和2(1616)年10月越後長岡藩8万石へ加増移封)
1610年3月26日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長15年閏2月2日|<改易>越後福島45万石｢堀忠俊｣家中統制不充分の
  罪により所領没収､陸奥磐城平に流刑
1610年3月26日-09:00|日本|新潟県燕市|慶長15年閏2月2日|<改易>越後三条5万石｢堀直次｣(宗家家臣と訴訟)
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1610年3月27日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長15年閏2月3日|<加増移封>信濃松代14万石｢松平忠輝｣(徳川家康
  の6男)⇒越後福島75万石(~慶長19(1614)年2月越後高田へ移転)
1610年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1610年4月1日-09:00|日本|奈良県高市郡高取町|慶長15年閏2月8日|<死去>大和高取25000石｢｢本多俊政｣⇒子の｢
  本多政武｣が継ぐ(~寛永14年7月13日(16370901)死去無嗣断絶)
1610年4月18日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Cristobal de Onate｣(~1610年)⇒<就任>ｽﾍ
  ﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Pedro de Peralta｣(~16130812)
1610年4月24日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|慶長15年3月1日|<拝領>備中足守2万4千石｢浅野長晟｣(~慶長18年
  8月25日(16131009)兄｢浅野幸長｣の死に伴い紀伊和歌山藩相続)
1610年5月11日-09:00|日本|香川県高松市|慶長15年3月18日|<死去>讃岐高松171800石｢生駒一正｣56歳⇒｢生駒正
  俊｣が継ぐ(~元和7年6月5日(16210723)死去)
1610年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｱﾝﾘ4世｣ﾊﾟﾘ街頭で狂
  信的なｶﾄﾘｯｸ教徒ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾗﾊﾞｲﾔｯｸに暗殺される/56歳(誕生15531213)
1610年5月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ朝)兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾙｲ13世公正王｣
  ｱﾝﾘ4世の子(~16430514)兼ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾙｲｽ2世｣(~1620年ﾌﾗﾝｽに併合)
1610年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王母ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ､8歳の王太子ﾙｲをともない｢ﾊﾟﾘ高等法院｣に赴き､｢親裁座｣
  で自らが｢摂政｣となる宣言を受ける(実質的な王の即位宣言)
1610年5月18日-09:00|日本|  ||慶長15年3月25日|<死去>中院通勝､公家･歌人(生年1556年)
1610年5月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾞﾙﾅｰﾄ･ﾄﾞ･ｻﾙﾊﾞ･ｲ･ﾄﾞ･ｻﾙﾊﾞ｣(~16200224)
1610年5月28日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ﾀﾘﾌﾞ･ｶｰﾝ･ﾅｼﾘ･ｵﾙﾄﾞｩﾊﾞﾃﾞｨ｣(1回目~1620年)
1610年5月31日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|慶長15年4月9日|<死去>日向国佐土原藩3万石｢島津以久｣伏見で⇒5月
  2日長男の｢島津忠興｣が継ぐ(~寛永14年6月11日(16370801)死去)
1610年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾗｰﾒﾄ1世ｷﾞﾚｲ｣
1610年6月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第24代ﾊﾝ｢ｼﾞｬﾆﾍﾞｸ･ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1623年)
1610年6月6日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Paulus van Caerden｣(~1612年)
1610年6月26日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Margarida Corte Real｣
1610年7月 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~1613年)
1610年7月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾗｳﾞｧｯｼﾞｵ､ｲﾀﾘｱ人画家(生年1573年)
1610年7月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾖﾊﾝ7世の息子(~1628年神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌｪﾙﾃﾞｨ
  ﾅﾝﾄ2世によって廃位)
1610年7月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市|慶長15年6月3日|加藤清正が名古屋城天守閣一円を普請
1610年8月1日-09:00|日本|埼玉県北足立郡伊奈町|慶長15年6月13日|<死去>武蔵小室13000石｢伊奈忠次｣⇒｢伊奈
  忠政｣が継ぐ(~元和4年3月10日(16180405)死去)
1610年8月3日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾄﾞｿﾝがﾊﾄﾞｿﾝ湾を発見
1610年8月7日-09:00|日本|栃木県大田原市|慶長15年6月19日|<立藩>下野那須藩14000石｢那須資景｣父資晴遺領6
  千石を継ぐ(⇒寛永元(1624)年1月1日隠居)
1610年9月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ大公ﾚｵﾎﾟﾙﾄが､ﾄﾞｲﾂ､ｲｷﾞﾘｽ､ｵﾗﾝﾀﾞの軍隊によってﾕｰﾘｯﾋから追放される
1610年9月2日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾙｲｽ･ﾒﾙﾛ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｴﾝﾃ･ｲ･ﾙｲｽ｣(~16110115)
1610年9月2日-09:00|日本|愛媛県大洲市|慶長15年7月15日|<加増移封>美濃黒野4万石｢加藤貞泰｣⇒伯耆米子藩6
  万石(⇒元和3(1617)年7月20日､伊予大洲藩6万石)
1610年9月6日-09:00|日本|鳥取県東伯郡琴浦町|慶長15年7月19日|<加増移封>美濃今尾藩1万石｢市橋長勝｣⇒伯
  耆八橋21300石(~元和2(1616)年8月2日越後三条41300石へ)
1610年9月6日-09:00|日本|鳥取県日野郡日野町|慶長15年7月19日|<加増移封>伊勢亀山3万石｢関一政｣⇒伯耆黒
  坂5万石(~元和4年家士等争論絶ずとして改易徐封)
1610年9月13日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長15年7月26日|<加増移封>上野吉井藩2万石｢菅沼忠政｣菅沼氏との
  養子縁組解消⇒美濃加納藩10万石｢奥平忠政｣(~慶長19年7月2日(16140807)死去)
1610年9月14日-09:00|日本|栃木県芳賀郡茂木町|慶長15年7月27日|<拝領>下野茂木1万石｢細川興元｣(~元和2(16
  16)年6月26日､常陸谷田部16200石へ加増移転)
1610年9月14日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|慶長15年7月27日|<加増>陸奥棚倉25500石｢立花宗茂｣⇒3500
  0石(⇒元和6(1620)年11月27日筑後柳河へ)
1610年9月14日-09:00|日本|三重県亀山市|慶長15年7月27日|<加増移封>三河作手藩1万7千石｢松平(奥平)忠明｣
  ⇒伊勢亀山藩5万石(~慶長20(1615)年6月10日摂津大坂10万石へ)
1610年9月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1610年9月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世｣(~16230220廃位~16321129ﾍﾟｽﾄで死去)
1610年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||朝鮮･許浚が｢東医宝鑑｣23編25巻を編纂
1610年10月1日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国軍がﾓｽｸﾜを占領(~16121106)
1610年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｵﾉﾌﾘ｣
1610年10月6日-09:00|日本|京都府京田辺市|慶長15年8月20日|<死去>細川幽斎(77歳,元丹後田辺城主)/教養人
  としても名高い
1610年10月18日-09:00|日本|京都府京都市左京区|慶長15年9月2日|<死去>吉田兼見(76歳)/京都吉田神社の神官
  /日記『兼見卿記』の著者としても知られる
1610年11月9日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｰｽﾞ島総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｻﾏｰｽﾞ卿｣
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1610年11月13日-09:00|日本|新潟県新発田市|慶長15年9月28日|<死去>越後新発田藩6万石｢溝口秀勝｣⇒｢溝口宣
  勝｣が継ぐ(弟の善勝に1万2000石を分与し5万石⇒後6万5500石まで高直し⇒寛永5年10月29日(16281124)死去)
1610年11月13日-09:00|日本|新潟県新潟市|慶長15年9月28日|<拝領>越後沢海藩1万4千石｢溝口善勝｣父の死によ
  り1万2000石を新発田藩より分与(~寛永11年5月2日(16340528)死去)
1610年11月29日-09:00|日本|  ||慶長15年10月14日|幕府が重ねて煙草を禁ずる
1610年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱをﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱが占領(~16110312)
1610年12月4日-09:00|日本|三重県桑名市|慶長15年10月19日|<死去>本多忠勝､前伊勢国桑名藩主(生年1548年)
1610年12月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾀﾞﾑ･ｴﾙｽﾊｲﾏｰ､ﾄﾞｲﾂの画家(生年1578年)
1610年12月15日-08:00|中国|  ||明･万暦38年11月|明で日食予測の東西対決､欽天監の予測がはずれ西洋歴法で
  歴を作成
1610年12月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Pieter Both｣(~16141106)
1610年12月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社支配下)
1611年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Caspar Janszoon｣(~1615年)
1611年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国
1611年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣(~1626年死去)
1611年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｲﾏｰﾑ･ｸﾘｰ･ﾊｰﾝ｣ﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの長
  男(~1642年)
1611年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾌﾞﾀ｣(~1621年頃)
1611年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Badi1世｣(~1616年)
1611年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｿﾌ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1615年2月)
1611年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾍﾞﾝｸﾞﾄｿﾝ･ｵｸｾﾝｽﾃｨｴﾅ｣(~1617年)
1611年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｴｽﾃｳﾞｧﾝ･ﾃﾞ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(2
  回目~1612年)
1611年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾋﾟﾙﾃﾝをﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱが統治(~1656年)
1611年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Isabella｣(~1628年)
1611年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｼﾞﾝﾒﾙﾝ=ｶｲｻﾞｰｽﾗｳﾃﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~16550106死去)
1611年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾌﾞﾛｰｴﾙが喜望峰経由でｼﾞｬﾜにいたる最短の新航路を発見
1611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾛｼｽﾞ伯｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1611年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Constantino Lobo Tavares｣
1611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の孫(~16410823死去)
1611年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督代理｢｣Joao Barbosa da Cunha｣(4期目)⇒代
  理｢Francisco Teles de Meneses｣(~同年死去)⇒総督｢Luis Dias de Abreu｣(1期目~1613年)
1611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｲﾝﾄﾞのﾏｽﾘﾊﾟﾀﾑに商館を設置
1611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで｢欽定訳聖書｣が出版
1611年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾙﾃｨﾝｽ･ﾃﾞ･ｾｹｲﾗ｣(~1614年)
1611年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｴｽﾍﾟﾎ･ﾊﾞﾗﾝｺ｣(~1614年)
1611年1月14日-09:00|日本|埼玉県川口市|慶長15年12月|<加増>鳩ヶ谷1万石｢阿部正次｣+下野国鹿沼のうちに5
  千石⇒1万5千石(⇒元和1(1915)年12月26日下野国内7000石加増⇒元和3(1617)年9月上総大多喜3万石)
1611年1月15日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾗｹﾏﾀﾞ｣(~16120327)
1611年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣ｺﾝﾁﾉ･ｺﾝｼｰﾆ(~16170424死去)
1611年2月3日-09:00|日本|愛知県豊橋市|慶長15年12月21日|<死去>三河吉田藩3万石｢松平(竹谷)家清｣⇒｢松平
  忠清｣が嗣ぐ(~慶長17年4月20日(16120520)死去無嗣断絶)
1611年2月13日-09:00|日本|高知県高知市|慶長16年|三の丸が竣工し高知城完成(高知県)
1611年2月13日-09:00|日本|東京都港区|慶長16年|徳川家康の助成によって増上寺三解脱門･経蔵完成(東京都)
1611年2月13日-09:00|日本|長崎県南島原市|慶長16年|<再封>肥前日野江3万8千石｢有馬直純｣(~慶長19(1614)年
  7月日向延岡5万3千石)
1611年2月13日-09:00|日本|広島県大竹市|慶長16年|安芸亀居城,破却される
1611年2月13日-09:00|日本|山口県萩市|慶長16年|<高直し>萩藩29万8千石｢毛利秀就｣⇒36万9千石(~慶安4年1月
  5日(16510224)死去)
1611年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定12年|大越ｸﾞｪﾝ･ﾎｱﾝがはじめてﾁｬﾝﾊﾟを攻撃､ﾌｩｲｴﾝ(富安)府を置
  く
1611年3月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣
1611年3月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣(~16331108死去)
1611年3月5日-09:00|日本|鹿児島県|慶長16年1月21日|<死去>島津龍伯(79義久､島津氏第十六代当主)
1611年3月5日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長16年1月21日|<就任>老中｢安藤重信｣(~元和7年6月29日)
1611年3月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾃｨｱｽ2世･ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｽｷｰ｣(~16170516退位)神聖ﾛｰﾏ皇帝
1611年3月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~16120120死去)
1611年3月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ10世ﾐﾌﾈｱ｣(2回目~5月)
1611年3月20日-09:00|日本|東京都|慶長16年2月6日|<死去>稲富流鉄砲術の開祖･稲富祐直(60歳)
1611年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏﾘﾉ･ｼｵﾆｰﾆ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ｺﾞｼﾞ｣
1611年4月2日-09:00|日本|  ||慶長16年2月19日|幕府堤防道路制を制定
1611年4月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾛﾝｺﾞ･ｷﾞｳｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~16130406)



1620迄(2404件)

1611年4月11日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾌｫﾙﾊｽ｣
1611年4月13日-09:00|日本|佐賀県伊万里市|慶長16年春|灌漑施設,馬頭ｻｲﾌｫﾝ完成(佐賀県伊万里市)<日本最古
  のｻｲﾌｫﾝ>
1611年4月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵの望遠鏡をﾃﾚｽｺｰﾌﾟと命名
1611年4月15日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾍﾞﾝﾄ･ﾊﾞﾆｬ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ補佐｣(~1615年)
1611年4月28日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝでｻﾝﾄ･ﾄﾏｽ大学が開校
1611年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ･ｾﾙﾊﾞﾝ｣(2回目~9.19)
1611年5月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝとﾃﾞﾝﾏｰｸ間で戦争が勃発
1611年5月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵが太陽の黒点について第一書簡を書いた(第二､第三書簡と合わせて1613
  年に出版)
1611年5月4日-09:00|日本|愛知県岡崎市|慶長16年3月22日|<死去>三河岡崎5万石｢本多康重｣⇒｢本多康紀｣が継
  ぐ(⇒元和9年9月25日(16231117)死去)
1611年5月6日-09:00|日本|愛知県岡崎市|慶長16年3月24日|<死去>下総岩富1万石｢北条氏勝｣⇒｢北条氏重｣が嗣
  ぐ(~慶長18(1613)年下野富田1万石へ)
1611年5月9日-09:00|日本|京都府京都市|慶長16年3月27日|<譲位>107代｢後陽成天皇｣
1611年5月9日-09:00|日本|京都府京都市|慶長16年3月27日|<践祚>108代｢後水尾天皇｣/4月12日即位
1611年5月19日-09:00|日本|茨城県桜川市|慶長16年4月7日|<死去>常陸真壁5万5千石｢浅野長政(長吉)｣65歳⇒三
  男の｢浅野長重｣が下野真岡(芳賀城)2万石から移封され5万石で嗣ぐ(⇒元和8(1622)年常陸笠間53500石)
1611年6月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Garcia Giron｣(~16160615)
1611年6月3日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦5月24日|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ軍が､ｽﾓﾚﾝｽｸを占領
1611年6月9日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ暫定副王｢ﾒｷｼｺ大司教ﾌﾚｲ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾞﾙｼｱ･ｹﾞﾗ｣(~1612
  0222没)
1611年6月11日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ)総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ｴﾝﾘｹｽ｣(~1
  6130424)
1611年6月11日-09:00|日本/ﾒｷｼｺ|  ||慶長16年5月|ﾒｷｼｺ使節ﾋﾞｽｶｲﾉが来日し家康･秀忠に謁する
1611年6月11日-09:00|日本|青森県弘前市|慶長16年5月|<藩庁移転>陸奥堀越藩4万7000石｢津軽信枚｣⇒陸奥高岡
  (⇒寛永5(1628)年8月弘前と改名)
1611年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ2世｣
1611年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ1世｣(~16561008死去)
1611年6月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾊﾞﾙﾄﾛﾒｳｽ･ｽﾌﾟﾗﾝﾍﾙ､ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国の画家(生年1546年)
1611年7月13日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|慶長16年6月4日|<死去>真田昌幸(65歳,元上田城主)/関ヶ原
  合戦で西軍について戦後に高野山九度山に配流されていた
1611年7月26日-09:00|日本|島根県松江市|慶長16年6月17日|<死去>出雲松江藩初代藩主｢堀尾吉晴｣(生年1544年
  )
1611年8月2日-09:00|日本|熊本県熊本市|慶長16年6月24日|<死去>肥後熊本52万石｢加藤清正｣50歳(秀吉子飼い
  の武将で､賤ヶ岳七本槍の一人として知られる.急な発病だったため､毒殺説がある)⇒三男の｢加藤忠広｣が嗣
  ぐ(~寛永9(1632)年5月22日改易)
1611年8月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｷﾞｭﾐｭﾙｼﾈﾘ･ﾀﾞﾏﾄ･ﾅｽｰ･ﾊﾟｼｬ｣ｱﾌﾒﾄﾞ1世の娘ｱｲｼｪ･ｽﾙﾀﾝの7人
  の夫のうちの1人(~16141017)
1611年8月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ｶﾙﾐﾆ橋での通例の｢殴り合い合戦｣で21人が窒息
1611年8月8日-09:00|日本|  ||慶長16年7月|この月､幕府駅路駄賃の規則を制定
1611年8月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾃｨｱｽ2世｣(~16190320死去)
1611年8月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1611年8月22日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  ||慶長16年7月15日|江戸幕府がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとの交易を再開
1611年9月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでﾐｰﾆﾝ･ﾎﾞｼﾞｬｰﾙｽｷｰ率いる国民軍が蜂起
1611年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ10世ﾐﾌﾈｱ｣(3回目~16160724)
1611年9月7日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|慶長16年秋|元織田家家臣､伊藤蘭丸祐道が､名古屋本町に呉服小間物
  商｢いとう呉服店｣創業(→松坂屋)
1611年9月19日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｺﾞﾒﾗ伯爵ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾟﾗｻﾞ･ﾃ
  ﾞ･ｱﾔﾗ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ･ｲ･ﾛﾊｽ｣(~16270421)
1611年9月21日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李元翼｣(~16120719)
1611年9月22日-09:00|日本|栃木県真岡市|慶長16年8月16日|<拝領>下野真岡藩12000石｢堀親良｣(⇒寛永4(1627)
  年3月14日下野烏山藩25000石)
1611年9月22日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|慶長16年8月16日|<加増>但馬豊岡20000石｢杉原長房｣+常陸小栗庄500
  0石(浅野長政遺領)を分与⇒25000石(~寛永6年2月4日(16290226)死去)
1611年9月27日 00:00|日本|福島県会津若松市|慶長16年8月21日|<慶長16年会津地震>午前9時､陸奧国会津郡に
  震度6の激しい揺れが襲った/若松城では石垣や塀､櫓などがことごとく崩れ落ち､殿舎も倒壊して人や馬が多
  く死亡/城下や近傍の村々では､多くの神社や寺の堂塔が倒壊､民家も2万戸余りが倒壊し3700人余りが死亡/会
  津川流域では山が崩れて川をふさぎ山崎湖と呼ばれた湖が現れ､只見川なども山崩れで川がせき止められ各地
  に沼をつくり､会津盆地では2万石相当の土地が完全に水没/河沼郡では山崩れで93人が死亡
1611年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾍﾞﾙｯﾂｫ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1611年10月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ｼｬﾙﾙ6世｣
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1611年10月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾍﾝﾘｰ｣(~16210920死去)
1611年10月30日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｶｰﾙ9世｣61歳(誕生1550年)
1611年10月30日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾞｽﾀﾌ2世ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~16321106ﾘｭｯﾂｪﾝの戦いで戦死/
  37歳)
1611年11月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｳｨﾘｱﾑ･ｼｪｲｸｽﾋﾟｱの戯曲｢ﾃﾝﾍﾟｽﾄ｣初演
1611年11月13日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|慶長16年10月9日|真田信繁(48歳)は手勢とともに九度山を
  脱出､大坂へ向かう
1611年11月14日-09:00|日本|埼玉県加須市|慶長16年10月10日|<死去>武蔵騎西藩2万石｢大久保忠常｣⇒子の｢大
  久保忠職｣が嗣ぐ(~寛永9(1632)年1月11日美濃加納5万石へ)
1611年12月2日 02:00|日本|  ||慶長16年10月28日|<慶長16年三陸地震津波>巳刻過ぎ(午前11時前頃)大地震が
  起き､14時頃､北海道南東岸と三陸沿岸に大津波が押し寄せた/北海道南東岸で多くの人が死亡/南部藩領では
  人馬3000余が死亡,特に横沢で800人､津軽石では家が1軒も残らず流され150人が死亡､船越では50人､山田20人
  ､大槌(町)800人､鵜住居で800人が死亡/伊達藩領では1783人死亡し､特に今泉では家がほとんど流され50人死
  亡､荒浜､三本塚､下飯田新開はすべて荒地となり､岩沼あたりでは家屋が残らず流されている/相馬藩領では70
  0人が死亡
1611年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1611年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾟｰｽ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の弟(~16620611死去)
1611年12月18日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長16年11月15日|方広寺大仏殿完成
1611年12月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼｭﾃﾌｧﾝ･ﾄﾑｻ｣(1回目~16151120)
1611年12月20日-09:00|日本|神奈川県小田原市|慶長16年11月17日|<小田原慶長16年の大火､下田､丸子と謎の同
  日火災>相州(相模国)小田原城下で1000軒余の民家が焼け､豆州(伊豆国)下田村や駿府の丸子の里でも人家が
  焼けた
1611年12月20日 07:00|日本|京都府京都市伏見区|慶長16年11月17日|<山城伏見町慶長16年の大火>申の刻(16時
  ごろ)､新町八丁目の民家から出火,東北の町々に延焼､銀座四丁目から京町六丁目､新町九丁目､両替町十丁目
  を次々と灰とし､両替町十一丁目の南半分､京町南北七丁目と炎はなめて行った/民家1000軒余と大名屋敷では
  ､島津忠興､佐竹義宣､田中忠政､伊達政宗､山内土佐守､堀久太郎､松平忠昌､井伊直継､福島正則など名だたる大
  名の壮麗な桃山づくりの屋敷18か所が灰じんに帰した
1611年12月31日-09:00|日本/中国|  ||慶長16年11月28日|徳川家康､明国商人に長崎での貿易を行うことを許可
1612年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Pieter Both｣(~16141106)
1612年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督｢Jeronimo de Silva｣(~1617年)
1612年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｳﾞｪﾝﾏｰ･ﾌｧﾝ･ﾍﾞﾙｹﾑ｣(~1615年)
1612年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Ibrahim Pasha｣(~1616年)
1612年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ﾔﾇｼｭ･ﾗｼﾞｳﾞｨｳ｣(~1620年)
1612年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Andrianjaka｣(~1630年)
1612年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾛｼﾞｰﾆ｣(~1614年)
1612年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｵﾌﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣⇒
  ｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ｼﾓﾝｲｽ･ﾏﾃﾞｲﾗ｣⇒｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~1614年)
1612年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｷﾞｭﾝﾀｰ1世｣(~16461104死去)
1612年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Domingo de Dieguez｣(~1617年)
1612年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢(ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾝ総督)ﾌｻｲﾝ･ｱﾙ･ﾅｶﾙ｣(~1614年没)
1612年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｱｽｷﾔ･ｱﾙ=ｱﾐﾝ｣(~1618年)
1612年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾍﾞｰﾑｽｰ湖を干拓
1612年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾙﾋﾞｱｰﾃｨがｲﾀﾘｱ語辞典を出版
1612年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌｪｻﾞｰﾝはｵｽﾏﾝ帝国に編入(~1614年)
1612年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾌﾗﾝｽ,ﾏﾗﾆｮﾝ州ｲﾘｬ･ｻﾝﾙｲｽを占領.原住民と手を結び｢赤道ﾌﾗﾝｽ｣を建設
1612年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾔｰｺﾌﾞ･ﾍﾞｰﾒが｢ｱｳﾛﾗ｣を刊
1612年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島主｢Robert Cecil｣
1612年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ将軍｢ﾔｺﾌﾞ･ｱﾄﾞﾘｱｴﾝｽｿﾞｰﾝ･ｸﾗﾝﾃｨｳｽ｣(1回目~1614年)
1612年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾚﾘｱ司教ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｮ｣(2期目)⇒｢ﾌﾞﾗｶﾞ大
  司教､ﾌﾗｲ･ｱﾚｸｿ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1615年)
1612年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Francisco de la Rua｣(~1615年)
1612年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島主｢William4世 Stanley｣(~16270811)､｢Elizabeth de Vere｣(~16270310死
  去)
1612年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｲﾝﾄﾞのｽｰﾗｯﾄに商館を建設
1612年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの船医ｳｯﾀﾞｰﾙが｢船医必携｣を出版
1612年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾀｲ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がｱﾕﾀﾔに商館を設立
1612年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｶﾞﾙｼｱ･ｶﾞﾗﾋﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ﾚｵﾝ｣(~1617年)
1612年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾛﾙﾌがｳﾞｧｰｼﾞﾆｱでﾀﾊﾞｺ栽培に成功
1612年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ市で黒人奴隷の反乱計画が発覚.首謀者の男女36人が大広場で処刑される
1612年1月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人はﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾏﾗﾆｬﾝ州の北海岸にあるｾﾝﾄﾙｲｽに定住(~1615年)
1612年1月3日-09:00|日本|島根県松江市|慶長16年12月|<移転>出雲富田藩｢堀尾忠氏｣⇒出雲松江藩24万石(松江
  城落成し居城を移転)
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1612年1月4日-09:00|日本|福島県相馬市|慶長16年12月2日|<転封>陸奥小高藩4万9234石｢相馬利胤｣⇒陸奥中村
  藩4万9234石(居城を移転~寛永2(1625)年9月10日死去)
1612年1月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙｺﾝﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾘｰ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣
1612年1月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙｺﾝﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣(~1626年死去)
1612年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ5世｣兼ｲ
  ﾀﾘｱ王｢ﾛﾄﾞﾙﾌｫ2世｣59歳(誕生15520718)
1612年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国教皇代理｢ﾗｲﾝ川のﾌﾟﾌｧﾙﾂ伯爵ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5
  世(1回目)｣｢ｻﾞｸｾﾝ伯･ｻﾞｸｾﾝ公ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ1世(1回目)｣(~6.13)
1612年1月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公｢ﾏﾃｨｱｽ｣(~16190320没)､前方ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾏｸｼﾐﾘ
  ｱﾝ3世｣(~1618年)
1612年2月1日-09:00|日本|愛知県犬山市|慶長16年12月30日|<死去改易>尾張犬山12万3000石｢平岩親吉｣無嗣
1612年2月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|慶長16年12月30日|幕府､熱田奉行を設置
1612年2月2日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|慶長17年|犬山城主の成瀬正茂によって北野山真福寺宝生院(大
  須観音)が岐阜県羽島より移転創建(愛知県名古屋市)<真言宗智山派別格本山>
1612年2月2日-09:00|日本|京都府京都市北区|慶長17年|小堀遠州､大徳寺に弧蓬庵を建立
1612年2月2日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|慶長17年|<開宿>三国街道中山宿(高山村)
1612年2月2日-09:00|日本|群馬県沼田市|慶長17年|牛頭天王宮､現在地(中町)に移される
1612年2月2日-09:00|日本|群馬県沼田市|慶長17年|真田信之夫人大蓮院､正覚寺(鍛冶町)の寺地を寄進し､｢絹本
  著色地蔵十王図｣を寄贈
1612年2月2日-09:00|日本|埼玉県川越市|慶長17年|天海が無量寿院北院を再建し喜多院に改称<天台宗>
1612年2月2日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長17年|<加増>下総国佐倉3万2000石｢土井利勝｣⇒4万5000石(⇒慶長
  20(1615)年､6万2500石に加増)
1612年2月2日-09:00|日本|長崎県壱岐市|慶長17年|松浦鎮信が聖母神社の拝殿を再建
1612年2月2日-09:00|日本|茨城県古河市|慶長17年1月|<加増移封>武蔵本庄藩1万石｢小笠原信之｣⇒下総古河2万
  石(⇒慶長19年4月26日(16140603)死去)
1612年2月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ1世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣
1612年2月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ4世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ1
  世の長男(~12.22死去)
1612年2月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞｲｴﾙﾝのｱｰﾈｽﾄ｣
1612年2月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｲｴﾙﾝ｣(~16500913死去)
1612年2月22日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ暫定副王｢ﾒｷｼｺ大司教ﾌﾚｲ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾞﾙｼｱ･ｹﾞﾗ｣
1612年2月22日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢(ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領)ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｵｯﾀﾛｰﾗ｣(~10.18)
1612年2月27日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長17年1月26日|<死去>因幡鹿野藩38000石｢亀井茲矩｣⇒｢亀井政矩｣
  が43000石で嗣ぐ(~元和3(1617)年7月20日､岩見津和野35000石へ)
1612年3月3日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長17年2月|松浦氏ら宇和郡喜佐方村安楽寺を再建､ついで僧智厚､
  迫目の薬師堂を建てる
1612年3月22日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<設立>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ(ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ会社経営⇒1616年､ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ会社
  経営)(~1684年､ﾊﾞｰｼﾞﾆｱ植民地に従属)7月最初の開拓地
1612年3月27日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾚﾊ｣(2回目~16170309死去)
1612年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1612年4月8日-09:00|日本|長崎県五島市|慶長17年3月8日|<死去>肥前福江藩(石田城)15530石｢五島玄雅｣⇒養子
  の｢五島盛利｣が継ぐ(⇒寛永19年7月19日(16420814)死去)
1612年4月15日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|慶長17年3月15日|<死去>豊後森1万4000石｢来島長親｣⇒長男｢
  来島通春｣が継ぐ(⇒元和2(1616)年､姓を来島から久留島と改める
1612年4月21日-09:00|日本|  ||慶長17年3月21日|江戸幕府が幕府直轄領にｷﾘｼﾀﾝ禁教令を発令/翌年全国に拡大
1612年4月21日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|慶長17年3月21日|有馬晴信からの収賄と詐欺により､本田正純
  家臣岡本大八が駿府城下引き回しの末､火あぶりの刑に処される
1612年4月22日-09:00|日本|長崎県南島原市|慶長17年3月22日|<改易>肥前日野江4万石｢有馬晴信(肥前有馬氏)｣
  (岡本大八事件)/子の有馬直純が所領継承
1612年4月24日-09:00|日本|千葉県君津市|慶長17年3月24日|<死去>上総久留里藩2万石｢土屋忠直｣⇒長男｢土屋
  利直｣が継ぐ(⇒延宝3年閏4月24日(16750617)死去)
1612年5月13日-09:00|日本|山口県防府市|慶長17年4月13日|巌流島の決闘/関門海峡の向島(舟島とも)で宮本武
  蔵vs佐々木(巌流)小次郎の戦い/一瞬にして武蔵勝つ
1612年5月19日-09:00|日本|茨城県|慶長17年4月20日|<死去>佐竹義重､元常陸国大名(生年1547年)
1612年5月20日-09:00|日本|愛知県豊橋市|慶長17年4月20日|<死去改易>三河吉田藩3万石｢松平(竹谷)忠清｣(無
  嗣)弟に5000石安堵,子孫は交代寄合
1612年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ｸﾗﾝﾎﾞｰﾝ子爵･ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯ﾛﾊﾞｰﾄ
  ･ｾｼﾙ｣
1612年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ代理｢ｴﾙｽﾞﾐｱ男爵ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(3
  期目~6.16)
1612年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｾｼﾙ｣先代の息子(~16681203)
1612年6月5日-09:00|日本|長崎県南島原市|慶長17年5月6日|<死去>有馬晴信(46,前･肥前日野江藩主)岡本大八
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  事件によって切腹
1612年6月12日-09:00|日本|福島県会津若松市|慶長17年5月13日|<死去>陸奥会津藩60万石｢蒲生秀行｣30歳⇒子
  の｢蒲生忠郷｣が継ぐ(~寛永4(1627)年1月4日死去無嗣改易)
1612年6月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾏﾃｨｱｽ2世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世の子
  (~16190320死去)
1612年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16130
  524)
1612年6月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Maximilian3世｣(~16181102死去)
1612年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾏﾅｰｽﾞ｣
1612年6月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾏﾅｰｽﾞ｣先代の弟(~16321217死去)
1612年7月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾑｰｱ｣(~16150629)
1612年7月4日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｶｰﾏｳﾝｸﾞ｣(~16220514)
1612年7月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第90代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾅ｣
1612年7月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第91代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ﾒﾝﾓ｣(~16151031死去)
1612年8月6日-09:00|日本|岐阜県海津市|慶長17年7月10日|<死去>美濃高須5万673石｢徳永寿昌｣⇒｢徳永昌重｣が
  嗣ぐ(⇒元和3(1617)年､開墾地と併せて5万3700石まで加増)
1612年8月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾞﾌﾞﾘｴｰﾘ､ｲﾀﾘｱの作曲家･ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ(生年1557年)
1612年8月20日-09:00|日本|滋賀県長浜市|慶長17年7月24日|<死去>近江長浜藩4万石｢内藤信成｣⇒長男の｢内藤
  信正｣が継ぐ(⇒慶長20(1615)年閏6月摂津高槻藩に移封)
1612年8月21日-09:00|日本|京都府京都市|慶長17年7月25日|<就任>関白｢鷹司信尚｣(~元和元年7月27日)
1612年9月1日-09:00|日本|  ||慶長17年8月6日|幕府､煙草･屠牛の禁規を制定
1612年9月4日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李徳馨｣(~16130926)
1612年9月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｸﾞｧﾘｰﾆ､ｲﾀﾘｱの詩人･劇作家･外交官(生年1538年)
1612年9月9日-09:00|日本|大分県竹田市|慶長17年8月14日|<死去>豊後岡藩70440石｢中川秀成｣⇒長男｢中川久盛
  ｣が継ぐ(~慶安4(1651)年隠居)
1612年9月20日-09:00|日本|京都府京都市|慶長17年8月25日|京都で洪水､三条小橋流失
1612年9月27日-09:00|日本|  ||慶長17年9月2日|<慶長17年9月の強風災害>近江から美濃､尾張､伊勢にかけて強
  風が吹き荒れ､伊賀上野城では古い殿舎が倒壊し､城の塀も倒れ,また天守閣も壊れた/修理のため上がってい
  た180人の大工や手伝いの人びとが､強風のため吹き落とされ死亡/同じ日､美作国では吉井川が氾らんし､津山
  城近辺で3000人ほどが､美作の同川沿岸で2000人と合計5000人が死亡
1612年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄｼｰﾆ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｲﾉｾﾝﾄ･ﾎﾞﾈﾘ｣
1612年10月18日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｸﾞｱﾀﾞﾙｶｻﾙ侯爵ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･
  ｲ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾛｴﾗｽ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ･ｲ･ﾒﾙｶﾞﾚﾎ｣(~16210314)
1612年10月20日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾗﾙﾀ･ｶ
  ﾍﾞｻ･ﾃﾞ･ﾊﾞｶ｣(~1615年)
1612年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第5代ﾎﾞｽｳｪﾙ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣没収
1612年11月4日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｼﾞｬﾙｽｷｰの解放軍が､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国軍に占領されてい
  たﾓｽｸﾜを解放
1612年11月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･17代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾍﾝﾘ
  ｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1612年11月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･18代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾁｬｰ
  ﾙｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣初代ﾖｰｸ公･初代ｵｰﾙﾊﾞﾆ公(~16250327ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾁｬｰﾙｽﾞ1世として即位)ﾁｪｽﾀｰ伯･ｵｰﾓﾝﾄﾞ候･ﾛｽ伯
1612年11月12日-09:00|日本|新潟県燕市|慶長17年10月20日|<拝領>越後三条2万石｢松平重勝｣松平忠輝(越後高
  田60万石)の附家老となる(⇒元和3(1617)年12月下総関宿藩2万6000石)
1612年11月14日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|慶長17年10月22日|<死去>上野伊勢崎藩1万石｢稲垣長茂｣⇒｢稲垣
  重綱｣が嗣ぐ(~元和2(1616)年8月越後藤井藩2万石へ)
1612年11月20日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｻﾌｧｳﾞｨｰ朝と和平を結ぶ
1612年11月23日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｱﾗｿﾗ｣｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾞﾗ｣(~16
  13年)
1612年12月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗｶｽ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1613年10月)
1612年12月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ4世･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ2世｣
1612年12月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾏﾝﾄｳﾞｧ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣兼ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣ｳﾞｨﾝﾁｪ
  ﾝﾂｫ1世の次男(~16261029死去)
1612年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~16171118)
1613年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ長官｢Augustin Spalding｣(2期目~同年)⇒｢ｼﾞｮ
  ｰｼﾞ･Chauncey｣(~同年)⇒｢Edmund Camden｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮﾝ･Jourdain｣(~同年)⇒｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Larkin｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮ
  ｰｼﾞ･Ball｣(~同年)⇒主管｢ｼﾞｮﾝ･Jourdain｣(1期目~1615年)
1613年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Raja Buka｣(~1656年)
1613年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗﾑ君主｢ｽﾙﾀﾝ･ｱｸﾞﾝ｣(~1645年死去)
1613年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王ﾁｮｰｲ(2回目~1615年)
1613年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Bhaktapur)国王｢Jagajjyoti Malla｣(~1637年)
1613年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1614年)
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1613年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Varakunarama Pandyan｣(~1618年)
1613年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃ｼｶﾝﾄﾞﾗもｱｸﾊﾞﾙ廟完成
1613年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国がｶｰﾏﾙｰﾊﾞ地方を征服
1613年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ﾄｩﾙｽﾝ｣ｼﾞｬﾘﾑの子(~1627年)
1613年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｵｰｻ･ｲﾏｰﾑ国ｲﾏｰﾑ｢sadiq sabraddin｣(~1632年)
1613年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ekmekci-zade Ahmed Pasha｣(~1618年)
1613年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾒﾄ1世､全土に禁酒令発布
1613年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢Francis｣
1613年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｼｪｲｸ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1616年)
1613年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾖﾊﾝ･ｵﾄﾏｰﾙ･ﾊｽﾗｯﾊ｣(~1619年)
1613年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Henry3世｣Francisの息子(~1616年死去)
1613年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾄﾞ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾗｰﾄﾞ1世｣(~1631年死去)
1613年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻｳﾞｫｲｱ公ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ1世､ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ占領(～1618)
1613年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Feliciano Coelho de Carvalho｣(~1614年
  死去)
1613年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣(~1616年)
1613年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ﾌｪｽﾞ政権第2代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ2世｣(~1623年)
1613年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾊﾞｲｰｱ)総督｢評議会(ﾙｲ･ﾒﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ/ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･
  ･ﾎﾞﾙﾍｽ/ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ｱﾗｶﾞﾝ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ)｣(~5月)
1613年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣(~16170101)
1613年 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｲｴｽﾞｽ会,ｺﾙﾄﾞﾊﾞ大学を創設
1613年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾘﾏ商人組合が設立され､ﾍﾟﾙｰでのﾖｰﾛｯﾊﾟ品の販売を独占
1613年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ･ｲ･ﾒﾄﾞﾗﾉ｣(~16190109)
1613年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾌｧﾙﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｺﾞﾄﾞｽ｣(1619年捕
  えられる~1620年)
1613年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾋﾞｰﾆｮ･ｷﾞﾗﾏｽ｣(~16180802)
1613年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人がｵﾀﾜ川を遡上し五大湖に到達
1613年1月2日-09:00|日本|愛知県豊橋市|慶長17年11月12日|<加増移封>三河深溝1万石｢松平忠利｣⇒三河吉田3
  万石(⇒寛永9年6月5日(16320721)死去)
1613年1月2日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長17年11月12日|徳川家康､今川義元の霊を弔う為､今川義元の孫
  門庵宗関を開山に外桜田に泉岳寺建立(1641年高輪に移転)
1613年1月20日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｶﾙﾏﾙ戦争で劣勢となったｽｳｪｰﾃﾞﾝが､ｲｷﾞﾘｽのｼﾞｪｰﾑｽﾞ1世の調停でﾃﾞﾝﾏｰｸと
  和議を結ぶ
1613年1月21日-09:00|日本|愛知県名古屋市|慶長17年12月|名古屋城天守閣完成
1613年1月21日-09:00|日本|千葉県香取市|慶長17年12月|<拝領>下総小見川16600石｢安藤重信｣(~元和5(1619)年
  10月21日上野高崎56000石へ)
1613年2月8日-09:00|日本|茨城県行方市|慶長17年12月19日|<死去>常陸麻生藩30300石｢新庄直頼｣⇒子の｢新庄
  直定｣が継ぐ(弟直房に3千石分知27300石~元和4年4月21日(16180613)死去)
1613年2月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定14年|<死去>広南国主｢僊主･阮ﾎｱﾝ｣
1613年2月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定14年|<即位>広南国主｢仏主･阮福源｣(~16351119死去)
1613年2月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定14年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Jai Paran｣(~1618年)
1613年2月21日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1613/2/11|<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ﾐﾊｲﾙ･ﾌｮｰﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣ﾛﾏﾉﾌ朝の始まり(~1645072
  3没)
1613年2月27日-09:00|日本|茨城県牛久市|慶長18年1月8日|<改易>常陸牛久1万5000石｢山口重政｣(無断婚姻)武
  蔵入間に幽閉,子孫は牛久藩主
1613年3月16日-09:00|日本|兵庫県洲本市|慶長18年1月25日|<分封>淡路洲本藩(由良城)6万3千石｢池田忠雄｣(~
  慶長20年2月23日(16150322)備中岡山藩を相続)
1613年3月16日-09:00|日本|兵庫県姫路市|慶長18年1月25日|<死去>播磨姫路藩52万石｢池田輝政｣50歳⇒6月､長
  男｢池田利隆｣が継ぐ(10万石を弟の忠継に分与し42万石⇒元和2年6月13日(16160726)死去)
1613年3月22日-09:00|日本|愛媛県西予市|慶長18年2月|宇和郡野村三島神社が再興され､ついで歌人の画像が寄
  進される
1613年3月24日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのｻﾐｭｴﾙ･ｶｾﾙﾄﾝ大尉がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの森島と名前を付けた
1613年3月27日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1613/3/17|<就任>ﾛｼｱ摂政｢ｸｾﾆﾔ･ｲﾜﾉｳﾞﾅ･ｼｪｽﾄｳﾞｧ｣(~16190614)
1613年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1613年4月10日-09:00|日本|茨城県稲敷市|慶長18年2月20日|<死去>常陸江戸崎25000石｢青山忠成｣⇒次男｢青山
  忠俊｣が継ぐ(⇒元和6(1620)年､武蔵岩槻藩5万5000石)
1613年4月15日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾎｰｴﾈﾑｽ･ｶﾞﾗﾗ･ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ伯｢ｶｽﾊﾟｰ･ｸﾞﾗﾌ･ﾂｰ･ﾎｰｴﾈﾝﾌﾞｽ｣(~16400910没)
1613年4月18日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｿﾛｰﾙ島をｵﾗﾝﾀﾞ人が占領(~1615年)
1613年4月19日-09:00|日本|大阪府岸和田市|慶長18年2月29日|<死去>和泉岸和田3万石｢小出吉政｣⇒子の｢小出
  吉英｣が継ぐ(5万石~元和5(1619)年12月但馬出石へ)
1613年4月19日-09:00|日本|兵庫県朝来市|慶長18年2月29日|<交替>但馬出石5万石｢小出吉英｣父の遺領､和泉岸
  和田へ⇒弟の｢小出吉親｣が継ぐ(29700石~元和5(1619)年12月丹波園部へ)
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1613年4月20日-09:00|日本|群馬県太田市|慶長18年3月|徳川家康が先祖の新田義重を祀るために呑龍上人を迎
  えて大光院新田寺創建(群馬県太田市､子育て呑龍)
1613年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/日本|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の艦船が平戸に来航
1613年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾏｿ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~16150421)
1613年5月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾞｲﾂの新教同盟が､ｵﾗﾝﾀﾞと同盟を結ぶ
1613年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｳｽｺｯｷ海賊､ｸﾘｿﾄﾌｫﾛ･ｳﾞｪﾆｴﾙのｶﾞﾚｰ船拿捕､残虐の限りをつくす
1613年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾛﾊﾞｰﾄ･ｾｼﾙ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ宰相(生年1563年)
1613年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ｴﾙｽﾞﾐｱ男爵ﾄﾏｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(4期目
  ~16140711)
1613年5月30日-09:00|日本|  ||慶長18年4月11日|幕府､御番に関する法度五ヵ条制を出す
1613年6月13日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長18年4月25日|<死去>老中｢大久保長安｣69歳
1613年6月22日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長18年5月5日|<死去>土佐光吉(画家)『源氏物語図帖』[1539年生～]
  (享年74)
1613年6月22日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|長崎県平戸市|慶長18年5月5日|対日貿易の使命を帯びたｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社のｸ
  ﾛｰﾌﾞ号が平戸に入港/ﾋﾞｰﾙがもたらされる
1613年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｪｰｸｽﾋﾟｱ『ﾍﾝﾘｰ8世』初演
1613年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝの劇場｢ｸﾞﾛｰﾌﾞ座｣が上演中の失火が原因で焼失(翌年再建)
1613年7月23日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長18年6月6日|<加増>備前岡山藩28万石｢池田忠継｣+播磨国宍粟･赤
  穂･佐用3郡約10万石(池田輝政の遺領の一部)→38万石(⇒慶長20年2月23日(16150322)死去)
1613年7月26日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾏﾘﾝ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾛﾝ｣
1613年7月26日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾏﾘﾝ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾛﾝ｣
1613年7月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｸﾙｽ｣(~12.27)
1613年7月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀｸﾙｽ｣(~
  12.26)
1613年7月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯兼ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾕﾘｳｽ｣
1613年7月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｶﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯兼ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾙﾘﾋ｣ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾕﾘｳｽ
  の息子(~16340811死去､中ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ家断絶)
1613年8月2日-09:00|日本|  ||慶長18年6月16日|幕府が､公家の生活を統制する公家諸法度と､僧が紫の袈裟を
  着用するには勅許を必要とする勅許紫法衣法度を定める(のちの禁中並公家諸法度)
1613年8月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Bernardino de Ceballos｣(~16181221)
1613年8月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴﾙ･ｸﾞﾚｺ(ｽﾍﾟｲﾝ対抗宗教改革画家)死去[1541年生～](享年73)
1613年8月17日-09:00|日本|東京都台東区|慶長18年7月2日|(1日～)幕府は江戸で捕らえたｷﾘｼﾀﾝ22人を鳥越で処
  刑
1613年8月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｱﾙﾄｩｰｼﾞ､ｲﾀﾘｱの音楽理論家･作曲家(生年1540年頃)
1613年8月24日-09:00|日本|東京都八王子市|慶長18年7月9日|<改易>武蔵八王子藩3万石｢大久保長安｣(謀反予備
  のため廃絶)/遺子7人死罪
1613年9月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾙﾛ･ｼﾞｪｽﾞｱﾙﾄﾞ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1566年)
1613年9月14日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Felipe de Beaumont y Navarra｣(~1619
  年)
1613年9月15日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長18年8月|<解任>老中｢青山成重｣
1613年9月15日-09:00|日本|長野県飯田市|慶長18年8月|<減封>下総飯田藩1万石｢青山成重｣→3000石(大久保長
  安に連坐)子孫は旗本
1613年9月26日-09:00|日本|東京都台東区|慶長18年8月12日|大盗向坂甚内処刑される
1613年9月30日-09:00|日本|埼玉県北足立郡伊奈町|慶長18年8月16日|<改易>武蔵小室藩1万3000石｢伊奈忠勝｣(
  大久保長安事件連座)子に1180石安堵
1613年10月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲｽｹﾝﾀﾞｰ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1615年5月)
1613年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1613年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｯｸ･ｽﾃｭﾜｰﾄ｣ﾚﾉｯｸｽ公(⇒16230517ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公~16240216
  死去)
1613年10月9日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|慶長18年8月25日|<還付>備中足守藩2万4千石｢浅野長晟｣本家相
  続､天領となる
1613年10月9日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|慶長18年8月25日|<死去>紀伊和歌山藩39万5千石｢浅野幸長｣⇒次
  弟の｢浅野長晟｣が継いだ(~元和5年安芸広島へ)
1613年10月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｶﾞﾎﾞｰﾙ･ﾊﾞｿﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣
1613年10月23日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｶﾞﾎﾞｰﾙ･ﾍﾞｽﾚﾝ･ｲｸﾀﾘ｣(~16291115没)
1613年10月28日-09:00|日本/ﾖｰﾛｯﾊﾟ|宮城県石巻市|慶長18年9月15日|陸奥/伊達政宗による遣欧使節支倉常長一
  行が月浦を出航(慶長遣欧使節
1613年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰ｣(~16450717死去消滅)
1613年11月9日-09:00|日本|静岡県沼津市|慶長18年9月27日|<死去改易>駿河沼津藩2万石｢大久保忠佐｣無嗣
1613年11月12日-09:00|日本|群馬県安中市|慶長18年10月1日|<改易>上野板鼻藩1万石｢里見義英｣勤務不良/高崎
  に幽閉,子孫は庄内藩士
1613年11月30日-09:00|日本|長野県松本市|慶長18年10月19日|<加増移封>信濃飯田藩5万石｢小笠原秀政｣→信濃
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  松本藩8万石(⇒慶長20年5月7日(16150603)死去)
1613年11月30日-09:00|日本|長野県松本市|慶長18年10月19日|<改易>信濃松本6万石｢石川康長｣大久保長安事件
  連座､豊後佐伯に幽閉
1613年12月5日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長18年10月24日|<改易>伊予宇和島12万石｢富田信高｣(富田一白
  息,妻は宇喜多氏)坂崎左門の隠匿､磐城平に幽閉/子孫は長男が水戸藩士,次男が旗本
1613年12月5日-09:00|日本|宮崎県延岡市|慶長18年10月24日|<改易>日向延岡藩5万石｢高橋元種｣富田信高に連
  座､陸奥棚倉に幽閉/子孫は二本松藩士
1613年12月6日-09:00|日本|長野県松本市|慶長18年10月25日|<改易>信濃奥仁科藩1万5000石｢石川康勝｣大久保
  長安事件連座/後に大坂夏の陣で討ち死に
1613年12月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｯﾍﾟ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ6世｣
1613年12月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｯﾍﾟ=ﾃﾞﾄﾓﾙﾄ伯｢ｼﾞｰﾓﾝ7世｣(~16270326死去)
1613年12月12日-09:00|日本|栃木県栃木市|慶長18年冬|<移封>下総岩富1万石｢北条氏重｣⇒下野富田1万石(⇒元
  和5(1619)年遠江久能藩へ)
1613年12月26日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Cristovao de Moura y Tavara｣
1613年12月26日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel de Moura Corte Real｣(~1641
  年)
1613年12月27日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾏﾃｵ･ﾚｱﾙ･ﾃﾞ･ｱﾔﾗ｣(~16150108)
1613年12月27日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾏﾃｵ･ﾚｱﾙ･ﾃﾞ･ｱﾔﾗ｣(~16150108)
1614年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<就任>ﾊﾟｽﾙｱﾝ君主(摂政)｢Ki Gede Kapulungan｣(~1616年)
1614年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾀﾗｰﾑ王国:第3代ｱｸﾞﾝが王都をｶﾙﾀに置いた
1614年-07:00|ﾀｲ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾗﾝﾊﾟﾝをﾋﾞﾙﾏが統治(~1732年)
1614年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽﾏﾝ｣(~1616年)
1614年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｼﾓﾌ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｱﾙﾌﾟ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣ｱﾘｰ(ｼﾋﾞﾙ･ﾊﾝ国のｸﾁｭﾑの子)の子(~1627年死去)
1614年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｼﾞｬﾘｱはｵｽﾏﾝ帝国によって再併合(ｱｶﾗという名前で)
1614年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1616年)
1614年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｽﾞｱｰﾈ･ﾊﾟｽｸｱﾘｰｺﾞ｣(~1615年)
1614年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾙｲ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｻﾝﾊﾟｲｵ｣(
  ~1619年3月)
1614年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾙ･ﾅｶﾙ｣
1614年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｼｪﾘﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1626年)
1614年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ﾍﾟﾀﾙ･ﾄﾞﾐﾄﾛｳﾞｨｯﾁ､ｻﾞｸﾞﾚﾊﾞﾁｷ･ﾋﾞｽｸｯﾌﾟ｣(2回目)､｢ｸﾙｽﾄ･ﾑﾙﾆｬｳﾞﾁ
  ｯﾁ･ﾌﾞﾚｿﾞｳﾞｧﾁｯﾁ｣(~1615年)
1614年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣(~16191223死去)
1614年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾀﾋﾙ1世｣(~1623年)
1614年-01:00|ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||西ｱﾌﾘｶのｺﾝｺﾞ王国で王位継承戦争が勃発
1614年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄでﾌｪｯﾄﾐﾙﾋの乱がおこる
1614年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Feliciano Coelho de Carvalho｣
1614年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ将軍｢ｴｲﾄﾞﾘｱﾝ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞｽｿﾞｰﾝ･ﾛｰｽﾄ｣(~1617年)
1614年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jeronimo de Quintanilha｣(~7.6死去)
1614年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ国務長官｢ﾏﾙｶﾙ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~1631年)
1614年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>2代ｵｰｸﾆｰ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ｽﾁｭﾜｰﾄ｣
1614年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｫﾙﾀｰ･ﾛｰﾘが｢世界史｣刊
1614年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Jeronimo de Utra Corte Real｣
1614年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel de Moura Corte Real｣(~1642年
  )
1614年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ｣(~1620年)
1614年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第4代ﾌﾗﾝｽ領ｶﾅﾀﾞ副王｢ｺﾝﾃﾞ皇子ｱﾝﾘ｣(~16191008)
1614年1月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾄﾊﾞｺﾞ司令官｢ﾌｧﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~5.16)
1614年1月 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾄﾊﾞｺﾞに植民(~5.16)
1614年1月28日-09:00|日本|京都府京都市上京区|慶長18年12月19日|土御門内裏が完成し､後水尾天皇が移る
1614年1月31日-09:00|日本|  ||慶長18年12月22日|幕府､正式にｷﾘｼﾀﾝ禁令を出す
1614年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾒｰﾜｰﾙ地方の支配者ｱﾏﾙがﾑｶﾞﾙ朝に服属
1614年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｾﾌｪﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.17)
1614年2月9日-09:00|日本|京都府京都市|慶長19年|角倉了以､賀茂川開削(高瀬川)完了
1614年2月9日-09:00|日本|群馬県高崎市|慶長19年|<死去>上野豊岡(根津)1万石｢根津信政｣⇒｢根津吉直｣が嗣ぐ
  (~寛永3(1626)年4月継嗣なく断絶)
1614年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾝﾃﾞ公ﾏﾃｨｴﾝﾇに指揮された貴族が､摂政ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽに反抗してｺﾝﾁｰﾆに対し
  て反乱を起こす
1614年2月26日-09:00|日本|山形県山形市|慶長19年1月18日|<死去>出羽山形藩57万石｢最上義光｣69歳⇒子の｢最
  上家親｣が継ぐ(~元和3(1617)年3月6日死去)
1614年2月27日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢奇自献｣(~16171001)
1614年2月27日-09:00|日本|神奈川県小田原市|慶長19年1月19日|<改易>相模小田原6万5000石｢大久保忠隣｣山口
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  重政と無断婚姻､蟄居/孫が許され大名位を維持
1614年3月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｳｨ
  ﾝｸﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ卿(1回目)｣(~16160211)
1614年3月7日-09:00|日本|栃木県佐野市|慶長19年1月27日|<改易>下野佐野藩3万9000石｢佐野信吉｣(富田信高弟
  ,佐野氏を継承)富田信高事件連座､信濃松本に幽閉/子孫は旗本として存続
1614年3月12日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長19年2月2日|<解任>老中｢大久保忠隣｣
1614年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1614年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ｱﾝﾘ1世｣
1614年4月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ｱﾝﾘ2世｣(~16321030死去)
1614年4月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｴﾙ･ｸﾞﾚｺ､ｸﾚﾀ島生まれのｽﾍﾟｲﾝの画家(生年1541年)
1614年4月8日-09:00|日本|岐阜県恵那市|慶長19年2月29日|<死去>美濃岩村藩2万石｢松平家乗｣40歳⇒｢松平乗寿
  ｣が嗣ぐ(~寛永15(1638)年4月25日遠江浜松36000石へ)
1614年4月9日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長19年3月|<拝領>大和郡山藩1万石｢筒井正次｣郡山城を守衛さ
  せる(~慶長20年5月10日(16150606)死去)
1614年4月9日-08:00|中国|  ||明･万暦42年3月|万暦帝の子副王常洵が莫大な庄田を与えられ､洛陽の領地に赴
  く
1614年4月15日-09:00|日本|  ||慶長19年3月7日|<改易>領地不明1万石｢加賀山隼人佐｣ｷﾘｽﾄ教信仰､弘前に幽閉
1614年5月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾝｿ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ｣(~1616年)
1614年5月24日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長19年4月16日|豊臣秀頼､方広寺を再建し､大仏殿の鐘でき
  る
1614年6月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾀﾛｳｶ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~10月)
1614年6月 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾃｨｰﾘｮ｣(~1618年)
1614年6月3日-09:00|日本|茨城県古河市|慶長19年4月26日|<死去>下総古河藩2万石｢小笠原信之｣⇒長男｢小笠原
  政信｣が嗣ぐ(⇒元和5(1619)年下総関宿へ)
1614年6月7日-08:00|中国|  ||明･万暦42年5月|福建で税監の苛斂誅求に対して暴動がおこる
1614年6月13日-09:00|日本|長野県小諸市|慶長19年5月6日|<死去>信濃小諸藩57000石｢仙石秀久｣⇒三男｢仙石忠
  政｣が嗣ぐ(~元和8(1622)年9月25日､信濃上田6万石)
1614年6月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣廃絶
1614年6月27日-09:00|日本|富山県高岡市|慶長19年5月20日|<死去>越中高岡藩12万石｢前田利長｣(前加賀藩主)5
  3歳(隠居料)
1614年6月28日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾔﾝﾏｲｴﾝ島がｵﾗﾝﾀﾞのﾌｫｯﾌﾟ･ｹﾞﾘｯﾂに発見され｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ｣と名付けられた
1614年6月28日-01:00|ﾔﾝﾏｲｴﾝ島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾔﾝﾏｲｴﾝ島はｵﾗﾝﾀﾞのﾌｫｯﾌﾟ･ｹﾞﾘｯﾂが発見し"ｲｻﾞﾍﾞﾗ"と命名
1614年7月3日-09:00|日本|秋田県北秋田郡上小阿仁村|慶長19年5月26日|出羽､阿仁金山が開山し､幕府の直轄と
  なる
1614年7月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ暫定総督｢Lourenco de Tavora｣(~12.17)
1614年7月5日-09:00|日本|三重県津市|慶長19年7月|<加増>伊勢安濃津藩22万石｢藤堂高虎｣+伊賀国内と伊勢鈴
  鹿郡･安芸郡･三重郡･一志郡内5万石⇒27万石(⇒元和3(1617)年､伊勢度会郡田丸城5万石加増､弟正高が下総国
  で拝領していた3000石を津藩領に編入､計32万3000石)
1614年7月6日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Jeronimo de Quintanilha｣
1614年7月6日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Luis Dias de Abreu｣(2期目~1616年
  )
1614年7月7日-09:00|日本|京都府京丹後市|慶長19年6月|<加増>丹後国大野1万石｢大野治長｣+5000石(豊臣秀頼
  より)⇒15000石(⇒翌年5月8日(16150604)自害廃絶)
1614年7月7日-09:00|日本|奈良県大和高田市|慶長19年6月|<加増>大和小泉藩10013石｢片桐貞隆｣豊臣秀頼より
  ⇒15020石(⇒翌年､16400石に加増)
1614年7月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ｻﾌｫｰｸ伯ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~16180721)
  Mil
1614年7月19日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|慶長19年6月13日|<死去>日向高鍋藩3万石｢秋月種長｣⇒長男の
  ｢秋月種春｣が継ぐ(~万治2年10月15日(16591129)死去)
1614年8月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏﾓﾗをｽﾍﾟｲﾝが支配しｾﾝﾄ･ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｳﾙﾄﾗﾏｰﾙと改名
1614年8月6日-09:00|日本|宮崎県延岡市|慶長19年7月|<加増移封>肥前日野江3万8千石｢有馬直純｣⇒日向延岡5
  万3千石(⇒寛永18年4月25日(16410603)死去)
1614年8月7日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長19年7月2日|<死去>美濃加納10万石｢奥平忠政｣⇒｢奥平忠隆｣が継
  ぐ(⇒寛永9年1月5日(16320224)死去改易)
1614年8月9日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ2世ﾆﾐ･ｱ･ﾝｶ
  ﾝｶﾞ｣
1614年8月10日-09:00|日本|新潟県上越市|慶長19年7月5日|<移転>越後福島藩｢松平忠輝｣⇒越後高田藩75万石(
  越後高田城が竣工~元和2(1616)年7月5日改易)
1614年8月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾗｳﾞｨﾆｱ･ﾌｫﾝﾀｰﾅ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1525年)
1614年8月12日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ2世ﾆﾐ･ｱ･
  ﾑﾊﾟﾝﾂ｣(~16150820没)
1614年8月16日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾞﾌｰﾙ･ﾑﾋｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
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1614年8月16日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1615年没)
1614年8月17日-09:00|日本|京都府京都市|慶長19年7月12日|<死去>角倉了以､京都の豪商(61歳､生年1554年)
1614年8月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣
1614年8月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公(ﾌﾟﾌｧﾙﾂ系ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ家)ｱｳｸﾞｽﾄ(~16320814死去)
1614年8月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｳ
  ﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~16530914死去)
1614年8月22日-09:00|日本|兵庫県丹波市|慶長19年7月17日|<死去>丹波国柏原藩3万6000石｢織田信包｣72歳､大
  坂城で喀血して急死⇒三男｢織田信則｣が継ぐ(~寛永7年1月2日(16300213)死去)
1614年9月1日-09:00|日本|栃木県佐野市|慶長19年7月27日|<改易>下野佐野藩3万9千石｢佐野政綱｣
1614年9月29日-09:00|日本|  ||慶長19年8月26日|<死去>和泉の茶人武野宗瓦(65)
1614年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｱｰﾗｳﾞｨｰﾄﾞｩ朝)国王｢ｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞ2世｣(~同年殺害された)⇒<
  即位>国王｢ｼﾞｬｯｶﾞ･ﾗｰﾔ｣(~1617年)
1614年10月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾞﾘﾚｵが顕微鏡を使用
1614年10月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾋﾞﾗ･ﾚｱﾙ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~1615年8月)
1614年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾃｵﾄﾞﾛ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣
1614年10月1日-09:00|日本|東京都|慶長19年8月28日|大風で増上寺山門､品川九品寺五重塔等倒れる
1614年10月4日-09:00|日本|  ||慶長19年9月|伊勢踊り､流行始まる
1614年10月10日-09:00|日本|京都府京都市|慶長19年9月7日|<死去>和泉の茶人千少庵(69)
1614年10月12日-09:00|日本|鳥取県倉吉市|慶長19年9月9日|<減移封>安房国館山藩12万石｢里見忠義｣大久保忠
  隣事件連座⇒伯耆倉吉3万石(⇒元和3(1617)年3月6日改易)
1614年10月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｵｷｭｽ･ｶﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~16161117)
1614年10月17日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾃﾞｨｻﾞｰﾃﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1616年12月)
1614年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘで､聖職者､貴族､平民の代表からなる全国三部会が召集される/以後175年
  間続く
1614年10月27日-09:00|日本|  ||慶長19年9月24日|幕府がｷﾘｼﾀﾝ100人余を海外追放､70人余を陸奥に流す
1614年10月27日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|慶長19年9月24日|<死去>因幡鳥取藩6万石｢池田長吉｣⇒｢池田長幸｣
  が嗣ぐ(~元和3(1617)年2月備中松山65000石)
1614年11月2日-09:00|日本|  ||慶長19年10月1日|<大坂冬の陣(摂津国)>徳川家康､豊臣秀頼に対し宣戦布告
1614年11月6日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Gerard Reynst｣(~16151207死去)
1614年11月6日-09:00|日本|京都府京都市|慶長19年10月5日|<死去>教如､浄土真宗の僧侶､東本願寺第十二世法
  主(57歳､生年1558年)
1614年11月7日-09:00|日本|長崎県長崎市|慶長19年10月6日|ｷﾘｼﾀﾝ大名の高山右近が国外追放処分を受け､長崎
  を出港しﾙｿﾝ島ﾏﾆﾗへ向かう
1614年11月9日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|慶長19年10月8日|<死去>因幡若桜24000石｢山崎家盛｣⇒子の｢
  山崎家治｣が継ぐ(22900石⇒元和3年(1617)備中国成羽藩3万5000石に加増転封)
1614年11月11日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|慶長19年10月10日|<死去>下野宇都宮藩10万石｢奥平家昌｣⇒11月1
  8日｢奥平忠昌｣が継ぐ(⇒元和5年10月13日(16191118)下総古河藩11万石へ移封)
1614年11月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯兼ﾏﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ﾗｰﾌｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯領統合(~1619
  1223死去)
1614年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｸｻﾝﾃﾝ条約が結ばれてﾕｰﾘｯﾋ･ｸﾚｰｳﾞｪ戦争が終結
1614年11月14日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長19年10月13日|<大坂冬の陣(摂津国)>豊臣軍､堺を占領/救援に向
  かった片桐軍､撤退
1614年11月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍､ｻﾝﾙｲｽ島に向き合って砦を建設｡ﾌﾗﾝｽ軍基地を攻
  撃｡この攻撃でﾌﾗﾝｽ人90人､先住民400人が死亡
1614年11月26日-09:00|日本|  ||慶長19年10月25日|高田領大地震(M7.7)震源は直江津沖.震域は会津､伊豆､紀
  伊､山城､松山諸国まで及んだ.京都で寺社･民家が多数壊れ,池上本門寺五重塔が傾く
1614年11月26日-09:00|日本|  ||慶長19年10月25日|幕府が東海･東山道に新たな関所を設置
1614年12月4日-09:00|日本|大阪府大阪市平野区|慶長19年11月4日|<大坂冬の陣(摂津国)>大坂方の薄田兼相が
  山口弘定と平野へ攻め込み､周辺を焼き払う
1614年12月7日-09:00|日本|大阪府大阪市西淀川区|慶長19年11月7日|<大坂冬の陣(摂津国)>池田忠継､神崎川を
  渡り､中島の敵を落として進撃,大和田を取る
1614年12月17日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Jorge da Camara｣(~16180706)
1614年12月19日-04:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月19日|<木津川口の戦い(摂津国木津川)>幕府軍の蜂須
  賀至鎮は未明､抜け駆けして木津川口砦は陥落/浅野長晟は蜂須賀勢の抜け駆けを知り､進路上の河川を急いで
  渡河しようとして多数の溺死者を出してしまい戦闘にも間に合わなかった/徳川方は伝法川口も支配し大阪方
  の水上補給路を断つ
1614年12月26日-03:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月26日|<今福の戦い(摂津国)>夜明け､佐竹勢が今福を攻
  撃､佐竹麾下の渋江政光､戸村義国らにより第四柵まで占拠され､矢野と飯田は討死/豊臣軍は木村重成が来援
  し､反撃に転じたため佐竹勢はやや後退したがその後膠着状態/後藤基次が駆けつけ木村を支援しながら突撃
  を指揮し､佐竹勢を押し戻した/渋江政光は第一柵で防戦していたが､木村重成の指示で狙撃され討死したため
  佐竹勢先鋒隊が潰走､佐竹義宣は大和川対岸にいた上杉勢に救援を求めた/上杉景勝､堀尾忠晴および榊原康勝
  の軍勢が大和川の中州まで出て銃撃を加えたため､豊臣軍は撤退
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1614年12月26日-03:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月26日|<鴫野の戦い(摂津国)>早朝､上杉勢が鴫野の柵を
  攻撃､上杉麾下の安田能元､須田長義らにより柵は占拠され､井上頼次は討死/豊臣軍では大野治長ら12,000が
  来援し反撃に転じ上杉勢一番手は第一の柵まで後退し､二番手の水原親憲らに崩れかかりそうになるところ水
  原が大声で左右にどくよう指示､そのあとを追いかけてきた豊臣軍に鉄砲隊の一斉射撃を加え,そこへ安田能
  元隊が槍を入れ､豊臣軍を撃退
1614年12月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月28日|<野田･福島の戦い>夜半､九鬼､向井､千賀勢は五
  分一を急襲/大雨の中多勢の襲撃に守備兵は怖じ気づいて天満方面へ逃げてしまった
1614年12月29日 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ管理者｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾀﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ｣(~1615年)
1614年12月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月29日|<博労淵の戦い(摂津国)>石川忠総勢は九鬼守隆
  から船3隻を借り受け､狗子島の北方から渡河､砦に攻撃を仕掛け蜂須賀勢も南方から攻撃をかけ､砦は陥落/留
  守将の平子正貞は､葦原に逃げ潜んでいたところを池田忠雄の家臣に見つかり討ち取られた
1614年12月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年11月29日|<野田･福島の戦い(摂津国)>未明､池田忠雄､戸川
  達安は既に敵が逃げた後であることに気づき､そのまま上福島の砦まで進出､付近を放火し､そこに陣取った
1614年12月31日-09:00|日本|群馬県館林市|慶長19年末|<加増>上野青柳(近藤)藩1万石｢近藤秀用｣(1万5千石で
  諸侯に列したが､5千石を二男用可に分与⇒元和5(1619)年9月27日遠江井伊谷へ)
1615年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ兼ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ3世｣
1615年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Adriaan Block Maertenszoon｣(~1616年)
1615年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ主管｢ﾄｰﾏｽ･Elkington｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮﾝ･Jourda
  in｣(2期目~1616年)
1615年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Laurens Reaal｣(~1616年)
1615年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾏｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~1623年3月没)
1615年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ3世｣(~1617年)
1615年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾅｰﾝの国主ﾊﾟﾔ･ﾎﾟﾝｽｰｸｻｲをﾗｰﾝﾅｰ王朝の国主に任命(~1631年)
1615年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ7世｣(~1619年死去)
1615年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾎﾞﾝﾄﾞｩﾐｴ｣(~1618年8月以降)
1615年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾞﾈﾃﾞｸ･ﾄｩﾛﾁ｣(~16161108没)
1615年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Luis de Noronha e Meneses｣(~1622年)
1615年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｾﾙｳﾞｪｲﾗ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(2回目~16170411)
1615年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ､ﾘｽﾎﾞﾝ大司教｣(~16190510)
1615年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Fernando Osorio｣(~1621年)
1615年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Melchor Ruiz de Pereda｣(~1618年)
1615年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾄﾙﾄﾗ島ｵﾗﾝﾀﾞ知事｢Joost van Dyke｣(~1625.9)
1615年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がﾄﾙﾄﾗ島に定住(~1625.9)
1615年 07:00|ﾒｷｼｺ/ﾍﾟﾙｰ|  |||英国人海賊ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾋﾟﾙﾊﾞｰｸﾞ,ｱﾝﾃﾞｽ西岸を北上.ﾒｷｼｺとﾍﾟﾙｰの港を攻撃
1615年1月2日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年12月3日|<大坂冬の陣(摂津国)>大坂城内で､南条元忠が幕府
  軍に内通していることが発覚し南条は城内で切腹させられた
1615年1月3日-09:00|日本|大阪府大阪市平野区|慶長19年12月4日|<真田丸の戦い(摂津国)>前田勢の先鋒本多政
  重､山崎長徳らが夜陰に乗じて篠山に攻め上がったが､真田勢は城内に撤収しておりもぬけの殻だった/夜が明
  けると､前田勢は真田丸に攻めかけた/真田勢は､前田勢が充分城壁にとりついたところに銃撃を浴びせ､前田
  勢に損害を与えた/井伊､松平勢も八丁目口･谷町口に攻撃を仕掛け,豊臣軍は城壁に殺到する幕府軍に対しこ
  こでも損害を与えた/家康は退却を命じ15時をすぎようやく完了
1615年1月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年12月5日|<大坂冬の陣(摂津国)>大坂方の谷町口の混乱に乗じ
  て､藤堂高虎勢が城内への突入を試みるも､程なく撤収
1615年1月8日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ･ｲ･ﾅﾊﾞｰﾗ｣(2回目~5.3)
1615年1月8日-09:00|日本|大阪府大阪市北区|慶長19年12月9日|伊奈忠政･福島忠勝･毛利秀就･角倉素庵に命じ
  て建設していた淀川の流れを尼崎に流す長柄堤が竣工
1615年1月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年12月16日|<大坂冬の陣(摂津国)>徳川方の放った大砲が大坂
  城天守に命中､侍女数人が即死する一方､大坂方の塙団右衛門が東軍の蜂須賀至鎮隊に夜討ちをかけ､侍大将中
  村右近を討ち取る
1615年1月16日-06:30|日本|大阪府大阪市|慶長19年12月17日|<本町橋の戦い>午前2時30分頃､塙配下､大野配下､
  長岡配下の順に出撃.功を焦り抜け駆けした二宮長範を先頭に1人また1人と敵に悟られぬよう腰を低くして橋
  を渡り至鎮の重臣･中村重勝の陣を目指して忍び寄った｡本町橋のみが残り､それ以外の橋が大坂方の手によっ
  て焼かれていたが､中村隊は夜襲など考えておらず､兵士たちは眠りにつき､不寝番の兵も皆揃って餅などを食
  べながら雑談しあい､守将の重勝も普段はつねに具足を脱がない勇士として評判であったがこの日は具足を身
  につけておらず油断していた.大坂方による斬り込みが開始されると中村隊の者たちは不意をつかれ次々と討
  たれ､重勝も兜をつける暇もなく槍を持って飛び出し配下の兵を励ましながら応戦したが6名程の者に囲まれ
  討ち取られた/短い時間であったがこの夜襲により､中村隊は､重勝と尾関重武をはじめ､30名余が戦死
1615年1月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長19年12月20日|<大坂冬の陣(摂津国)>徳川軍と豊臣軍との和平が
  成立/大坂城の二の丸･三の丸の濠を埋めることになる
1615年1月21日-09:00|日本|山口県岩国市|慶長19年12月22日|<交替>周防岩国(玖珂郡一円)37129石｢吉川広家｣
  隠居⇒｢吉川広正｣が継ぐ(⇒元和2(1616)年7月19日､毛利輝元の長女｢竹姫｣を正室に迎えた)
1615年1月24日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|慶長19年12月25日|<拝領>伊予宇和島藩10万2千石｢伊達秀宗｣陸奥
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  国仙台城主伊達政宗の庶長子(⇒明暦3(1657)年7月21日､隠居)
1615年1月24日-09:00|日本|三重県伊勢市|慶長19年12月25日|<加増>伊勢志摩55000石｢九鬼守隆｣+1000石⇒5600
  0石(⇒寛永9年9月15日(16321028)死去)
1615年1月27日-09:00|日本|東京都品川区|慶長19年12月28日|<死去>今川氏真(77,今川氏10代当主)が品川で病
  歿
1615年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第7代ｹﾝﾄ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｸﾞﾚｲ｣(~16230926死去)
1615年1月31日-09:00|日本|長崎県対馬市|慶長20年1月3日|<死去>対馬府中藩22800石｢宗義智｣48歳⇒長男｢宗義
  成｣が継ぐ(~明暦3年10月26日(16571201)江戸で死去)
1615年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾆｼｬﾝﾁ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1618年)
1615年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｽｨﾗｰﾌﾀﾞｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1617年)
1615年2月3日-07:00|ｸﾘｽﾏｽ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||無人のｸﾘｽﾏｽ島が､ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社の船ﾄｰﾏｽのｼﾞｮﾝ･ﾐﾙﾜｰﾄﾞ大尉によ
  って発見
1615年2月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/日本|  ||慶長20年1月6日|<死去>高山右近(63元摂津高槻城主)追放先のﾏﾆﾗで熱病
  にかかり病歿
1615年2月24日-09:00|日本|東京都千代田区|慶長20年1月27日|<拝領>小姓組番頭｢井上正就｣1万石(⇒元和8年9
  月25日横須賀藩5万2千石)
1615年2月28日-09:00|日本|群馬県安中市|慶長20年2月|<移封>近江彦根18万石｢井伊直勝｣⇒上野安中3万石(⇒
  寛永9(1632)年隠居)
1615年2月28日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長20年2月|<加増移封>上野白井藩1万石｢井伊直孝｣還付⇒近江彦根
  藩15万石｢井伊直孝｣(⇒5月10日5万石加増し20万石)
1615年3月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾝｽ･ﾌｫﾝ･ｱｰﾍﾝ､ﾄﾞｲﾂの画家(生年1552年)
1615年3月9日-09:00|日本|  ||慶長20年2月10日|名古屋城本丸が完成し徳川義直が入る
1615年3月22日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長20年3月5日|<死去>備前岡山藩38万石｢池田忠継｣⇒弟の｢池田忠
  雄｣が継ぐ(弟｢輝澄｣に山崎藩3万8000石､｢政綱｣に赤穂藩3万5000石､｢輝興｣に平福藩2万5000石分与し領地は31
  万5200石⇒寛永9年4月3日(16320521)死去)
1615年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1615年4月2日-09:00|日本|三重県伊賀市|慶長20年3月5日|<死去改易>伊賀上野藩20万石｢筒井定次｣54歳/定次の
  嫡子｢順定｣(15歳)が大坂方に内通した疑いで切腹
1615年4月11日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|慶長20年3月14日|<死去改易>美濃加納藩5万石｢奥平信昌｣61歳､無嗣
1615年4月22日-09:00|日本|千葉県富津市|慶長20年3月25日|<加増>上総佐貫3万石｢内藤政長｣+1万石⇒4万石(⇒
  元和5(1619)年5千石加増し45000石)
1615年4月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ･ｸﾗｳﾞｧﾚｯﾂｧ｣(~16170425)
1615年5月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｱﾌﾞﾄﾞﾙﾊﾞｷ･ﾊﾟｼｬ｣(~1616年1月)
1615年5月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ･ｻｰﾍﾞﾄﾞﾗ｣(4回目~16180517
  )
1615年5月3日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾘｱｽ･ﾃﾞ ｻｱﾍﾞﾄﾞﾗ｣(3回目~1
  6180517)
1615年5月3日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長20年4月6日|<大坂夏の陣(摂津国､河内国､大和国､紀伊国)>徳川家
  康､諸大名に大坂征討を再び命じる
1615年5月9日-09:00|日本|愛知県名古屋市|慶長20年4月12日|尾張藩主｢徳川義直｣と前紀伊藩主浅野幸長の娘｢
  春姫｣との婚儀が行われる
1615年5月12日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｸﾘｽﾄﾊﾟｽ･ﾏﾝｳﾞｨﾀﾞｽ･ﾄﾞﾛﾎｽﾀｲｽｷｽ｣
1615年5月12日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾍﾟﾄﾗｽ･ｳﾞｨｴｼｵﾛﾌｽｷｽ｣(6月27日まで代行~16190910)
1615年5月23日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長20年4月26日|<郡山城の戦い(大和国)>豊臣方の大野治房が､
  大和郡山城を攻略/筒井定慶は､早々に城を脱出し､福住へと逃れ,一部の者が城に残って徹底抗戦を構えるが
  残りの者も逃走したり討ち取られたりで､ほどなく郡山城は落城し城下町にも火が放たれた
1615年5月24日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|慶長20年4月27日|<郡山城の戦い(大和国)>奈良に水野勝成が到
  着した為､大野治房が郡山城を放棄して撤退
1615年5月25日-09:00|日本|大阪府岸和田市|慶長20年4月28日|<岸和田城の戦い>大野治房は塙直之ら諸将を率
  い約3千の軍勢で大坂城を出陣/先鋒隊の直之は小出吉秀が守備する岸和田城をすぐさま攻撃し一進一退の攻
  防を繰り広げた
1615年5月25日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長20年4月28日|<大坂夏の陣･堺の戦い>大野治胤､堺を焼き討ち
1615年5月25日-09:00|日本|和歌山県|慶長20年4月28日|<紀州一揆(紀伊国)>日高郡､名草郡を中心として紀伊国
  全域で一揆発生/北村善大夫､大野弥五右衛門､山口喜内らが捕らえられた
1615年5月26日-09:00|日本|大阪府泉佐野市|慶長20年4月29日|<樫井の戦い(和泉国)>夜明け､豊臣軍の先鋒塙直
  之､岡部則綱と亀田高綱の間で戦闘開始/亀田は遅滞戦術を展開し､豊臣軍を樫井まで誘引し,樫井では亀田隊
  に浅野知近､上田重安らが加わり豊臣軍と激戦/岡部は敗走､塙と淡輪は戦死/戦闘後､浅野勢は一旦紀伊国山口
  まで撤退/大野治房は大坂城に引き返した
1615年5月26日-09:00|日本|和歌山県|慶長20年4月29日|<紀州一揆(紀伊国)>紀伊の一揆が留守居の熊谷治部､寺
  沢半兵衛らの計略により鎮圧された/浅野長晟は和泉樫井での戦闘後､和歌山城へ踵を返し､日高方面の一揆鎮
  圧を手がけた｡鹿ヶ瀬や蕪坂峠などで一揆勢を次々と討伐していき､壊滅させていった/処分された村は日高郡
  が5村252名､有田郡が4村48名､名草郡が6村114名､那賀郡･伊都郡がそれぞれ1村29名の合計5郡17村443名に及
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  んだ
1615年5月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾛﾜ､ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ4世の最初の妻(生年1553年)
1615年5月30日-08:00|中国|  ||明･万暦43年5月4日|万暦帝の皇太子の朱常洛を狙った刺客が慈慶宮に侵入して
  取り押えられる(梃撃の案)
1615年6月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ﾙ･ﾒｰﾙのｵｰｽﾄﾗﾘｱ会社が通商航海を開始
1615年6月2日-09:00|日本|大阪府八尾市|慶長20年5月6日|<八尾の戦い(河内国)>長宗我部勢先鋒吉田重親は､藤
  堂勢中備藤堂高吉の攻撃をうけ壊滅､吉田は戦死/長宗我部盛親は藤堂勢が充分近づいたところで一斉に立ち､
  槍を入れさせ,藤堂勢は壊乱し､藤堂高刑､桑名吉成は戦死､藤堂氏勝は負傷したが､退却中に死亡/藤堂高吉も
  来援するが､長宗我部勢に圧倒され､撃退された/正午頃まで戦闘は続き､小康状態になったところで長宗我部
  勢は大坂城へ撤退
1615年6月2日-05:00|日本|大阪府藤井寺市|慶長20年5月6日|<道明寺の戦い(河内国)>午前4時､後藤基次は松倉
  重政､奥田忠次勢に対し攻撃を仕掛け,奥田は戦死､松倉勢も崩れかかったが､水野勝成､堀直寄が来援し､かろ
  うじて助かった/小松山を包囲した幕府軍は､伊達政宗､松平忠明らが激しい銃撃を加え､小松山にとりつこう
  とし,後藤勢は幕府軍を数度にわたり撃退したが､小松山を下り､幕府軍に最後の突撃を敢行,敵数隊を撃退す
  るも丹羽氏信勢に側面を衝かれ立ち往生し､さらに伊達勢の銃撃により後藤が被弾し,正午頃､約8時間もの激
  闘の末､後藤は戦死､後藤隊も壊滅
1615年6月2日-04:00|日本|大阪府東大阪市|慶長20年5月6日|<若江の戦い(河内国)>午前5時頃､木村重成勢は若
  江に着陣､先鋒を3手に分け､敵に備えた/その右手に藤堂勢の右先鋒､藤堂良勝､同良重が攻撃をかけたが藤堂
  勢は兵の半数を失い敗走､藤堂良勝､良重は戦死
1615年6月2日-02:00|日本|大阪府東大阪市|慶長20年5月6日|<若江の戦い(河内国)>午前7時頃､井伊直孝は部隊
  を西に転進させ木村重成勢を発見し玉串川東側堤上から一斉射撃後､敵に突入/木村勢は西に後退､井伊勢川手
  が突進し戦死/木村重成は自身も槍を取って勇戦したが戦死/山口弘定､内藤長秋も戦死し､木村本隊は壊滅/幕
  府軍の榊原康勝､丹羽長重らは味方有利と見て木村勢左先手木村宗明を攻め,宗明は本隊が敗れたため大坂城
  へ撤退
1615年6月2日 04:00|日本|大阪府羽曳野市|慶長20年5月6日|<誉田の戦い>午後,薄田兼相､明石全登､山川賢信ら
  が道明寺に到着し､幕府軍を迎え撃った/薄田は自ら太刀を振るい奮戦したが戦死､残余の部隊は誉田村方面に
  後退/毛利勝永が道明寺に到着､真田信繁らは後退してきた兵を収容し誉田村付近に着陣/伊達勢の片倉重長は
  ､真田勢を見るとこれに攻め寄せた/真田勢が伊達勢を道明寺辺りまで押し込んだ後､自身は藤井寺まで後退し
  ､毛利勢と合流/午後4時過ぎ豊臣軍は真田隊を殿軍とし､順次天王寺方面へ撤退
1615年6月3日-09:00|日本|愛媛県大洲市|慶長20年5月7日|<交替>伊予大洲藩53500石｢脇坂安治｣隠居⇒次男｢脇
  坂安元｣が嗣ぐ(~元和3(1617)年信濃飯田55000石へ加増移封)
1615年6月3日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|慶長20年5月7日|<天王寺の戦い(河内国)>正午頃､合戦が始ま
  る/毛利勢は､本多忠朝を討ち取り幕府方先鋒本多勢を壊滅させる/小笠原秀政､忠脩勢が駆けつけたが､毛利勢
  に追随する木村重成勢の残余兵である木村宗明等による側面からの攻撃を受け忠脩は討死､秀政は重傷を負い
  戦場離脱後に死亡/二番手榊原康勝､仙石忠政､諏訪忠澄たちの軍勢も暫く持ち堪えるものの混乱に巻き込まれ
  壊乱､これらの敗兵が雪崩込んだ三番手も同様の事態に陥ったことで家康本陣は無防備となった/真田幸村は
  天王寺口の松平忠直勢と交戦していたが､松平勢は真田勢の陣を抜くと大坂城に直進し､入れ違う形で真田勢
  は家康本陣方向へ進出し3回に渡って突撃を繰り返し家康本陣は混乱状態に陥った/幸村は安居天神で休息を
  とっていたところを討ち取られ､大谷吉治も戦死､御宿政友は重傷を負った/毛利勢も真田勢が壊滅すると四方
  から集中攻撃を受けることになり城内に撤退/別働隊の明石全登は天王寺口の友軍が敗れたことを知ると松平
  忠直勢に突撃した後姿を消した
1615年6月3日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|慶長20年5月7日|<死去>上総大多喜5万石｢本多忠朝｣34歳､大
  坂夏の陣で戦死⇒次男｢本多政朝｣が継ぐ(~元和3(1617)年9月播磨龍野へ)
1615年6月3日-09:00|日本|長野県松本市|慶長20年5月7日|<死去>信濃松本藩8万石｢小笠原秀政｣⇒次男｢小笠原
  忠真｣が嗣ぐ(~元和3(1617)年播磨三木明石10万石へ)
1615年6月3日 06:00|日本|大阪府大阪市生野区|慶長20年5月7日|<岡山の戦い(河内国)>先鋒の前田勢は大野治
  房勢に崩され､これを支援するために二番手井伊直孝､藤堂高虎勢が動く/大野勢が秀忠本陣に殺到し､旗本先
  手の土井利勝勢が崩れ一時大混乱となったが秀忠軍は攻勢をはね除け反撃に転じ,大野治房は､敗兵を収容し
  つつ城内に撤退/豊臣方の陣立ては15時頃には崩れ､毛利勝永指揮の殿のもとに城内へ総退却
1615年6月3日 14:00|日本|大阪府大阪市中央区|慶長20年5月7日|<大坂夏の陣(摂津国)>松平忠直の越前勢が大
  坂城一番乗りを果たしたのを始めとして徳川方が城内に続々と乱入し､遂には大坂城本丸内部で内通者によっ
  て放たれた火の手が天守にも上がり､深夜に大坂城は陥落
1615年6月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長20年5月8日|<死去改易>摂津大坂657400石｢豊臣秀頼｣(23歳)その
  母淀殿(49歳)と自害､豊臣氏滅亡,大坂夏の陣が終る/近侍していた真田大助も秀頼に殉死(14才)/大野治長が
  千姫とその侍女を脱出させた後､徳川方の坂崎直盛に保護､誘導される
1615年6月4日-09:00|日本|京都府京丹後市|慶長20年5月8日|<死去>丹後国大野15000石｢大野治長｣自害廃絶
1615年6月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|慶長20年5月10日|<加増移封>伊勢亀山藩5万石｢松平(奥平)忠明｣⇒摂
  津大坂藩10万石(~元和5(1619)年7月22日大和郡山12万石へ)
1615年6月6日-09:00|日本|大阪府豊中市|慶長20年5月10日|<分与>摂津麻田藩1万2千石｢青木一重｣2千石を弟の
  可直に分知⇒1万石(⇒元和5(1619)年､隠居)
1615年6月6日-09:00|日本|埼玉県川口市|慶長20年5月10日|<加増>鳩ヶ谷22000石｢阿部正次｣⇒3万石(⇒元和3(1
  617)年9月､上総国大多喜藩3万石へ移封)
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1615年6月6日-09:00|日本|滋賀県彦根市|慶長20年5月10日|<加増>近江彦根藩15万石｢井伊直孝｣+5万石⇒20万石
  (⇒元和3(1617)年5万石加増し25万石)
1615年6月6日-09:00|日本|千葉県佐倉市|慶長20年5月10日|<加増>下総国佐倉4万5000石｢土井利勝｣⇒6万2500石
  (⇒寛永2(1625)年14万2000石に加増)
1615年6月6日-09:00|日本|長野県須坂市|慶長20年5月10日|<拝領>信濃須坂藩12053石｢堀直重｣(⇒元和3年6月17
  日(16170715)死去)
1615年6月6日-09:00|日本|長野県長野市|慶長20年5月10日|<加増移封>常陸北条藩1万石｢佐久間勝之｣⇒信濃長
  沼藩1万8千石(⇒寛永11年11月12日(16341231)死去)
1615年6月6日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|慶長20年5月10日|<加増>大和龍田藩2万8千石｢片桐且元｣⇒4万
  石/大坂両陣では徳川方に属して戦う(⇒同月28日死去）
1615年6月6日-09:00|日本|兵庫県養父市|慶長20年5月10日|<加増>丹波八木藩15000石｢別所吉治｣+5000石⇒2万
  石(⇒寛永5(1628)年5月28日改易)
1615年6月8日-09:00|日本|  ||慶長20年5月12日|幕府が落人改令を発し､諸大名が大坂の陣でさらった者の内､
  町人､百姓の返還を命じる
1615年6月11日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長20年5月15日|<死去>長宗我部盛親(41元土佐浦戸城主)京
  都六条河原にて斬首/長宗我部家滅亡
1615年6月19日-09:00|日本|京都府京都市東山区|慶長20年5月23日|<死去>豊臣国松(8秀頼の子)京中引廻しのう
  え六条河原で斬首
1615年6月23日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|慶長20年5月27日|<廃藩>遠江横須賀5万5千石｢松平(大須賀)忠次
  ｣榊原家を相続し､除封･廃絶
1615年6月23日-09:00|日本|群馬県館林市|慶長20年5月27日|<死去>上野館林藩10万石｢榊原康勝｣⇒甥の｢榊原忠
  次｣が継ぐ(~寛永20(1643)年7月陸奥白河14万石へ)
1615年6月23日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|慶長20年5月27日|<死去>増田長盛(71,元豊臣五奉行の一
  人)嫡男･盛次の豊臣方加担の罪を問われ切腹
1615年6月24日-09:00|日本|岡山県岡山市|慶長20年5月28日|<加増移封>淡路洲本6万石｢池田忠雄｣天領となる⇒
  備前岡山藩38万石｢池田忠雄｣､弟｢輝澄｣に山崎藩3万8000石､｢政綱｣に赤穂藩3万5000石､｢輝興｣に平福藩2万500
  0石分⇒31万5200石(⇒寛永9年4月3日(16320521)死去)
1615年6月24日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|慶長20年5月28日|<死去>大和龍田藩4万石｢片桐且元｣60歳,茨
  木城で自刃⇒次男｢片桐孝利｣が継ぐ(寛永15(1638)年8月1日､38歳で死去)
1615年6月24日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|慶長20年5月28日|<拝領>播磨赤穂藩35000石｢池田政綱｣(兄忠継遺領
  の一部⇒寛永8年7月29日(16310826)死去無嗣断絶)
1615年6月24日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|慶長20年5月28日|<拝領>播磨平福藩(利神城)25000石｢池田輝
  興｣(兄の備前岡山藩主忠継の遺領の一部⇒寛永8(1631)年7月19日播磨赤穂藩35000石へ)
1615年6月24日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|慶長20年5月28日|<拝領>播磨山崎藩38000石｢池田輝澄｣(兄の備前岡
  山藩主忠継の遺領の一部⇒寛永8(1631)年7月29日､弟｢政綱｣が死去し遺領播磨佐用郡3万石を加え68000石)
1615年6月26日-09:00|日本|岡山県倉敷市|慶長20年6月|<拝領>備中岡田藩10343石｢伊東長実｣(⇒寛永6年2月17
  日(16290311)死去)
1615年6月26日-09:00|日本|東京都|慶長20年6月1日|江戸で地震/家屋が倒壊し,死傷多く,地割れを生じた
1615年6月27日-09:00|日本|京都府京都市|慶長20年6月2日|<死去>絵師の海北友松(83,浅井家の猛将海北綱親の
  子)
1615年6月29日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢委員会(ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｶﾙﾃﾞｨｺｯﾄ､ｼﾞｮﾝ･ﾏﾝｽ
  ﾌｨｰﾙﾄﾞ､ﾏｲﾙｽ･ｹﾝﾄﾞｰﾙ､ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｶｰﾀｰ､ﾄｰﾏｽ･ﾅｲﾄ､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｳｫｰﾀｰｽﾞ｣(~1616.5)
1615年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ管理者｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾍﾟﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣(~1619年4月)
1615年7月6日-09:00|日本|京都府宇治市|慶長20年6月11日|<改易>美濃国内10000石｢古田重然(織部)｣73歳(家臣
  の木村宗喜らが家康暗殺を企てた罪)山城木幡の自邸で子の重広とともに切腹/｢織部焼｣の創始者
1615年7月20日-09:00|日本|奈良県宇陀市|慶長20年6月25日|<改易>大和宇陀松山藩3万石｢福島高晴(正頼)｣家内
  不正､子に500石安堵
1615年7月22日-09:00|日本|大阪府堺市|慶長20年6月27日|大坂方の大野道犬(治胤)が堺の町を引き回され火炙
  りの刑に処される
1615年7月23日-09:00|日本|三重県津市|慶長20年6月28日|<加増>伊勢津藩22万950石｢藤堂高虎｣+伊勢国の鈴鹿､
  安芸､三重､一志の四郡内5万石(大坂夏の陣の功により､徳川家康から)⇒27万950石(⇒元和3(1617)年､伊勢度
  会郡田丸城5万石が加増され弟正高が下総国で拝領していた3000石を津藩領に編入し計32万3000石)
1615年7月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>7代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ=ｿﾄﾏﾖﾙ｣
1615年7月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>8代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ｼﾙﾊﾞ｣先代の子(~1636
  年死去)
1615年7月26日-09:00|日本|大阪府高槻市|慶長20年閏6月|<移封>近江長浜藩4万石｢内藤信正｣⇒摂津高槻藩4万
  石(⇒元和3(1617)年､伏見城代となり1万石の加増を受けて摂津国内に転封あわせて5万石)
1615年7月28日-09:00|日本|岐阜県高山市|慶長20年閏6月3日|<死去>飛騨高山藩(高山城)38000石｢金森可重｣⇒
  子の｢金森重頼｣が継ぐ(~慶安3(1650)年閏10月7日死去)
1615年7月29日-09:00|日本|徳島県|慶長20年閏6月4日|<加増>阿波徳島藩18万5700石｢蜂須賀至鎮｣+淡路7万石⇒
  25万7千石(⇒元和6年2月26日(16200329)死去)
1615年8月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾚﾄﾞﾝﾄﾞ伯ｼﾞｮｱﾝ･ｺｳﾁｰﾆｮ｣(~16161222)
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1615年8月7日-09:00|日本|  ||慶長20年閏6月13日|江戸幕府が一国一城令を発布/大名の本城を除く支城はすべ
  て破壊するように命令
1615年8月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾝﾃﾞ公が新教徒と結んで再び反乱を起こす
1615年8月20日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ2世ﾆﾐ･ｱ･
  ﾑﾊﾟﾝﾂ｣
1615年8月20日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾙｳﾞｧﾛ3世ﾆﾐ･ｱ･ﾑ
  ﾊﾟﾝｽﾞ｣(~16220504没)
1615年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Francois｣
1615年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｼﾞｮﾜﾕｰｽ公｢Henriette Catherine｣(~1647年~16560225死去)
1615年8月23日-09:00|日本|三重県津市|慶長20年閏6月29日|<改易>伊勢林藩1万石｢織田信重｣(織田信包息)家内
  不正/林藩は一代で廃絶
1615年8月30日-09:00|日本|  ||慶長20年7月7日|将軍秀忠が13ヶ条の武家諸法度を布告
1615年8月30日-09:00|日本|愛知県田原市|慶長20年7月7日|<死去>三河田原藩1万石｢戸田尊次｣⇒子の｢戸田忠能
  ｣が継ぐ(⇒正保4年1月3日(16470207)死去)
1615年9月3日-09:00|日本|  ||慶長20年7月11日|｢諸宗本山本寺の諸法度｣発布
1615年9月5日-09:00|日本|  ||元和1年7月13日|｢元和｣に改元
1615年9月9日-09:00|日本|  ||元和1年7月17日|江戸幕府､禁中並公家諸法度を制定
1615年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>13代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1615年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>14代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~1679年)
1615年9月13日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元和1年7月21日|<加増移封>三河刈谷藩3万石｢水野勝成｣⇒大和
  郡山藩6万石(⇒元和5(1619)年8月4日備後福山10万石へ)
1615年9月13日-09:00|日本|兵庫県|元和1年7月21日|<拝領>摂津国川辺郡など1万石｢池田重利｣(⇒元和3(1617)
  年､播磨揖東郡鵤荘に転封)
1615年9月13日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|元和1年7月21日|<拝領>摂津尼崎藩1万石｢建部政長｣(~元和3(1617)年
  9月11日播磨林田藩へ)
1615年9月15日-09:00|日本|岡山県岡山市|元和1年7月23日|<再興>備中足守藩2万5千石｢木下利房｣(~寛永14年6
  月21日(16370811)死去)
1615年9月15日-09:00|日本|奈良県宇陀市|元和1年7月23日|<拝領>大和宇陀松山5万石｢織田信雄｣織田信長の次
  男(⇒元和3(1617)年､四男｢信良｣に小幡藩3万石分与)
1615年9月16日-09:00|日本|  ||元和1年7月24日|徳川家康､仏教の諸宗派の掟を定めた｢諸宗寺院法度｣を公布
1615年9月20日-09:00|日本|京都府京都市|元和1年7月28日|<就任>関白｢二条昭実｣(~元和5年7月14日)
1615年9月29日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾓﾙｶﾞ･ｻﾝﾁｪｽ･ｶ
  ﾞﾗｲ･ｲ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙﾌｨﾅｽ｣(1625年~16270918投獄/~16360721没)
1615年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾐﾆｵ･ｼｵﾆｰﾆ｣
1615年10月2日-09:00|日本|  ||元和1年8月10日|<加増>尾張名古屋藩53万石余｢徳川義直｣尾張/木曽山及び美濃
  の地3万石を加封
1615年10月4日-09:00|日本|大阪府摂津市|元和1年8月12日|<分与>摂津味舌藩3万石｢織田長益｣四男｢長政｣に大
  和戒重藩1万石､五男｢尚長｣に大和柳本藩1万石⇒1万石(自分の養老領とした~元和7年12月13日(16220124)死去
  廃藩)
1615年10月4日-09:00|日本|奈良県桜井市|元和1年8月12日|<拝領>大和戒重藩1万石｢織田長政｣織田長益四男(⇒
  万治2(1659)年12月23日隠居)
1615年10月4日-09:00|日本|奈良県天理市|元和1年8月12日|<拝領>大和柳本藩1万石｢織田尚長｣織田長益五男(⇒
  寛永14(1637)年11月3日死去)
1615年10月16日-09:00|日本|福岡県福岡市|元和1年8月24日|<死去>島井宗室､博多の豪商･茶人(生年1539年)
1615年10月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第91代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ﾒﾝﾓ｣
1615年11月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾓｷﾞﾗ｣(~16160724)
1615年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾗｲｱﾝ｣
1615年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｲｱﾝ｣先代の息子(~16460512死去)
1615年12月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第92代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾝﾎﾞ｣(~16180316死去)
1615年12月6日-09:00|日本|愛知県豊田市|元和1年10月16日|<死去>三河拳母藩1万石(桜城)｢三宅康貞｣⇒長男の
  ｢三宅康信｣が継ぐ(~元和5(1619)年9月29日伊勢亀山1万石へ)
1615年12月6日-09:00|日本|大分県大分市|元和1年10月16日|<死去>豊後府内藩2万石｢竹中重利｣⇒長男｢竹中重
  義｣が嗣ぐ(~寛永11(1634)年2月22日長崎奉行在任中の奸曲を問われて所領収公､切腹)
1615年12月7日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Gerard Reynst｣
1615年12月18日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｴｽｸｲﾗｯｼｭ公ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙﾊ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ｣(~16211231)
1615年12月21日-09:00|日本|茨城県下妻市|元和1年11月|<加増移封>上総姉崎藩1万石｢松平忠昌｣結城秀康の次
  男⇒常陸下妻藩3万石(⇒元和2(1616)年7月25日､信濃国松代藩12万石へ)
1616年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Steven van der Hagen｣(~1618年)
1616年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ主管｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Berkeley｣(~1617年死去)
1616年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Frederik Houtman｣(~1623年)
1616年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾃﾞｨｰﾙ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｻﾐｰﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ｣(~
  1637年)
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1616年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾙ(青の女王)｣(~1624年死去)
1616年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾊﾞﾀﾋﾞｱに､東ｲﾝﾄﾞ会社の植民地経営の拠点を建設
1616年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾌｨﾘﾋﾟﾝを攻撃(3次)
1616年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ女王｢ﾗｼﾞｬ･ﾋﾞﾙ｢青の女王｣｣(~1624年)
1616年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾝｽ･ﾃﾞ･ﾍｲｽﾞ｣(1回目~同年)⇒｢ｻﾐｭｴﾙ･ｷﾝﾄ｣(~1617年)
1616年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾇｰﾉ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣(~1618年)
1616年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ朝の内戦が決着
1616年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｲﾝﾄﾞのｽｰﾗﾄに商館を開設
1616年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾋﾞﾙ･ﾊｰﾝ｢ｲｼｭ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1624年没)
1616年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾂｧﾌﾙはﾍﾟﾙｼｬの臣下(~1711年)
1616年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Mehmed Pasha｣(~1622年)
1616年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Rabat1世｣(~1644年)
1616年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｶﾙﾛ･ﾍﾞﾚｰﾆｮ｣(~1617年)
1616年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官代行｢ｻﾙﾊﾞﾄﾞｰﾙ･ｳﾞｧｽﾞ･
  ｹﾞﾗ｣(~1617年)
1616年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾅｸｿｽ公｢ｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｸﾞﾗﾂｨｱｰﾆ｣ﾊﾟﾛｽ伯爵､ｵｽﾏﾝ帝国が任命(~1620年没)
1616年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ｻﾞﾝﾋﾞｱ/ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人がｻﾞﾝﾍﾞｼﾞ川上流を探検
1616年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢Henry3世｣
1616年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｹｰｾﾞ･ﾑｽﾀﾌｧ3世ﾊﾟｼｬ｣(3回目~同年)⇒｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｶﾀﾆｬ｣(~1617
  年1月)
1616年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Margaret-Charlotte｣Henry3世のまた従妹(~1680年死去)
1616年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ|  |||<設立>ｶｻﾝｼﾞのﾙﾊﾞ国(ｶｻﾞﾆｴ)
1616年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｸﾘｽﾁｬﾝ4世､ﾃﾞﾝﾏｰｸ東ｲﾝﾄﾞ会社設立
1616年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Miguel Correia Baharem｣(~1620年死去)
1616年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ﾃﾞ･ﾃｲｳﾞｪ｣(~1624年)
1616年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶﾙﾃﾞｲﾗ,ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ総督の命を受け,ｾｱﾗからﾏﾗﾆｮﾝに進出.ｻ
  ﾝﾙｲｽ･ﾄﾞ･ﾏﾗﾆｮﾝのﾌﾗﾝｽ人を駆逐.さらにｱﾏｿﾞﾝ河口にﾊﾟﾗ要塞(現ﾍﾞﾚﾝ)を建築.原住民とﾌﾗﾝｽ人･ｲｷﾞﾘｽ人植民者を
  駆逐
1616年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ,ｶﾞｲｱﾅのﾃﾞﾒﾗﾗ=ｴｾｷﾎﾞ植民地を建設
1616年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人はｱﾏｿﾞﾝ河北岸(現仏領ｷﾞｱﾅ)に入植
1616年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~1619年没)
1616年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞで伝染病が蔓延し､ｲﾝﾃﾞｨｱﾝが多量死
1616年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ南部地方でｻﾎﾟﾃｶ族の反乱起こる
1616年1月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲｽｹﾝﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1618年2月)
1616年1月8日-09:00|日本|岐阜県揖斐郡揖斐川町|元和1年11月19日|<死去>美濃揖斐藩3万石｢西尾光教｣⇒甥の｢
  西尾嘉教｣が継ぐ(5千石を弟｢氏教｣に分知し2万5千石⇒元和9(1623)年4月2日死去無嗣改易)
1616年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ｶｰﾙ｣
1616年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ侯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ｶｰﾙ｣(~16400925死去)
1616年1月19日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元和1年12月|<加増>大和小泉藩15020石｢片桐貞隆｣⇒16400石(~
  寛永4年10月1日(16271108)死去)
1616年1月19日-09:00|日本|群馬県館林市|元和1年12月1日|<移封>遠江横須賀藩6万石｢(松平)大須賀忠次｣廃藩
  ⇒上野館林藩10万石(榊原康勝の遺領を相続⇒寛永20(1643)年7月､陸奥白河14万石へ)
1616年1月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾁﾘ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人ｽﾊｳﾃﾝがﾖｰﾛｯﾊﾟ人で最初にﾎｰﾝ岬を回航
1616年1月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||大洪水で､ﾊﾟﾘの｢ｼﾃ島｣に架かる5つの橋のうち､木造の｢ﾎﾟﾝ･ﾄ･ｼｬﾝｼﾞｭ｣と｢ﾎﾟﾝ･
  ｻﾝ=ﾐｯｼｪﾙ-｣が流出/石橋の｢ﾎﾟﾝ･ﾇﾌ｣(1,6区)は無事だった
1616年2月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾄｰﾏｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣｢ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞﾅ
  ﾑ卿｣(~8.30)
1616年2月13日-09:00|日本|茨城県結城市|元和1年12月26日|<拝領>下総山川藩35000石｢水野忠元｣(⇒元和6年10
  月6日(16201031)死去)
1616年2月13日-09:00|日本|群馬県高崎市|元和1年12月26日|<加増移封>常陸笠間藩3万石｢(松平)戸田康長｣⇒上
  野高崎藩5万石(~元和3(1617)年3月7日信濃松本7万石へ)
1616年2月13日-09:00|日本|埼玉県川口市|元和1年12月26日|<加増>鳩ヶ谷藩15000石｢阿部正次｣+下野国内7000
  石⇒22000石(⇒元和3(1617)年9月上総大多喜3万石)
1616年2月13日-09:00|日本|長崎県南島原市|元和1年12月26日|<加増移封>大和五条藩10307石｢松倉重政｣⇒肥前
  日野江藩43000石(⇒寛永元(1624)年､島原城完成移転)
1616年2月17日-09:00|日本|愛知県新城市|元和2年|<加増>三河新城藩1万3千石｢水野分長｣+近江国栗太郡内2000
  石⇒15000石(⇒元和6(1620)年4月隠居)
1616年2月17日-09:00|日本|大分県玖珠郡玖珠町|元和2年|<改名>豊後森藩14000石｢来島通春｣⇒｢久留島通春｣姓
  を久留島と改める(⇒承応4年2月11日(16550318)死去)
1616年2月17日-09:00|日本|大阪府大阪市東淀川区|元和2年|<移封>伊勢田丸藩45700石｢稲葉紀通｣⇒摂津中島藩
  45700石(⇒寛永1(1624)年9月丹波福知山45700石へ)
1616年2月17日-09:00|日本|群馬県渋川市|元和2年|<加増移封>武蔵原市藩12000石｢西尾忠永｣(酒井重忠の三男)
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  ⇒上野白井藩2万石(⇒元和4(1618)年常陸土浦藩2万石へ)
1616年2月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|元和2年|<交替>沼田藩主｢真田信之｣信濃国上田城に移る⇒沼田藩3万
  石｢真田信吉｣(嫡子)が襲封
1616年2月17日-09:00|日本|佐賀県西松浦郡有田町|元和2年|李参平(金ヶ江三兵衛)が泉山陶石を発見(有田焼)/
  佐賀県
1616年2月17日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|元和2年1月|徳川家康三女振姫が､紀伊国和歌山藩主｢浅野長晟｣
  に再嫁)
1616年2月17日-08:00|中国|  ||金･天命1年1月1日|<即位>晋(後金)皇帝｢ﾇﾙﾊﾁ｣女真族を統一しﾍｱﾄﾗで(~1626093
  0没)天命と改元
1616年3月31日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾖﾊﾝ･ｱﾄﾞﾙﾌ｣
1616年3月31日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ3世｣(~16590810死去)
1616年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1616年4月16日-09:00|日本|岡山県津山市|元和2年3月|森忠政が津山城完成/岡山県
1616年4月16日-08:00|中国|  ||明･万暦44年3月|江蘇華亭県で民衆暴動がおこる
1616年4月19日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌﾜﾝ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ｣
1616年4月19日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢Andres Alcaraz｣(~16180703)
1616年4月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｾﾙﾊﾞﾝﾃｽ､ｽﾍﾟｲﾝの作家(68歳､15471009生)｢ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ｣の作者
1616年4月25日-09:00|日本|  ||元和2年3月10日|幕府が銭通用規則を出す
1616年4月28日-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がｳｨﾚﾑ･ｽｺｰﾃﾝとﾔｺﾌﾞ･ﾙ･ﾒｰﾙの下で発見したﾌﾂﾅは､ﾌﾂﾅ･ﾎｰﾙﾝ
  と名付けられた
1616年5月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢Capt.ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾀｯｶｰ｣(~1618年)
1616年5月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾝﾃﾞ親王(ｱﾝﾘ2世･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ=ｺﾝﾃﾞ)に指揮された貴族の反乱がﾙｰﾀﾞﾝの和約によ
  って終結
1616年5月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦4月23日|<死去>ｳｨﾘｱﾑ･ｼｪｲｸｽﾋﾟｱ､ｲｷﾞﾘｽの劇作家､詩人(52歳､15640423生)
1616年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1616年5月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の弟(~16170208死去
  )
1616年5月9日-13:00|ﾄﾝｶﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞのｳｨﾚﾑ･ｼｮｰﾃﾝとﾔｺﾌﾞ･ﾙﾒｰﾙによってﾄﾝｶﾞが発見された
1616年5月14日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄﾞ公国摂政｢ｾﾐｶﾞﾘｱ公ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1616年5月16日-09:00|日本|静岡県富士市|元和2年4月|日昌駿河根方境村に妙光寺を創す
1616年5月16日-09:00|日本|長野県上田市|元和2年4月|<藩庁移転>沼田藩95000石｢真田信之｣⇒信濃上田藩95000
  石(⇒元和8(1622)年10月､信濃松代13万石に加増移封）
1616年5月18日-09:00|日本|愛知県刈谷市|元和2年4月3日|<加増移封>上野小幡藩1万石｢水野忠清｣→三河刈谷藩
  2万石(~寛永9(1632)年8月11日三河吉田藩4万石へ)
1616年6月1日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|元和2年4月17日|<死去>徳川家康が駿府城で(75歳､天文11(1542
  )1226生)江戸幕府の初代征夷大将軍/駿府久能山に葬られる
1616年6月1日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年4月17日|<解任>老中｢安藤直次｣
1616年6月1日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年4月17日|<解任>老中｢成瀬正成｣
1616年6月14日-09:00|日本|栃木県小山市|元和2年5月|<加増>下野小山3万3千石｢本多正純｣+2万石⇒5万3千石(
  ⇒元和5(1619)年10月下野宇都宮15万5千石へ)
1616年6月15日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Francisco de la Hoz Berrio y Oruna｣
  (~16210714)
1616年6月18日-09:00|日本|京都府京都市|元和2年5月5日|京都･東河原で石合戦があり､死傷者を出す/民衆の幕
  府への反発の現れとも言われる
1616年6月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Laurens Reael｣(~16190321)
1616年6月19日-09:00|日本|福井県大野市|元和2年5月6日|<分封>越前木本藩1万石｢松平直政｣兄の福井藩松平忠
  直より分知(⇒元和5(1619)年12月上総姉崎藩2万石)
1616年6月21日-09:00|日本|静岡県下田市|元和2年5月8日|幕府が下田港の守護と諸船出入りの監督のため下田
  奉行を置く
1616年6月24日-09:00|日本|  ||元和2年5月11日|幕府が悪銭の使用と撰銭を禁止し､金1分=銭1貫文の取り引き
  厳守を命じる
1616年7月12日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年5月29日|<就任>老中｢酒井忠利｣(~寛永4年11月14日)
1616年7月12日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年5月29日|<就任>老中｢青山忠俊｣(~寛永12年12月)
1616年7月12日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年5月29日|<就任>老中｢内藤清次｣(~元和3年7月1日)
1616年7月13日-09:00|日本|栃木県大田原市|元和2年5月30日|<死去>下野黒羽2万石｢大関政増｣⇒長男の｢大関高
  増｣が継ぐ(~正保3年8月21日(16460930)死去)
1616年7月14日-09:00|日本|  ||元和2年6月|幕府が軍役制を改定(元和軍役令)所領石高に応じた軍役
1616年7月14日-09:00|日本|静岡県静岡市|元和2年6月|幕府が駿府町奉行を廃止
1616年7月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|元和2年6月7日|<死去廃藩>相模玉縄藩2万2千石｢本多正信｣(79,家
  康の側近,老中)
1616年7月20日-09:00|日本|東京都千代田区|元和2年6月7日|<就任>老中｢本多正純｣(~1622年10月1日)
1616年7月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾗﾄﾞｩ･ﾐﾌﾈｱ｣(1回目~16190210)
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1616年7月26日-09:00|日本|兵庫県姫路市|元和2年6月13日|<死去>播磨姫路藩42万石｢池田利隆｣⇒長男｢池田光
  政｣が継ぐ(~元和3(1617)年3月6日因幡鳥取32万5千石へ減移封)
1616年7月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾘｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾎﾞﾚﾋﾞｰ｣
1616年7月29日-08:00|中国|  ||明･万暦44年6月16日|<死去>湯顕祖､中国の劇作家(生年1550年)
1616年8月8日-09:00|日本|茨城県つくば市|元和2年6月26日|<加増移転>下野茂木藩1万石｢細川興元｣⇒常陸谷田
  部藩16200石(~元和5(1619)年3月18日死去)
1616年8月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市|元和2年7月|<移転>尾張清洲藩47万2344石｢徳川義俊｣⇒尾張名古屋
  藩(⇒元和5(1619)年5月16日､56万3206石まで加増)
1616年8月13日-09:00|日本|千葉県柏市|元和2年7月|<加増立藩>下総船戸8千石｢本多正重｣⇒1万石(⇒元和3(161
  7)年7月3日死去2千石減封となり旗本に降格)
1616年8月13日-09:00|日本|長野県下高井郡木島平村|元和2年7月|<再拝領>信濃中村藩1万石｢岩城貞隆｣佐竹義
  重の三男(⇒元和6年10月19日(16201113)死去)
1616年8月18日-09:00|日本|新潟県上越市|元和2年7月6日|<加増移封>上野大胡藩2万石｢牧野忠成｣⇒越後長峰藩
  5万石(⇒元和4(1618)年4月9日越後長岡藩6万石へ)
1616年8月18日-09:00|日本|新潟県上越市|元和2年7月6日|<改易>越後高田75万石｢松平忠輝｣(徳川家康6男)主従
  関係を犯した/伊勢に配流
1616年8月26日-09:00|日本|栃木県栃木市|元和2年7月14日|<改易>下野西方1万5000石｢藤田信吉｣(大坂の陣の不
  手際)
1616年8月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｵﾘﾊﾞｰ･ｾﾝﾄ･ｼﾞｮﾝ卿｣(~16220504)
1616年8月31日-09:00|日本|山口県岩国市|元和2年7月19日|周防岩国藩37129石｢吉川広正｣毛利輝元の長女｢竹姫
  ｣を正室に迎えた(⇒寛永11(1634)年､公称6万石)
1616年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ4世ｲﾘｱｽ｣(1回目~16180527)
1616年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||反乱を起こしたｺﾝﾃﾞ公が逮捕されてﾊﾞｽﾁｰﾕに投獄される
1616年9月1日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|元和2年7月20日|<加増>石見津和野藩3万石｢坂崎直盛｣⇒4万3
  468石(大阪の陣で千姫救出に活躍⇒9月11日自害改易)
1616年9月6日-09:00|日本|茨城県下妻市|元和2年7月25日|<加増移封>下総山川藩15000石｢(松平)久松定綱｣⇒常
  陸下妻藩3万石(~元和5(1619)年7月19日遠江掛川へ)
1616年9月6日-09:00|日本|長野県長野市|元和2年7月25日|<加増移封>常陸下妻藩3万石｢松平忠昌｣⇒信濃国松代
  藩12万石(⇒元和4(1618)年3月越後高田藩25万石へ)
1616年9月7日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｻﾝﾁｮ･ﾃﾞ･ｱﾙｷｻ･ｶﾞﾝﾎﾞｱ｣(~16190
  606没)
1616年9月9日-09:00|日本|宮城県仙台市|元和2年7月28日|仙台で大地震｡城壁楼櫓悉く倒壊
1616年9月11日-09:00|日本|  ||元和2年8月|幕府が関東諸関所･渡場条目を制定
1616年9月11日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|元和2年8月|<加増>上野那波藩20000石｢酒井忠世｣+上野国勢多郡大
  胡･佐位郡伊勢崎3万2千石(⇒翌年7月､父遺領厩橋3万3千石を継ぎそれまでの領地と併せて8万5千石)
1616年9月11日-09:00|日本|新潟県柏崎市|元和2年8月|<加増移封>上野伊勢崎藩1万石｢稲垣重綱｣⇒越後藤井藩2
  万石(⇒元和6(1620)年3000石加増のうえ越後三条城に居城を移した)
1616年9月12日-09:00|日本|新潟県三条市|元和2年8月2日|<加増移封>伯耆八橋藩21300石｢市橋長勝｣⇒越後三条
  藩41300石(~元和6年3月17日(16200419)病死)
1616年9月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｸｽﾊﾞﾗ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰ｣(~16500118死去)
1616年9月18日-09:00|日本|  ||元和2年8月8日|幕府が耶蘇教を禁じ､明船を除く外国船の長崎･平戸以外の寄港
  を禁ず
1616年9月18日-09:00|日本|長崎県大村市|元和2年8月8日|<死去>肥前大村藩21427石｢大村喜前｣毒殺される⇒長
  男｢大村純頼｣が継ぐ(~元和5年11月13日(16191218)死去)
1616年9月19日-09:00|日本|岐阜県大垣市|元和2年8月9日|<死去改易>美濃大垣新田藩1万石｢大久保忠為｣無嗣
1616年9月24日-09:00|日本|長野県下高井郡木島平村|元和2年8月14日|<再封>信濃中村藩(川中島藩)1万石｢岩城
  貞隆｣(⇒元和6年10月19日(16201113)死去)
1616年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1616年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~16190115死去)
1616年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾍﾞﾙｯﾂｫ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1616年10月21日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|元和2年9月11日|<死去改易>石見津和野3万石｢坂崎直盛｣(
  宇喜多忠家長男)謀反､江戸藩邸にて自害､坂崎家が断絶
1616年10月23日-09:00|日本|山梨県甲府市|元和2年9月13日|<拝領>甲府藩23万8000石｢徳川忠長｣(⇒寛永元(162
  4)年7月､駿河･遠江加増し55万石⇒寛永9(1632)年10月20日､改易)
1616年11月5日-09:00|日本|大分県日田市|元和2年9月26日|<加増移封>美濃大垣藩5万石｢石川忠総｣⇒豊後日田
  藩(永山城)6万石(~寛永10(1633)年6月7日､下総佐倉藩7万石へ加増移封)
1616年11月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|元和2年9月26日|<加増移封>下総関宿藩4万石｢松平(久松)忠良｣⇒美
  濃大垣藩5万石(⇒寛永元(1624)年5月18日､43歳で死去)
1616年11月5日-09:00|日本|三重県桑名市|元和2年9月26日|<結婚>伊勢桑名藩主｢本多忠政｣の嫡男｢本多忠刻｣が
  将軍｢徳川秀忠｣長女｢千姫｣と婚姻
1616年11月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾞﾈﾃﾞｸ･ﾄｩﾛﾁ｣
1616年11月8日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ﾍﾟﾀﾙ･ﾄﾞﾐﾄﾛｳﾞｨｯﾁ､ｻﾞｸﾞﾚﾊﾞﾁｷ｣(2度目)､｢ｸﾙｽﾄ･ﾑﾝﾆｬｳﾞﾁｯ
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  ﾁ･ﾌﾞﾚｿﾞｳﾞｧﾁｷ｣(2度目)(~1617年)
1616年11月8日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|元和2年9月29日|<改易>石見津和野城主3万石｢坂崎直盛｣謀
  反自刃
1616年11月9日-09:00|日本|長野県飯山市|元和2年10月|<加増移封>近江高島藩2万石｢佐久間安政｣⇒信濃国飯山
  藩3万石(~寛永4年4月25日(16270608)死去)
1616年11月9日-09:00|日本|新潟県長岡市|元和2年10月|<加増移封>信濃飯山藩5万石｢堀直竒｣⇒越後長岡藩8万
  石(⇒元和4(1618)年越後村上藩10万石へ加増移封)
1616年11月12日-09:00|日本|  ||元和2年10月3日|幕府が煙草の栽培を禁ず
1616年11月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾀﾞﾏﾄ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~16190118)
1616年11月20日-09:00|日本|北海道|元和2年10月12日|<死去>蝦夷松前(無高)｢松前慶広｣⇒孫｢松前公広｣が継ぐ
  (⇒寛永18(1641)年7月8日死去)
1616年11月22日-09:00|日本|  ||元和2年10月14日|幕府が人身売買を禁止
1616年11月23日-09:00|日本|新潟県上越市|元和2年10月15日|<加増移封>上野高崎藩5万石｢酒井家次｣⇒越後高
  田藩10万石(⇒元和4年3月15日(16180410)死去)
1616年12月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾘｰｽ･ﾃｨﾙ･ｸﾗｹﾞﾗｯﾌﾟ｣(1回目~16320405)
1616年12月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿﾌ･ﾒﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1617年6月)
1616年12月3日-09:00|日本|千葉県銚子市|元和2年10月25日|銚子沖で突風により漁民千人以上が遭難
1616年12月9日-09:00|日本|  ||元和2年11月|幕府､伝馬及び荷物駄賃の規則を制定
1616年12月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ｱﾝﾄﾞﾚ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾀﾞ･ﾌﾗﾝｶ｣(1回目~16170701)
1616年12月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾞ諸島司令官｢Nathaniel Courthope｣(~16201020死去)
1616年12月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾗﾝのﾊﾞﾝﾀﾞ島を占領
1616年12月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｼﾞｪﾙｼﾞ･ｸﾞﾛﾌ･ﾄｩﾙｿﾞ･ﾍﾞｽﾚﾝﾌｧﾙｳﾞｨ｣
1616年12月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾊﾞｰﾛ･ﾌｫﾙｶﾞｰﾁ･ｷﾞﾒｼ･ｴｽ｣(2回目⇒1
  6180511､ﾊﾟﾗﾀｲﾝ~16210630)
1617年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社ﾊﾞﾝﾀﾑ主管｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Berkeley｣
1617年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督｢ﾙｰｶｽ･de Vergara Gaviria｣(2期目~1620年)
1617年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Ethirimana Cinkam｣
1617年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾄﾏｾﾝ｣(~1619年)
1617年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｱｰﾗｳﾞｨｰﾄﾞｩ朝)国王｢ﾗｰﾏ･ﾃﾞｰｳﾞｧ･ﾗｰﾔ｣(~1630年)
1617年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Cankili II｣(~1619年死去)
1617年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾞﾅｰﾄ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1619年)
1617年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ﾏﾃｨｱｽ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾚｯｹ｣(~1638年没)
1617年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｱﾝﾀﾞｰｽ･ｴﾘｸｿﾝ･ﾍｽﾃﾌｳﾞｰﾄﾞ｣(~1619年)
1617年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Damad Ahmed Pasha｣(~1618年)
1617年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ｵﾚｶﾞﾝﾄﾞﾛｽ､ｼﾌﾉｽ､ﾃﾙﾐｱがｵｽﾏﾝ帝国に占領される
1617年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｲﾝｼﾞﾌ･ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ､ｶﾚﾙ･ﾍﾞｼﾞﾌ｣共同統治(~1639年)
1617年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾆｺﾗ･ｸﾞﾛﾌ･ﾌﾗﾝｺﾊﾟﾝ･ﾄﾙｼﾞｬﾁｭｷ(=ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾌﾗﾝｹﾞﾊﾟﾝ9世)(~1622年7月)
1617年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Gaspar de Mondragon｣(~1618年)
1617年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ=ﾒﾝﾍﾟﾙｶﾞﾙﾄ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世の次男､ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公ﾖﾊ
  ﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの弟(~16310126死去)
1617年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがﾌｨﾘﾋﾟﾝを攻撃(4次)
1617年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾗﾘｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人がｵｰｽﾄﾗﾘｱ西海岸を探検
1617年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ将軍｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｱﾄﾞﾘｱｴﾝｽｿﾞｰﾝ･ｸﾗﾝﾃｨｳｽ｣(2回目~1620
  年)
1617年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ｵﾗﾝﾀﾞ植民地ｹﾞﾃﾞ･ﾘｰﾄﾞ(~16630123)
1617年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾛﾊﾞﾄ｣(~1620年)
1617年1月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｼｪｲｸ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1619年)
1617年1月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾌﾟﾗﾄﾞ伯爵ﾙｲ･ｵﾌﾞ･ｽｰｻﾞ｣(~16211012)
1617年1月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾎﾙﾂｨｳｽ､ｵﾗﾝﾀﾞの画家･版画家(生年1558年)
1617年1月8日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|元和2年12月|<創建>久能山東照宮(静岡市駿河区根古屋390)徳
  川秀忠
1617年1月25日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|元和2年12月18日|<死去>下野烏山藩37000石｢成田泰親｣⇒次男｢
  成田泰之｣が継ぐ(嗣幼､2万7000石減封し1万石⇒元和8年11月7日(16221209)死去無嗣断絶)
1617年2月2日-09:00|日本|群馬県富岡市|元和2年12月26日|<拝領>上野七日市藩1万石｢前田利孝｣(⇒寛永14(163
  7)年6月4日､死去)
1617年2月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾏﾗﾆｮﾝのﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ系ｸﾏ族､奴隷化は必至と見て反乱｡ﾀﾌﾟｲﾀﾍﾟﾗの砦を襲撃｡白人
  30人を殺害｡Mathias de Albuquerque(知事の息子)､50人の兵士と先住民兵200を率い､ｸﾏ族をｼﾞｬﾝｸﾞﾙに追い込
  む
1617年2月6日-09:00|日本|愛知県犬山市|元和3年|<移封>下総栗原藩34000石｢成瀬正成｣⇒尾張犬山藩3万石(徳
  川義直の附家老⇒寛永2年1月17日(16250223)死去)
1617年2月6日-09:00|日本|愛媛県大洲市|元和3年|大洲藩主加藤貞泰､菩提寺指月山曹渓院を伯耆国米子より大
  洲に移す
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1617年2月6日-09:00|日本|岐阜県|元和3年|<拝領>美濃国内10111石｢長谷川守知｣(~寛永9年11月26日(16330106)
  64歳で死去､嫡男｢正尚｣が違領を継ぐが､弟｢守勝｣に3千石分与し旗本に降格)
1617年2月6日-09:00|日本|岐阜県海津市|元和3年|<加増>美濃高須藩5万673石｢徳永昌重｣開墾地と併せ⇒5万370
  0石(⇒寛永5(1628)年2月28日所領没収･改易)
1617年2月6日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元和3年|<加増>近江彦根藩20万石｢井伊直孝｣+5万石⇒25万石(⇒寛永1
  0(1633)年5万石加増し30万石)
1617年2月6日-09:00|日本|千葉県船橋市|元和3年|<拝領>下総栗原藩15000石｢成瀬之成｣(父｢成瀬正成｣より1400
  0石分与⇒後16000石⇒寛永11年10月28日(16341218)死去)
1617年2月6日-09:00|日本|東京都中央区|元和3年|准如が本願寺築地別院(築地本願寺)創建/東京都
1617年2月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗ州ｸﾏで奴隷狩りに反抗するﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族の反乱が発生
1617年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1617年2月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の四従弟(~16300402
  死去)
1617年2月27日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ｶﾚﾘｱがﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞに加わる
1617年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾑ大統領｢ｼﾞｮｰｼﾞ･Ball｣(~16181119)
1617年3月2日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元和3年1月25日|京都長者町失火､さらに仙洞の石風呂からも失
  火
1617年3月8日-09:00|日本|岡山県高梁市|元和3年2月|<加増移封>因幡鳥取藩6万石｢池田長幸｣⇒備中松山藩6500
  0石(⇒寛永9(1632)年4月7日､46歳で死去)
1617年3月9日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦2月27日|ｽﾄﾙﾎﾞｳﾞｧで､ﾛｼｱがｽｳｪｰﾃﾞﾝと和議を結び､戦争(ｲﾝｸﾞﾘｱ戦争
  )を終わらせた/ｽｳｪｰﾃﾞﾝは占領していたﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞをﾛｼｱに返還/ｽｳｪｰﾃﾞﾝは王弟ｶｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟのﾂｧｰﾘ継承を放棄/ｽｳ
  ｪｰﾃﾞﾝはｲﾝｹﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄ(ｲﾝｸﾞﾘｱ)及び西ｶﾚﾘｱ､ﾛｼｱは東ｶﾚﾘｱを獲得する(ｶﾚﾘｱの分割)
1617年3月9日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾚﾊ｣
1617年3月9日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ･ﾀﾗﾍﾞﾗﾉ･ｶﾞｼﾞｪｺﾞｽ｣(~1618年1月)
1617年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ=ﾘｭｰｹﾞﾝｳﾞｧﾙﾃﾞ公｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣
1617年3月28日-09:00|日本|東京都港区|元和3年2月21日|芝東照宮建立(東京都)徳川家康に東照大権現の称号が
  贈られる
1617年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1617/3/21|ﾎﾟｶﾎﾝﾀｽ(ﾚﾍﾞｯｶ)がｲｷﾞﾘｽで没(誕生:1595頃)ｱﾒﾘｶｲﾝﾃﾞｨ
  ｱﾝの王女だったが､ｼﾞｮﾝ･ﾛﾙﾌと結婚した
1617年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾌｧﾌﾞﾘ｣
1617年4月11日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞﾝｻﾙｳﾞｪｽ･ﾋﾟﾀ｣(~11月)
1617年4月11日-09:00|日本|鳥取県倉吉市|元和3年3月6日|<改易>伯耆倉吉藩3万石｢里見忠義｣
1617年4月11日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元和3年3月6日|<減移封>播磨姫路藩42万石｢池田光政｣⇒因幡鳥取藩3
  2万5千石(幼少のため⇒寛永9(1632)年6月備前岡山藩31万5千石)
1617年4月11日-09:00|日本|山形県山形市|元和3年3月6日|<死去>出羽山形藩57万石｢最上家親｣⇒子の｢最上義俊
  ｣が継ぐ(~元和8(1622)年8月21日改易､近江大森藩1万石へ)
1617年4月12日-09:00|日本|長野県松本市|元和3年3月7日|<加増移封>上野高崎藩5万石｢松平(戸田)康長｣⇒信濃
  松本藩7万石(⇒寛永9年12月12日(16330121)死去)
1617年4月20日-09:00|日本|栃木県日光市|元和3年3月15日|<竣工>日光東照宮
1617年4月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾙｲ13世と対立していた摂政ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの寵臣､ｲﾀﾘｱ人ｺﾝﾁｰﾆがﾙｰ
  ﾌﾞﾙ宮で暗殺される/ﾙｲ13世の母のﾏﾘｰもﾌﾞﾛﾜに追放となる
1617年4月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｬｺﾓ｣(~16190429)
1617年4月30日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島弁務官｢Edward Conway卿｣｢William Bi
  rd｣(~7月)
1617年5月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|元和3年3月26日|<死去>末吉孫左衛門､大阪の豪商･朱印船貿易家(生年
  1570年)
1617年5月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~16190826退位)神聖ﾛｰﾏ皇帝
1617年5月16日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾃｨｱｽ2世･ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｽｷｰ｣神聖ﾛｰﾏ皇帝
1617年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~16491204死去)
1617年6月1日-09:00|日本|山口県下松市|元和3年4月28日|<分封>周防下松藩3万石｢毛利就隆｣(後4万5千石⇒慶
  安3(1650)年6月10日周防徳山藩へ)
1617年6月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾅｯｶｼｭ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~16180506)
1617年6月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとｽﾍﾟｲﾝのﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家が､王位継承の相互条約を結ぶ
1617年6月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで､建築家ｱﾌﾒﾄ･ｱｰによるｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾒﾄ･ｼﾞｬｰﾐｰ(ﾌﾞﾙｰ･ﾓｽｸ)が完成し､落成式
  が行われる
1617年6月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾗｰｼﾞｬ･ｵﾃﾞﾔ1世｣
1617年6月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ6世｣ﾗｰｼﾞｬ･ｵﾃﾞﾔ1世の孫(~16370502
  死去)
1617年6月20日-09:00|日本|静岡県静岡市|元和3年5月17日|久能山東照宮創建(静岡県)
1617年6月23日-09:00|日本|  ||元和3年5月20日|幕府が諸駅の人馬宿賃を走める
1617年6月29日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世冬王｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯(1期目~16190819)
1617年7月1日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾏﾇｴﾙ｣(~1621年)
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1617年7月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾟﾗのﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族も反乱｡ﾍﾞﾚﾝの要塞を攻撃し白人14人を殺害.Diogo Botelho
  はﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族最大の集落ｸｼﾞｭを破壊｡この戦いで指導者のｸﾞｱｲﾐｱﾊﾞが戦死.残存勢力はｸﾞｱﾏ川流域で再編成さ
  れる
1617年7月3日-09:00|日本|兵庫県揖保郡太子町|元和3年6月|<移封>摂津国内1万石｢池田重利(頼広)｣(下間頼竜
  の嫡子)⇒播磨鵤藩1万石(⇒寛永3(1626)年､陣屋を設置､播磨新宮藩1万石立藩)
1617年7月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ｱﾀﾞﾑ･ｳﾞｧﾂﾜﾌ｣
1617年7月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾌﾘﾃﾞﾘｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~16250819死去)
1617年7月19日-09:00|日本|長野県須坂市|元和3年6月17日|<死去>信濃須坂藩12053石｢堀直重｣⇒長男｢堀直升｣
  が継ぐ(下総国香取郡矢作2000石のうち次弟の堀直昭に1000石､三弟の直久と末弟の直秀に500石ずつを分知し
  10053石⇒寛永14年3月17日(16370412)死去)
1617年8月2日-09:00|日本|岡山県高梁市|元和3年7月|<加増転封>因幡若桜22900石｢山崎家治｣以後鳥取藩領⇒備
  中国成羽藩3万5000石(~寛永15(1638)年4月15日肥後富岡4万石へ)
1617年8月2日-09:00|日本|東京都千代田区|元和3年7月1日|<死去>常陸･下総･上総･相模国内2万6000石｢内藤清
  次｣老中⇒次弟の｢内藤清政｣が家督を継ぐ(⇒元和8(1622)年9月､安房勝山藩3万石に加増移封)
1617年8月4日-09:00|日本|千葉県柏市|元和3年7月3日|<改易>下総船戸藩1万石｢本多正重｣嗣幼､2000石減封旗本
  に降格
1617年8月15日-09:00|日本|大阪府高槻市|元和3年7月14日|<加増移封>下総相馬郡守谷1万石｢土岐定義｣⇒摂津
  高槻2万石(~元和5年1月8日(16190222)死去)
1617年8月15日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|元和3年7月14日|<加増移封>摂津高槻藩4万石｢内藤信正｣⇒伏
  見城代(摂津国内)5万石(⇒元和5(1619)年7月19日大坂城代)
1617年8月15日-09:00|日本|静岡県掛川市|元和3年7月14日|<所領返上>遠江掛川藩3万石｢松平(久松)定行｣(伊勢
  桑名藩｢松平定勝｣の世子になり幕府に還付⇒寛永元年3月14日(16240501)伊勢桑名藩11万石を継ぐ)
1617年8月15日-09:00|日本|兵庫県姫路市|元和3年7月14日|<加増移封>伊勢桑名藩10万石｢本多忠政｣⇒播磨姫路
  藩15万石(⇒寛永8(1631)年8月10日死去)
1617年8月15日-09:00|日本|兵庫県姫路市|元和3年7月14日|<拝領>播磨姫路新田藩10万石｢本多忠刻｣千姫との婚
  姻に際し化粧料(⇒5月7日(16260630)結核のため死去無嗣断絶)
1617年8月15日-09:00|日本|三重県桑名市|元和3年7月14日|<加増移封>山城伏見藩5万石｢松平(久松)定勝｣⇒伊
  勢桑名藩11万7千石(⇒寛永元(1624)年3月14日死去)
1617年8月21日-09:00|日本|愛媛県大洲市|元和3年7月20日|<移封>伯耆米子藩6万石｢加藤貞泰｣⇒伊予大洲藩6万
  石(~元和9年5月22日(16230619)死去)
1617年8月21日-09:00|日本|群馬県高崎市|元和3年7月20日|<加増移封>常陸土浦藩35000石｢松平(藤井)信吉｣⇒
  上野高崎藩5万石(⇒元和5(1619)年7月19日丹波篠山5万石へ)
1617年8月21日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|元和3年7月20日|<移封>因幡鹿野藩43000石｢亀井政矩｣鳥取
  藩領に収公⇒石見津和野藩43468石(⇒元和5年8月15日(16190922)死去)
1617年8月21日-09:00|日本|長野県飯田市|元和3年7月20日|<加増移封>伊予大洲藩53500石｢脇坂安元｣⇒信濃飯
  田藩55000石(⇒承応2(1653)年12月3日死去)
1617年8月22日-09:00|日本|  ||元和3年7月21日|幕府､寺社法度､転封(大名の異動)に関する法度制定
1617年8月22日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|元和3年7月21日|<加増>上野伊勢崎藩52000石｢酒井忠世｣上野厩橋
  藩に統合
1617年8月22日-09:00|日本|群馬県前橋市|元和3年7月21日|<死去>上野厩橋藩33000石｢酒井重忠｣⇒嫡男｢酒井忠
  世｣が継ぐ(それまでの領地52000石と併せて85000石⇒元和5(1619)年10月､上野国碓氷郡里見領1万石加増され
  95000石)
1617年8月22日-09:00|日本|東京都千代田区|元和3年7月21日|<就任>老中｢酒井忠世｣(~寛永11年閏7月21日)
1617年8月26日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|元和3年7月25日|<加増移封>近江膳所藩3万石｢松平(戸田)氏鉄｣⇒摂
  津尼崎藩5万石(⇒寛永12(1635)年7月28日､美濃大垣10万石へ)
1617年8月26日-09:00|日本|兵庫県姫路市|元和3年7月25日|<移封>摂津尼崎藩1万石｢建部政長｣⇒播磨林田藩1万
  石(⇒寛文7(1667)年8月28日､隠居)
1617年8月29日-09:00|日本|長野県松本市|元和3年7月28日|<加増移封>上野高崎藩5万石｢松平(戸田)康長｣⇒信
  濃松本藩7万石(⇒寛永9年12月12日(16330121)死去)
1617年8月29日-09:00|日本|兵庫県明石市|元和3年7月28日|<加増移封>信濃松本藩8万石｢小笠原忠真｣⇒播磨明
  石藩10万石(⇒寛永9(1632)年10月11日豊前小倉15万石)
1617年9月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで一般平和に対する条約
1617年9月25日-09:00|日本|京都府京都市|元和3年8月26日|<死去>後陽成天皇(上皇)/47歳(誕生:元亀2(1571)12
  15)107代天皇
1617年9月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾊﾟﾘ条約を確認するﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ条約
1617年9月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾙｺ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国と和平
1617年9月30日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|元和3年9月|<加増移封>武蔵鳩ヶ谷藩22000石｢阿部正次｣⇒
  上総大多喜藩3万石(⇒元和5(1619)年9月､相模小田原5万石)
1617年9月30日-09:00|日本|兵庫県たつの市|元和3年9月|<移封>上総大多喜藩5万石｢本多政朝｣⇒播磨龍野藩5万
  石(⇒寛永3(1626)年3月6日播磨姫路藩15万石)
1617年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾗｯﾀﾝﾂｨｵ･ｳﾞｧｯﾘ｣
1617年10月12日-09:00|日本|京都府京都市左京区|元和3年9月13日|京都黒谷堂全焼
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1617年10月30日-09:00|日本|愛知県西尾市|元和3年10月|<加増移封>下総板橋藩1万石｢松平成重｣⇒三河西尾藩2
  万石(⇒元和7(1621)年7月丹波亀山藩22200石へ)
1617年10月30日-09:00|日本|愛媛県大洲市|元和3年10月|大洲藩主加藤貞泰､菩提寺指月山曹渓院を伯耆国米子
  より大洲に移す
1617年10月30日-09:00|日本|滋賀県大津市|元和3年10月|<加増移封>三河西尾藩2万石｢本多康俊｣⇒近江膳所藩3
  万石(⇒元和7(1621)年2月7日死去)
1617年10月30日-09:00|日本|三重県津市|元和3年10月1日|<加増>伊勢津藩27万石｢藤堂高虎｣+伊勢田丸城5万石+
  弟｢正高｣が下総国で拝領していた3000石編入⇒合計32万3千石(⇒寛永7(1630)年10月5日死去)
1617年10月31日-09:00|日本|長崎県長崎市|元和3年10月2日|神ﾉ島の沖合にある高鉾島で宣教師をかくまうｶﾞｽﾊ
  ﾟﾙ上田彦次郎､ｱﾝﾄﾞﾚｱ吉田が処刑される
1617年11月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾙｲｽ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~1621年)
1617年11月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｶﾞｲｱﾅ|  |||ﾛｰﾘが第2回ｷﾞｱﾅ探検に出発
1617年11月13日-09:00|日本|茨城県笠間市|元和3年10月15日|<移封>上野小幡藩17000石｢永井直勝｣⇒常陸笠間
  藩32000石(後52000石⇒元和8(1622)年12月7日下総古河72000石)
1617年11月13日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|元和3年10月15日|<拝領>上野小幡藩2万石｢織田信良｣(大和宇
  陀松山藩｢織田信雄｣より分与⇒寛永3(1626)年5月17日死去)
1617年11月13日-09:00|日本|奈良県宇陀市|元和3年10月15日|<分与>大和宇陀松山5万石｢織田信雄｣四男｢信良｣
  に上野小幡藩2万石⇒3万石(⇒寛永7(1630)年4月30日死去)
1617年11月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｺｳﾁｰﾆｮ､ｺﾝﾃﾞ･ﾃﾞ･ﾚﾄﾞﾝﾄﾞ｣(~161911
  11死去)
1617年11月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第14代ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾒﾄ1世｣
1617年11月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第15代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ1世｣先代の弟.13代ﾒﾌﾒﾄ3世の子(~16180226
  廃位)
1617年12月16日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ﾗﾌﾟﾗﾀ地方,ｱｽﾝｼｵﾝ地域とﾌﾞｴﾉｽ･ｱｲﾚｽ地域に分割される
1617年12月16日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾗｸﾞｱｲはﾁｬﾙｶｽ[ﾍﾟﾙｰ北部]大審問院に従属(1661~1667年､ﾌﾞﾈｵｽｱｲﾚ
  ｽに従属)
1617年12月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|元和3年11月22日|六条柳町遊郭惣中の要請で,柳町以外での遊女屋
  が禁止される
1617年12月28日-09:00|日本|千葉県野田市|元和3年12月|<移封>越後三条藩2万石｢松平重勝｣⇒下総関宿藩26000
  石(⇒元和5(1619)年10月､遠江横須賀藩26000石)
1618年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Herman van Speult｣(~1625年)
1618年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<退位>ﾊﾟｼﾞｬﾝ君主｢Pangeran Benawa2世｣ﾏﾀﾗﾑに統合
1618年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｿﾛｰﾙ島は､ｵﾗﾝﾀﾞ人が占領(~1629年)
1618年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｲﾁｪｰﾀｰ2世｣(~1628年死去)
1618年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||ｸﾒｰﾙ王国がｳﾄﾞﾝに新都を建設
1618年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾗｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞｰﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1701年)
1618年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ･ﾃﾞ･ｻ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(1期目~1622年)
1618年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾗｰﾏﾃﾞｰｳﾞｧﾗｰﾔ｣
1618年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｼﾞｬﾌﾅのﾀﾐﾙ王国ﾔﾙﾊﾟｰﾅﾑで､ｶﾄﾘｯｸ信者による反乱が発生
1618年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ferhad Pasha｣(~同年)⇒｢Abaza Mehmed Pasha｣(~16
  19年)
1618年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾚﾌｹﾘ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｹｲﾌｧｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1619
  年)
1618年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1621年)
1618年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mehmed Pasha al-Djuqadar｣(~同年)⇒｢Hafiz Ahme
  d Pasha｣(2期目~1619年)
1618年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女公｢ｱﾝ｣(~1638年)､ｵﾏｰﾙ公｢ｱﾝﾘ｣ｱﾝと結婚(~16320710死去)
1618年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾙのﾏﾋ国摂政｢ｱﾃﾞｨｸﾞﾌﾞﾘ｣(~1657年)
1618年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Domingo de Ochoa｣(~1619年)
1618年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ帝国皇帝｢ｱｽｷﾔ･ﾀﾞｳﾄﾞ2世｣(~1635年)
1618年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||彗星が出現
1618年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｯﾁ｣(~16190324死去)
1618年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Diego de Vega Bazan｣(~1621年)
1618年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Diego II de Guzman Ayala y Castilla｣(~1653.10)
1618年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾄﾞﾆｰ｣(~16260713死去)
1618年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ｣(~16220413)
1618年 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾏｲﾙｽ･ｹﾝﾄﾞｰﾙ｣(~1919.10)
1618年1月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ｳｼﾞｮｱ･ｲ･ﾚﾓｽ｣(~16201208没)
1618年1月16日-09:00|日本|京都府京都市|元和3年12月20日|本願寺の浴室から失火火災､堂舎過半数が焼失
1618年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定19年|<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Aih Khang｣(~1622年)
1618年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･隆泰1年|大越莫朝･隆泰と改元(~1625)
1618年1月27日-09:00|日本|長野県伊那市|元和4年|<加増>信濃高遠藩2万5千石｢松平(保科)正光｣⇒3万石(⇒寛
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  永8(1631)年10月7日死去)
1618年1月27日-09:00|日本|東京都千代田区|元和4年1月1日|江戸城大奥に男子禁制や夕刻六つの門限などの大
  奥法度を発布
1618年2月-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~1619年)
1618年2月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世敬虔公｣
1618年2月3日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾌﾗﾝﾂ｣(~16201127死去)
1618年2月6日-09:00|日本|山梨県甲府市|元和4年1月11日|<拝領>甲斐甲府藩23万8千石｢徳川忠長｣徳川秀忠の三
  男(⇒寛永9(1632)年10月20日改易)
1618年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢鄭仁弘｣(~16190426)
1618年2月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｳｨﾚﾑ｣
1618年2月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾆｴ(ｵﾗﾝｼﾞｭ)公｢ﾏｳﾘｯﾂ｣ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｳｨﾚﾑの弟､ｵﾗﾝﾀﾞ総督(~16250423死去)
1618年2月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第16代ｽﾙﾀﾝ｢ｵｽﾏﾝ2世｣先代の甥.14代ｱﾌﾒﾄ1世の子(~16220519廃
  位.翌日殺害される)
1618年2月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ｵｽﾏﾝ帝国第15代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ1世｣
1618年3月5日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾕｰﾊﾝ｣
1618年3月8日-09:00|日本|  ||元和4年2月12日|幕府が撰銭および金銀売買を禁制する
1618年3月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第92代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾝﾎﾞ｣
1618年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1618年3月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~1670年)
1618年3月30日-09:00|日本|東京都千代田区|元和4年3月4日|幕府が江戸城内に紅葉山東照官を造営(4月17日に
  は神体を移す遷宮を行う)
1618年3月31日-09:00|日本|茨城県土浦市|元和4年3月5日|<移封>上野白井藩2万石｢西尾忠永｣⇒常陸土浦藩2万
  石(⇒元和6(1620)年1月14日死去)
1618年3月31日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|元和4年3月5日|幕府が将軍秀忠の実弟で改易された松平忠輝を伊勢
  朝熊の配所から飛騨へ移す
1618年3月31日-09:00|日本|群馬県渋川市|元和4年3月5日|<拝領>上野白井藩1万石｢本多紀貞｣(~元和9(1623)年4
  月26日死去無嗣断絶)
1618年3月31日-09:00|日本|埼玉県北足立郡伊奈町|元和4年3月5日|<死去>武蔵小室13000石｢伊奈忠政｣⇒長男｢
  伊奈忠勝｣が継ぐ(~翌年8月16日死去無嗣断絶)
1618年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｧﾌﾞﾘﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾚ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1618年4月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第93代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ﾄﾞﾅ｣(~5.8死去)
1618年4月6日-09:00|日本|長野県長野市|元和4年3月11日|<移封>越後高田藩10万石｢酒井忠勝｣⇒信濃松代藩10
  万石(~元和8(1622)年出羽庄内鶴岡藩13万8000石)
1618年4月6日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|元和4年3月11日|<加増移封>美濃十七条藩1万石｢稲葉正成｣⇒越後糸
  魚川藩2万石(越後高田25万石｢松平忠昌｣附家老⇒寛永元(1624)年4月15日蟄居)
1618年4月6日-09:00|日本|新潟県上越市|元和4年3月11日|<加増移封>信濃川中島藩12万石｢松平忠昌｣⇒越後高
  田藩25万石(~寛永1(1624)年4月15日宗家を相続し越前北ﾉ庄50万5280石へ)
1618年4月30日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Jan Pieterszoon Coen｣(1期目~16230201
  )
1618年5月1日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｲｪﾝｽ･ﾕｴﾙ･ﾃｨﾙ･ｹﾙﾄｺﾞｰ｣(~16290430)
1618年5月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾗｶｼｭ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1621年2月)
1618年5月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第93代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ﾄﾞﾅ｣
1618年5月9日-08:00|中国|  ||金･天命3年;明･万暦46年4月15日|愛新覚羅ﾇﾙﾊﾁが明と開戦し､撫順を占領
1618年5月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ﾖﾊﾈｽ･ｹﾌﾟﾗｰが惑星の運動に関する第3法則(諸惑星の周期の2乗
  がそれぞれの軌道半径の3乗に比例する)を解明
1618年5月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第94代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~16230812死去)
1618年5月17日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｺﾞﾝｺﾞﾗ･ｲ･ｴﾘｻﾞﾙﾃﾞ｣(~16230521
  )
1618年5月18日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ暫定総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~16211021)
1618年5月23日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱの首都ﾌﾟﾗﾊの王宮前に､千人をこえる武装した新教徒たちがおし
  かけ､皇帝の代官たちを18ﾒｰﾄﾙの高さから突落とす刑を加える(30年戦争の引き金)
1618年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢John George1世｣
1618年5月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢John Casimir｣(~16600915死去)
1618年5月24日-09:00|日本|東京都台東区|元和4年4月|二代将軍秀忠により浅草東照宮創建(浅草寺境内,火災で
  焼失､現二天門が残る)
1618年5月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||印度･ﾎﾟﾝﾍﾟｲ地震(M6.9)､死者2千人
1618年5月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ﾙﾌﾟ･ﾒﾍﾃﾞｨﾝｼｱﾇ｣(~8.14)
1618年6月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|元和4年4月9日|<加増移封>越後長峰藩5万石｢牧野忠成｣⇒越後長岡藩6
  万石(⇒承応3(1654)年12月16日死去)
1618年6月1日-09:00|日本|新潟県妙高市|元和4年4月9日|<改易>越後本庄藩9万石｢村上忠勝｣(村上頼勝養子)松
  平忠輝事件連座､丹波篠山に幽閉
1618年6月1日-09:00|日本|新潟県村上市|元和4年4月9日|<加増移封>越後長岡藩8万石｢堀直竒｣⇒越後村上藩10
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  万石(⇒寛永13(1636)年､隠居)
1618年6月2日-09:00|日本|新潟県上越市|元和4年4月10日|<死去>越後高田藩10万石｢酒井家次｣⇒長男｢酒井忠勝
  ｣が嗣ぐ(⇒翌年3月信濃松代藩10万石)
1618年6月13日-09:00|日本|茨城県行方市|元和4年4月21日|<死去>常陸麻生藩27300石｢新庄直定｣⇒長男｢新庄直
  好｣が継ぐ(~寛文2年7月22日(16620904)死去)
1618年6月25日-09:00|日本|山口県萩市|元和4年5月3日|<死去>雲谷等顔(画家･雲谷派の祖)[1547年生～](享年7
  1)
1618年7月1日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~16370215死去)
1618年7月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~16370215没)
1618年7月3日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｧﾊﾙﾄﾞ｣(~1624.7死去)
1618年7月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Pedro da Silva｣(~16221028)
1618年7月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｱﾎﾞｯﾄ｣(~
  16201214)
1618年7月24日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元和4年6月3日|<死去>肥前佐賀藩32万石｢鍋島直茂｣病死⇒長男｢鍋島
  勝茂｣が継ぐ(⇒明暦3(1657)年3月24日死去)
1618年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~16300624死去)
1618年8月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｻﾘﾅｽ｣(~16241028)
1618年8月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣(~16260303死去)
1618年8月12日-09:00|日本|長野県|元和4年6月22日|<死去減封>信濃近藤藩1万石｢近藤政成｣嗣子幼少⇒旗本500
  0石となり廃藩(嫡子重直はわずか7歳であったため)
1618年8月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｶﾞｳﾞﾘﾙ･ﾓｷﾞﾗ｣(~1620年8月)
1618年8月16日-09:00|日本|京都府京都市|元和4年6月26日|板倉勝重がｷﾘｽﾄ教宣教師を処刑
1618年8月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||ｲﾀﾘｱ､ｽｲｽで地震､山崩れ､死者1200人
1618年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ朝)｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣65歳
1618年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ朝)｢ﾖｰﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯.ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌ
  ﾘｰﾄﾞﾘﾋの娘ｱﾝﾅと結婚(~16191223死去47歳)
1618年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ﾋﾟｳﾛで土砂災害､天然ﾀﾞﾑ､死者2千人
1618年9月9日-09:00|日本|鳥取県日野郡日野町|元和4年7月21日|<改易>伯耆黒坂藩5万石｢関一政｣領内騒擾､養
  子に5000石安堵
1618年9月19日-09:00|日本|茨城県土浦市|元和4年8月|<移封>上野白井｢西尾忠永｣→常陸土浦2万石/次に忠昭が
  嗣ぐ(~慶安2年駿河田中へ)
1618年9月24日-09:00|日本|京都府京都市中京区|元和4年8月6日|六角堂火災
1618年9月26日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝のｽﾙﾀﾝのｵｽﾏﾝ2世が､ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝と和平条約を
  結び､ｸﾞﾙｼﾞｱとｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝを割譲
1618年9月28日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||世界初の質屋がﾍﾞﾙｷﾞｰ･ﾌﾞﾘｭｯｾﾙに登場
1618年9月29日-09:00|日本/ｲﾀﾘｱ|長崎県|元和4年8月11日|幕府がｲﾀﾘｱ船の寄港地を平戸･長崎に限定
1618年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｵ･ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1618年10月19日-09:00|日本|愛知県蒲郡市|元和4年9月|<立藩>三河形原藩1万石｢松平家信｣(三州形原本領に合
  わせ房州にて別に釆邑5千石加増⇒翌年9月摂津高槻2万石へ)
1618年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾙﾀｰ･ﾛｰﾘｰ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの廷臣､作家､詩人､探検家(生年1552年または15
  54年)
1618年11月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ伯｢Maximilian3世｣
1618年11月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Leopold5世｣(~16320913死去)
1618年11月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ3世｣ﾛｰﾏ皇帝ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世(~1637年)､前方ｵｰｽﾄ
  ﾘｱ大公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ5世｣(~1632年)
1618年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯兼ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ家)ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ[ﾖｰﾊﾝ･ｼﾞｷﾞ
  ｽﾑﾝﾄとｱﾝﾅの息子](~16401201死去45歳)
1618年11月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,長い銀の尾を引いた彗星出現
1618年11月19日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾑ大統領｢ｼﾞｮﾝ･Jourdain｣(~16190717)
1618年12月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｭﾘｵ･ｶｯﾁｰﾆ､ｲﾀﾘｱの作曲家(生年1545年頃)
1618年12月11日-04:00|ﾛｼｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国とﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ国がﾃﾞｳﾘﾉの休戦(ﾃﾞｳﾘﾉの和
  約､ﾃﾞｳﾘﾉ条約､1619年1月4日に発効)/この条約によりﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国は東へ領土を伸ばした
1618年12月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Juan Alvarez de Eulate｣(~1625.12)
1619年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｶﾀﾞﾑ･ｼｬｰ｣
1619年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ2世｣(~1627年没)
1619年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Kudarat｣(~1671年)
1619年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｱﾝﾊﾞﾘｱﾗ国
1619年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Cankili II｣ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ軍隊に捕らえられ､王国滅亡
1619年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾝｽ･ﾃﾞ･ﾍｲｽﾞ｣(2度目~1620年)
1619年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝がﾊﾞﾘｰﾄﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝を併合
1619年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ7世｣
1619年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾓﾝ2世｣(~1630年ｶﾍﾃｨに併合)
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1619年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｷﾙ･ｽﾊﾞｼｰ｣(~1623年)
1619年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｾﾞｰﾉ｣(~1621年)
1619年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾐﾃﾞｨ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1620年解雇)
1619年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Mustafa Pasha3世｣(~1620年)
1619年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄで疫病･飢饉がひろがる
1619年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｼｪﾘﾌ･ｺｻ｣(~1621年)
1619年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Diego de Leyva｣(~1620年)
1619年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾖﾊﾝ･ｴﾒﾘｯﾋ･ﾘｸﾞﾉﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾛｽｳﾞｧﾙﾃﾞﾝ｣(~1626年)
1619年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊｰﾝ｣(2回目~1620年)
1619年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾆｺﾗ･ｺﾞﾔｺｳﾞｨｯﾁ｣
1619年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞがｽﾏﾄﾗ南部のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝに商館を建設
1619年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの天文学者ｹﾌﾟﾗｰが｢世界の調和｣を刊､惑星第3法則
1619年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾗﾏﾝ人彫刻家ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾃﾞｭｹﾉﾜにより小便小僧製作(ﾍﾞﾙｷﾞｰﾌﾞﾘｭｯｾﾙ市)
1619年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢John Fleming｣
1619年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢John Fleming｣(~1650年死去)
1619年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏｰﾁ伯｢ｴｽﾞﾒ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~16240730死去)
1619年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Manuel Luis Baltasar da Camara｣
1619年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Rodrigo da Camara｣(~16620430死去)
1619年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣
1619年1月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族､ﾍﾞﾚﾝの砦を正面攻撃｡新任のJeronimo Fragoso de Albuquerque
  が兵100名+先住民兵士とともに防衛｡大砲と火縄銃の威力の前に､司令官｢老婆の髪｣が死亡､残りはｼﾞｬﾝｸﾞﾙに
  逃げ込む
1619年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾆｺﾗｽ･ﾋﾘｱｰﾄﾞ､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの金銀細工師･ﾐﾆｱﾁｭｰﾙ作家(生年1547年頃)
1619年1月9日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ･ｲ･ｸﾞｽﾏﾝ｣(~16241231)
1619年1月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣
1619年1月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｼｵﾌｨﾗｽ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~16670521死去)
1619年1月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｵｷｭｽﾞ･ｶﾗ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~12.23)
1619年2月11日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾅｸｿｽ公爵ｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｸﾞﾗﾃｨｱｰﾆ｣(~16200910没)
1619年2月14日-08:00|中国|  ||明･万暦47年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｼｭｼﾞｬｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣)暗殺される
1619年2月14日-08:00|中国|  ||明･万暦47年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｸﾗｲｼｭ｣ｼｭｼﾞｬｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞの従兄弟(~9日で殺
  害される)⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗﾃｨｰﾌ(ｱﾊﾟｸ)｣ｼｭｼﾞｬｰｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞの子(~1631年､死去)
1619年2月14日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ､ﾄﾙﾋｰﾖ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.5)､死者200人
1619年2月15日-09:00|日本|愛知県豊田市|元和5年|松平尚栄が松平東照宮創建(松平氏館跡)
1619年2月15日-09:00|日本|大阪府豊中市|元和5年|<交替>摂津麻田藩1万石｢青木一重｣隠居⇒養子｢青木重兼｣が
  継ぐ(⇒寛文12(1672)年12月9日､隠居)
1619年2月15日-09:00|日本|神奈川県足柄下郡箱根町|元和5年|箱根に関所を設置
1619年2月15日-09:00|日本|千葉県市原市|元和5年|<加増立藩>各所5千石｢永井尚政｣⇒上総潤井戸藩1万5千石(~
  寛永2年12月29日(16260127)下総古河藩89000石)
1619年2月15日-09:00|日本|東京都足立区|元和5年|身延山久遠寺末として清亮寺創建
1619年2月15日-09:00|日本|広島県福山市|元和5年|水野氏,福山城下町建設のため安那郡神辺より大念寺を,沼
  隈郡神村より洞林寺を城下に移転させる
1619年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||母后ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽが､不平派貴族と結んでﾙｲ13世に反抗
1619年2月22日-09:00|日本|茨城県守谷市|元和5年1月8日|<死去減移封>摂津高槻藩2万石｢土岐定義(明智土岐氏
  )｣⇒長男｢土岐頼行｣が継ぐ⇒下総相馬藩1万石(幼少のため⇒寛永5(1628)年2月10日出羽上山25000石)
1619年3月-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾇｰﾉ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾍﾟﾚｲﾗ
  ｣(2回目~1623年)
1619年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣(~16390612死去)
1619年3月14日-09:00|日本|京都府京都市|元和5年1月28日|幕府が公家衆の行うべき諸芸稽古の式目･課目を定
  め､公家に対する幕府の統制を強める
1619年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｸﾙｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ｽｺｯﾄ｣(~16331120死去)
1619年3月16日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦47年2月|朝鮮が明に救援軍を派遣し､ﾇﾙﾊﾁの後金と戦う
1619年3月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｸﾛｱﾁｱ/ﾁｪｺ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ国王･ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大
  公｢ﾏﾃｨｰｱｽ｣兼ｸﾛｱﾁｱ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾏﾃｨｱｽ2世｣62歳(誕生15570224)
1619年3月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国牧師｢ﾗｲﾝ川のﾌﾟﾌｧﾙﾂ伯爵ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世(2
  回目)｣｢ｻﾞｸｾﾝ伯･ｻﾞｸｾﾝ公ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ1世(2回目)｣(~8.28)
1619年3月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~16370215没)
1619年3月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾏﾃｨｱｽは死にﾌｧﾙﾂ選定侯ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ5世冬王をﾎﾞﾍﾐｱ王として選ぶ(~1620年1
  1月8日の白山の戦いで敗れ退位)
1619年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｯﾁ｣
1619年3月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾘｯﾁ｣先代の息子(~16580419死去)
1619年3月28日-09:00|日本|島根県浜田市|元和5年2月13日|<移封>伊勢松阪藩55000石｢古田重治｣⇒石見浜田藩5
  4000石(⇒元和9(1623)年5月隠居)
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1619年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｱﾝﾆﾊﾞﾚ･ｺﾞｼﾞ｣
1619年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾋｭｰﾑ伯｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾋｭｰﾑ｣
1619年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾋｭｰﾑ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾋｭｰﾑ｣(~1633年死去)
1619年4月15日-09:00|日本|長野県長野市|元和5年3月|<加増移封>越後高田藩10万石｢酒井忠勝｣⇒信濃松代藩10
  万石(⇒元和8(1622)年6月7日出羽庄内藩13万8000石に加増移封)
1619年4月17日-08:00|中国|  ||金･天命4年;明･万暦47年3月4日|明軍がｻﾙﾌの戦いで後金軍に大敗
1619年4月26日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢朴承宗｣(~16230413)
1619年5月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾝ王国はｲｷﾞﾘｽと結び､ｸｰﾝ総督率いるVOC商館を攻撃したが､失敗/ｲｷﾞ
  ﾘｽはｼﾞｬｶﾄﾗ全体を領有し｢ﾊﾞﾀｳﾞｨｱ｣と名付けた(現ｼﾞｬｶﾙﾀ)
1619年5月1日-09:00|日本|熊本県八代市|元和5年3月17日|肥後(熊本)八代で地震(M6.0)卯の刻と牛刻の2回の地
  震で旧八代城(麦島城)が倒壊､竹田城(大分県)が破損
1619年5月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾃﾞｭﾗｯｿﾞ｣(~16210502)
1619年5月2日-09:00|日本|茨城県つくば市|元和5年3月18日|<死去>常陸谷田部藩16200石｢細川興元｣⇒長男｢細
  川興昌｣が継ぐ(⇒寛永20(1643)年3月22日死去)
1619年5月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｴ･ﾒﾝﾄﾞﾝｶ､ｻﾘﾅｽ伯､ｱﾚﾝｹ
  ﾙ侯｣(~16210901)
1619年5月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｼﾞｬｶﾙﾀはほとんど燃え､残部はﾊﾞﾀﾋﾞｱと改名
1619年6月1日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan de Vargas Asejas｣(~1625年)
1619年6月5日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ｽｲｽ|  |||ﾄｩﾙﾝ伯が､ﾎﾞﾍﾐｱ新教軍を率いてｳｨｰﾝに侵攻
1619年6月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ﾓｽｸﾜと全ﾙｰｼ総主教ﾌｨﾗﾚｯﾄ･ﾆｷﾃｨｯﾁ｣ﾐﾊｲﾙの父/共同統治(~163310
  01没)
1619年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣2代ﾊﾐﾙﾄﾝ侯･4代ｱﾗﾝ伯(~16250302死去
  )
1619年6月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｱｯﾃｨﾘｵ･ｻﾞﾉｰﾋﾞに新式時計の特許
1619年6月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定20年5月12日|<死去>後黎朝(大越)後期第5代皇帝｢敬宗黎維新｣
1619年6月23日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･弘定20年5月12日|<即位>後黎朝(大越)後期第6代皇帝｢神宗黎維祺｣(
  1期目~1643.11譲位)
1619年6月26日-09:00|日本|  ||元和5年5月15日|幕府が､町人や浪人が武家の宅地に居住することを禁じる
1619年6月27日-09:00|日本|愛知県名古屋市|元和5年5月16日|<加増>尾張名古屋藩47万2344石｢徳川義俊｣⇒56万
  3206石(⇒元和7(1621)年6月18日､名を義直と改める)
1619年6月27日-09:00|日本|岐阜県海津市|元和5年5月16日|<拝領>美濃今尾藩3万8000石｢竹腰正信｣徳川義直の
  異父兄(徳川義直の附家老となる⇒正保2年4月30日(16450525)死去)
1619年7月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾔｺﾌﾞ･ﾎﾟﾝﾄｩｿﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞﾙﾃﾞｨ｣(~1622年)
1619年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ管理者｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾟﾛｴﾝｻ｣(~1620年7月)
1619年7月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族の反乱部隊,ﾍﾞﾚﾝの要塞を攻撃.この戦いで指導者のｸﾞｱｲﾐｱﾊﾞが戦
  死
1619年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾌﾗﾝﾂ2世｣
1619年7月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~16560118死去)
1619年7月6日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾊﾞｼﾞｪﾎ/ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾃﾞ
  ･ｹﾛ｣(~16200814)
1619年7月11日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･永祚1年6月|後黎朝(大越)後期第6代皇帝｢神宗黎維祺｣永祚と改元(~
  1629年旧3月)
1619年7月12日-09:00|日本|長野県上高井郡高山村|元和5年6月2日|<減移封>安芸広島藩49万8223石｢福島正則｣
  ⇒信濃高井野藩45000石隠居⇒嫡男｢福島忠勝｣が継ぐ(~元和6年9月14日(16201009)死去)
1619年7月17日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾑ大統領代理｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｳｴﾙ｣(~同年)⇒｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･Towerson｣
  (~1620年)
1619年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢Richard Preston｣(~16281010死去)
1619年7月30日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ植民地議会が創設される
1619年7月31日-01:00|ﾁｪｺ|  |||統合領邦議会において､ﾎﾞﾍﾐｱ国家(ﾎﾞﾍﾐｱ･ﾓﾗﾋﾞｱ･ｼﾚｼﾞｱ･上下ﾗｳｼﾞｯﾂからなる連
  邦)の新しい憲法が承認され､貴族の国王に対する優位･非ｶﾄﾘｯｸ多数派のｶﾄﾘｯｸ少数派に対する優位が保証され
  た
1619年8月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾘｰ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ軍がｱﾝｼﾞｪﾙでﾙｲ13世軍に敗れる
1619年8月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,貧困貴族の教育のために､ｼﾞｭﾃﾞｯｶに貴族ｱｶﾃﾞﾐｰを設置
1619年8月19日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾙﾎﾟﾜのｳﾞｧｰﾂﾗﾌ･ｳﾞｨﾚﾑ･ﾙﾎﾟﾌｽｷｰ｣取締役会議長(~11.4)
1619年8月19日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<廃位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣
1619年8月21日-09:00|日本|大阪府大阪市|元和5年7月12日|<移封>伏見城代(摂津国内)5万石｢内藤信正｣⇒大坂
  城代(新設~寛永3年4月6日)(⇒寛永2(1625)年知行を近江･山城･紀伊5万石に移される⇒寛永3年4月28日(16260
  523)死去)
1619年8月27日-09:00|日本|広島県広島市|元和5年7月18日|<加増移封>紀伊和歌山藩37万6560石｢浅野長晟｣⇒安
  芸広島藩42万6500石(⇒寛永9(1632)年9月3日死去)
1619年8月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世の
  孫(ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公~16370215死去58歳)､ｹﾙﾝﾃﾝ公領は再び他のﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家領と統合された/以
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  後神聖ﾛｰﾏ皇帝がｹﾙﾝﾃﾝ公を兼ねた
1619年8月28日-09:00|日本|大阪府岸和田市|元和5年7月19日|<移封>丹波篠山藩50020石｢松平(松井)康重｣⇒和
  泉岸和田藩6万石(⇒寛永17(1640)年6月27日死去)
1619年8月28日-09:00|日本|京都府南丹市|元和5年7月19日|<移封>但馬出石藩29700石｢小出吉親｣⇒丹波園部藩2
  8000石(⇒寛文2(1662)年､養子｢吉直｣に3千石を分知し25000石)
1619年8月28日-09:00|日本|静岡県掛川市|元和5年7月19日|<移封>常陸下妻藩3万石｢(松平)久松定綱｣⇒遠江掛
  川藩3万石(~元和9(1623)年閏8月20日山城淀藩35000石)
1619年8月28日-09:00|日本|静岡県袋井市|元和5年7月19日以降|<移封>下野富田藩1万石｢北条氏重｣⇒遠江久野
  藩1万石(~寛永17(1640)年9月28日下総関宿2万石)
1619年8月28日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|元和5年7月19日|<移封>和泉岸和田藩5万石｢小出吉英｣⇒但馬出石藩5
  万石(⇒寛文6年3月9日(16660413)死去)
1619年8月28日-09:00|日本|和歌山県新宮市|元和5年7月19日|<移封>遠江浜松藩25000石｢水野重仲(重央)｣⇒紀
  伊新宮藩35000石(紀州藩附家老⇒元和7(1621)年11月12日死去)
1619年8月28日-09:00|日本|和歌山県田辺市|元和5年7月19日|<拝領>紀伊田辺藩38000石(紀州藩附家老)｢安藤直
  次｣(⇒寛永12(1635)年5月13日死去)
1619年8月28日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|元和5年7月19日|<加増移封>駿河府中藩50万石｢徳川頼宣｣⇒紀伊
  和歌山藩55万5千石(⇒寛文7(1667)年､隠居)
1619年8月30日-09:00|日本|鹿児島県|元和5年7月21日|<死去>島津義弘､前薩摩藩主(85､生年1535年)
1619年8月31日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元和5年7月22日|<加増移封>摂津大坂藩10万石｢松平(奥平)忠明｣
  ⇒大和郡山藩12万292石(⇒寛永16(1639)年3月3日､播磨姫路藩18万石に加増移封)
1619年8月31日-09:00|日本|広島県福山市|元和5年7月22日|<加増移封>大和郡山藩6万石｢水野勝成｣⇒備後福山
  藩10万石(⇒寛永3(1626)年1000石加増)
1619年9月8日-08:00|中国|  ||明･万暦47年8月|後金軍がｲｴﾍ族を討ち遼東以東の地を支配下に入れる
1619年9月10日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾖﾅｽ･ｽﾀﾆｽﾛｳﾞｧｽ･ｻﾋﾟｴｶﾞ｣(16211114まで代行~16350
  410)
1619年9月22日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|元和5年8月15日|<死去>石見津和野藩43468石｢亀井政矩｣(生
  年1590年)⇒｢亀井茲政｣が継ぐ(⇒延宝8(1680)年12月18日死去)
1619年9月23日-09:00|日本|埼玉県北足立郡伊奈町|元和5年8月16日|<死去>武蔵小室藩13000石｢伊奈忠勝｣無嗣
  断絶/弟忠隆が名跡を継ぎ1100石
1619年9月28日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ5世が､ﾎﾞﾍﾐｱ王位を受諾
1619年9月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|元和5年8月22日|大坂町奉行を置く
1619年10月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ﾅｻﾞﾆｴﾙ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣(~16221025)
1619年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾗﾂｨｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1619年10月4日-09:00|日本|滋賀県高島市|元和5年8月27日|<移封>伊勢上野藩2万石｢分部光信｣⇒近江大溝藩2万
  石(⇒寛永20年2月22日(16430410)死去)
1619年10月6日-09:00|日本|京都府京都市|元和5年8月29日|幕府､ｷﾘｽﾄ教徒60人余りを四条河原で火刑に処す
1619年10月8日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第5代ﾌﾗﾝｽ領ｶﾅﾀﾞ副王｢ｱﾝﾘ2世･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗｼｰ｣(~1625年)
1619年10月8日-09:00|日本|大阪府高槻市|元和5年9月|<加増移封>三河形原藩1万石｢松平家信｣⇒摂津高槻藩2万
  石(⇒寛永12(1635)年2月下総佐倉へ)
1619年10月8日-09:00|日本|神奈川県小田原市|元和5年9月|<加増移封>上総大多喜藩3万石｢阿部正次｣⇒相模小
  田原藩5万石(⇒元和9(1623)年10月武蔵岩槻56000石へ加増移封)
1619年10月8日-09:00|日本|京都府京都市|元和5年9月|<交替>山城国内16600石余(京都所司代)｢板倉勝重｣隠居
  ⇒子の｢板倉重宗｣が27000石で継ぐ(⇒明暦2(1656)年8月5日下総関宿5万石)
1619年10月8日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元和5年9月|<移封>備中松山藩12460石｢小堀政一｣⇒近江小室藩12460
  石(⇒正保4年2月6日(16470312死去)
1619年10月8日-09:00|日本|静岡県浜松市|元和5年9月|<加増移封>武蔵岩槻2万石｢高力忠房｣⇒遠江浜松35000石
  (~寛永15(1638)年4月13日肥前島原4万石へ)
1619年10月19日-09:00|日本|京都府京都市|元和5年9月12日|<死去>藤原惺窩(朱子学の祖)(生年1561年)
1619年10月21日-09:00|日本|京都府京都市|元和5年9月14日|<就任>関白｢九条忠栄｣(~元和9年閏8月16日)
1619年10月24日-09:00|日本|愛知県名古屋市|元和5年9月17日|<創建>名古屋東照宮(愛知県)
1619年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄの息子(~164
  01201死去)
1619年11月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣
1619年11月3日-09:00|日本|静岡県浜松市|元和5年9月27日|<移封>上野青柳(近藤)藩1万石｢近藤秀用｣⇒遠江井
  伊谷15000石(⇒元和7(1621)年2000石加増⇒同年長男｢季用｣に3059石､次男｢用可｣に5300石を分知し旗本に降
  格
1619年11月4日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世(冬王)｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯(~16201108退位)
1619年11月5日-09:00|日本|三重県亀山市|元和5年9月29日|<移封>三河拳母藩1万石(桜城)｢三宅康信｣⇒伊勢亀
  山藩1万石(⇒元和6(1620)年8月､2000石の加増を受けて1万2000石)
1619年11月6日-09:00|日本|群馬県前橋市|元和5年10月|<加増>上野厩橋藩85000石｢酒井忠世｣+上野国碓氷郡里
  見領1万石⇒95000石(⇒元和8(1622)年12月､上野国緑野郡藤岡･武蔵国榛沢郡26000石加増され､後に新田と併
  せて12万2500石)
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1619年11月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｺｳﾁｰﾆｮ､ｺﾝﾃﾞ･ﾃﾞ･ﾚﾄﾞﾝﾄﾞ｣
1619年11月11日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~16221219)
1619年11月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ･ｶﾗｯﾁ､ｲﾀﾘｱの画家､版画家(生年1555年)
1619年11月18日-09:00|日本|茨城県古河市|元和5年10月13日|<移封>下野宇都宮藩10万石｢奥平忠昌｣⇒下総古河
  藩11万石(⇒元和8(1622)年10月下野宇都宮11万石)
1619年11月18日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|元和5年10月13日|<加増移封>下野小山53000石｢本多正純｣⇒下野
  宇都宮15万5千石(⇒元和8(1622)年10月改易)
1619年11月18日-09:00|日本|長崎県長崎市|元和5年10月13日|木村ﾚｵﾅﾙﾄﾞ､村山徳安ｱﾝﾄﾞﾚｽら5人が長崎で火刑に
  される
1619年11月25日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|元和5年10月20日|<移封>下総関宿藩26000石｢松平重勝｣⇒遠江
  横須賀藩26000石(⇒元和6年12月14日(16210106)死去)
1619年11月25日-09:00|日本|千葉県野田市|元和5年10月20日|<移封>下総古河藩2万石｢小笠原政信｣⇒下総関宿2
  2700石(⇒寛永17年7月2日(16400818)死去)
1619年11月26日-09:00|日本|群馬県高崎市|元和5年10月21日|<加増移封>下総小見川藩16600石｢安藤重信｣⇒上
  野高崎藩56000石(⇒元和7(1621)年6月29日死去)
1619年11月26日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|元和5年10月21日|<加増移封>上野高崎藩5万石｢松平(藤井)信吉
  ｣⇒丹波篠山藩5万石(⇒元和6年8月1日(16200828)死去)
1619年11月30日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝ･ﾙｿﾝ島北部で地震(M8.0)､死者多数
1619年12月6日-09:00|日本|千葉県富津市|元和5年11月|<加増>上総佐貫藩4万石｢内藤政長｣+5千石⇒45000石(⇒
  元和8(1622)年9月28日陸奥磐城平7万石)
1619年12月12日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院暫定総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｸﾙｽ･ﾘﾊﾞﾃﾞﾈｲﾗ｣(~162105
  02没)
1619年12月18日-09:00|日本|長崎県大村市|元和5年11月13日|<死去>肥前大村藩21427石｢大村純頼｣⇒長男｢大村
  純信｣が継ぐ(⇒慶安3年5月26日(16500624)死去)
1619年12月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||世界最初義務教育ﾁｭ-ﾘﾝｹﾞﾝの首都ﾜｲﾏ-ﾙで実施
1619年12月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｷﾞｭｾﾞﾙﾂｪ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~16210309)
1619年12月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｲｾﾝ公(ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ朝)･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯兼ﾏﾙｸ伯･ﾗｰｳﾞｪﾝｽﾍﾞﾙｸ伯｢ﾖ
  ｰﾊﾝ･ｼﾞｷﾞｽﾑﾝﾄ｣47歳
1619年12月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯兼ﾏﾙｸ伯｢ｹﾞｵﾙｸ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~16401201死去)
1619年12月24日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Okuz Mehmed Pasha｣(1620年)
1620年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾀﾑ大統領｢Thomas Brockedon｣(1期目~同年)⇒｢Richard Fursland｣
  (~16231016)
1620年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｽﾍﾟｲﾝ総督代理｢Luis de Bracamonte｣(~1623年)
1620年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第22代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ3世ｴｰｶｰﾄｯｻﾛｯﾄ｣
1620年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第23代国王｢ｻﾝﾍﾟｯﾄ4世ｼｰｻｵﾜﾊﾟｰｸ｣(~同年死去)⇒第24代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰ
  1世ｿﾝﾀﾑ｣(~16281212死去)
1620年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｿﾝｸﾗｰ･ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾚｲﾏﾝ･ｼｬｰ｣(~1668年)
1620年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Lakshminarasimha Malla｣(~1641年)
1620年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Lalitpur)国王｢Siddhi Narasimha｣(~1661年)
1620年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国
1620年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｽｰﾘｰ｣(1回目~1622年)
1620年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾝﾌﾞﾑ･ﾋﾟﾙ国(後にｾﾗｲｹﾗ国)統治者(ｸﾝﾜｰﾙ)｢ﾋﾞｸﾗﾑ･ｼﾝ1世｣建国(~不明)⇒｢ﾇﾙｼﾝ｣(
  ~不明)
1620年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ｻﾙﾏﾝ･ｶｰﾝ･ｳｽﾀｼﾞｭﾙ｣(~1623年)
1620年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱﾙﾃﾞﾋﾞﾙ､ﾎｲ､ﾏｸはﾍﾟﾙｼｬの一部
1620年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ﾎﾞｸﾞｽﾜﾌ･ﾗｼﾞｳﾞｨｳ｣(~1669年)
1620年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾀｼﾞｭﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞﾙﾊﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1620年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾅｸｿｽ公｢ｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｸﾞﾗﾂｨｱｰﾆ｣
1620年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Suleyman Pasha1世｣(~1621年)
1620年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｸﾊﾟｾ｣(~1640年)
1620年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Francisco Rodriguez de Sanabria｣(~1622年)
1620年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1621年)
1620年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ｼｷｯﾁ｣
1620年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸがｲﾝﾄﾞのﾄﾗﾝｸﾊﾞｰﾙに商館を設置
1620年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Miguel Correia Baharem｣
1620年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ将軍｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾌｧﾝ･ﾘｰﾃﾞｹﾙｹ｣(~1621年)
1620年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Frei Pedro da Cunha Lobo｣(~16211026死
  去)
1620年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Mads Christenson Gullandsfar｣(~1644年死
  去)
1620年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍﾞｰｺﾝが｢ﾉｳﾞﾑ･ｵﾙｶﾞﾇﾑ｣を刊
1620年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾔﾎﾟｯｸ知事｢Roger North｣
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1620年 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵﾔﾎﾟｯｸ川でｲｷﾞﾘｽは入植を試みた(~同年)
1620年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾛﾏｰﾉ｣(~1625年)
1620年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~1625年)
1620年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ州市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｱｷﾞﾗﾙ･ﾗｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ(副総督
  )｣(~1626年)
1620年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州ﾌﾟﾘﾏｽの植民地建設
1620年1月5日-09:00|日本|千葉県市原市|元和5年12月|<加増移封>越前木本藩1万石｢松平直政｣⇒上総姉崎藩2万
  石(⇒寛永元(1624)年6月､越前大野藩5万石に加増移封)
1620年1月6日-09:00|日本|奈良県奈良市|元和5年12月2日|<奈良元和5年の大火｢新町焼け｣>南新町から高畠町に
  いたる一円を焼き尽くし､奈良の街の南側のほとんどが焦土と化した/灰じんとなった町家や寺社は1000軒～4
  000軒とも
1620年1月23日-09:00|日本|岐阜県中津川市|元和5年12月19日|<死去>美濃苗木藩10521石｢遠山友政｣⇒翌年5月､
  長男｢遠山秀友｣が継ぐ(⇒寛永19(1642)年正月7日､死去)
1620年1月23日-09:00|日本|山形県米沢市|元和5年12月19日|<死去>上杉家家老･直江兼続(60)
1620年1月30日-09:00|日本|  ||元和5年12月26日|徳川幕府が人身売買禁止令布告
1620年2月4日-09:00|日本|長崎県長崎市|元和6年|明国江西省の僧･真円が航海の安全を祈願して興福寺創建
1620年2月4日-09:00|日本|広島県広島市中区|元和6年|広島藩主浅野長晟が縮景園築庭
1620年2月17日-09:00|日本|茨城県土浦市|元和6年1月14日|<死去>常陸土浦藩2万石｢西尾忠永｣⇒長男｢西尾忠昭
  ｣が継ぐ(⇒慶安2(1649)年2月11日､駿河国田中藩25000石に加増転封)
1620年2月19日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1620年2月19日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｱｲﾔﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙｶｼﾞﾑの息子(~16440929死
  去)
1620年3月29日-09:00|日本|徳島県徳島市|元和6年2月26日|<死去>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀至鎮｣⇒長男｢蜂
  須賀忠英｣が継ぐ(⇒慶安5年4月4日(16520511)死去)
1620年3月30日-09:00|日本|京都府京都市|元和6年2月27日|上京出火､数千戸焼失
1620年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾃｵﾄﾞﾛ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞﾘ｣
1620年4月2日-09:00|日本|京都府京都市|元和6年2月30日|京都､放火による大火､1000家以上が焼けた/相国寺な
  どが焼ける
1620年4月6日-09:00|日本|京都府京都市|元和6年3月4日|京都,又放火による大火､1000家以上が焼けた
1620年4月9日-09:00|日本|新潟県長岡市|元和6年3月7日|<加増>越後長岡藩64000石｢牧野忠成｣⇒74000石(⇒承
  応3(1654)年12月16日､死去)
1620年4月19日-09:00|日本|新潟県燕市|元和6年3月17日|<死去>越後三条藩41300石｢市橋長勝｣病死無嗣改易
1620年5月17日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺの博覧会で世界初のﾒﾘｰｺﾞｰﾗﾝﾄﾞ設置
1620年5月17日-09:00|日本|愛知県新城市|元和6年4月15日|<交替>三河新城藩15000石｢水野分長｣水戸藩｢徳川頼
  房｣附家老となる⇒長男｢水野元綱｣が継ぐ(~正保2(1645)年6月28日､上野安中藩2万石)
1620年5月26日-09:00|日本/ｲｷﾞﾘｽ|神奈川県三浦市|元和6年4月24日|<死去>三浦按針(英人ｳｨﾘｱﾑ=ｱﾀﾞﾑｽ)/家康の
  外交顧問として三浦半島に領地を得た
1620年5月31日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝ州総督ｵﾗﾆｴ公ﾏｳﾘｯﾂ[ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世の次男](~16250423)
1620年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>12代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1620年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>13代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~1623年死去)
1620年6月15日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|元和6年5月15日|<拝領>近江仁正寺藩2万石｢市橋長政｣(3月17
  日死去した越後三条藩主｢市橋長勝｣の甥⇒元和8(1622)年1月､｢市橋長吉｣に2000石を分与し18000石)
1620年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾙｶﾞｰ･ﾛｰｾﾞﾝｸﾗﾝﾂ･ﾌﾚｰﾘﾝｹﾞ｣(~16330623)
1620年6月27日-09:00|日本|新潟県燕市|元和6年5月27日|<加増移転>越後藤井藩2万石｢稲垣重綱｣⇒越後三条藩2
  3000石(~慶安4(1651)年9月19日､三河刈谷藩23000石に移封)
1620年6月30日-09:00|日本|東京都千代田区|元和6年6月1日|<就任>老中｢阿倍正次｣(~寛永4年4月15日)
1620年7月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾒｱ･ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1622年4月､解雇)
1620年7月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽを支持する大貴族､ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ13世に反乱を起こす
1620年7月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ管理者｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗ｣(~同年)⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~16
  23年9月)
1620年7月1日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島知事｢Henry Danvers｣(~16440120死去)
1620年7月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾏｸｼﾐﾘｱﾝが､ﾘﾝﾂを占領
1620年7月28日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|元和6年6月29日|宇和島藩家老山家清兵衛公頼およびその一族が殺
  される
1620年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ10世ﾐﾌﾈｱ｣(4回目~1623年8月)
1620年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ13世と母ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの争いは､ﾘｼｭﾘｭｰの調停による｢ｱﾝｼﾞｪ協定｣(ｱﾝ
  ｼﾞｪはﾌﾗﾝｽ西部)により､ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽがﾊﾟﾘへの帰還を約束することで一応終結
1620年8月14日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾈｶﾞｽ｣(~1624041
  6没)
1620年8月17日-08:00|中国|  ||明･万暦48年7月20日|<死去>明第14代皇帝｢神宗万暦帝(朱翊鈞)｣
1620年8月18日-09:00|日本|奈良県御所市|元和6年7月20日|<死去>大和御所藩2万6380石｢桑山元晴｣⇒子の｢桑山
  貞晴｣が継ぐ(~寛永6年9月29日(16291114)死去無嗣廃絶)
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1620年8月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｵｰｳﾞｪ･ｹﾞﾃﾞ｣(~16210531)
1620年8月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ｶﾞﾎﾞｰﾙ｣(~16211231)
1620年8月28日-09:00|日本|三重県亀山市|元和6年8月|<加増>伊勢亀山藩1万石｢三宅康信｣+2000石⇒12000石(⇒
  寛永9(1632)年9月27日､死去)
1620年8月28日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|元和6年8月1日|<死去>丹波篠山藩5万石｢松平(藤井)信吉｣⇒長男
  ｢松平忠国｣が継ぐ(⇒慶安2(1649)年7月4日､播磨明石藩7万石に加増転封)
1620年8月28日-08:00|中国|  |||<即位>明第15代皇帝｢光宗泰昌帝(朱常洛)｣万暦帝の子(~泰昌元年9月1日(9.28
  ))/<改元>泰昌(~12月)
1620年9月3日-09:00|日本|福岡県柳川市|元和6年8月7日|<死去改易>筑後柳川藩32万5000石｢田中忠政｣無嗣/兄
  に2万石安堵
1620年9月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾅｸｿｽ公爵ｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｸﾞﾗﾃｨｱｰﾆ｣
1620年9月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｲﾘﾔ｣(1回目~16211015)
1620年9月23日-09:00|日本|宮城県仙台市|元和6年8月26日|伊達政宗の遣欧使節支倉常長ら帰国
1620年9月26日-09:00|日本|千葉県鴨川市|元和6年9月|<加増立藩>下総生実5千石｢西郷正員｣⇒安房東条藩1万石
  (⇒寛永15年11月14日(16381219)死去)
1620年9月26日-08:00|中国|  ||明･泰昌1年9月1日|<死去>明第15代皇帝｢光宗泰昌帝(朱常洛)｣紅い丸薬を飲ん
  で急死(紅丸の案)/32歳(誕生1588年)
1620年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｶﾐｯﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾍﾞﾙｯﾂｫ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1620年10月1日-08:00|中国|  ||明･泰昌1年9月6日|<即位>明第16代皇帝｢熹宗天啓帝(朱由校)｣泰昌帝の子､15歳
  /李妃の干渉を避けるため別宮に移される(~天啓7年8月21日(16270930))
1620年10月9日-09:00|日本|長野県上高井郡高山村|元和6年9月14日|<死去>信濃高井野藩45000石｢福島忠勝｣⇒
  父｢福島正則｣が再任(越後国魚沼郡25000石を幕府に返上し2万石⇒寛永元年7月13日(16240826)死去改易)
1620年10月14日-09:00|日本|沖縄県|元和6年9月19日|<死去>琉球王尚寧(57)(誕生:永禄7(1564))
1620年10月20日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞ諸島司令官｢Nathaniel Courthope｣
1620年10月20日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌｫｱとﾅﾊﾞﾗ王国はﾌﾗﾝｽ王領の一部となり､ｱﾝﾄﾞﾗ共同大公の称号
  は後ﾌﾗﾝｽ王が保持(~1792年9月21日)
1620年10月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺｰｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣(~16430915死去)
1620年10月31日-09:00|日本|茨城県結城市|元和6年10月6日|<死去>下総山川藩35000石｢水野忠元｣老中⇒家督は
  長男｢水野忠善｣が嗣ぐ(~寛永12(1635)年8月4日駿河田中藩45000石へ)
1620年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ軍がｶｼﾐｰﾙ地方のｶｰﾝｸﾞﾗ城を攻略
1620年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣
1620年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ1世の弟(~16620517死去)
1620年11月8日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世(冬王)｣ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯
1620年11月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<廃位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ1世｣
1620年11月8日-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱ貴族の選んだﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ5世と神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世の決
  戦がﾌﾟﾗﾊ近くのｳﾞｧｲｻｰ･ﾍﾞﾙｸで行われ､皇帝側が勝利する(白山の戦い)
1620年11月10日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ2世｣(~16370215死去)神聖ﾛｰﾏ皇帝
1620年11月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾌﾟﾘﾏｽ植民地総督｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰｳﾞｧｰ｣(~16210415死去)
1620年11月13日-09:00|日本|長野県下高井郡木島平村|元和6年10月19日|<死去>信濃中村藩1万石｢岩城貞隆｣⇒
  長男｢岩城吉隆｣が嗣ぐ(⇒元和8(1622)年10月､出羽由利郡内1万石加増で2万石)
1620年11月14日-09:00|日本|茨城県稲敷市|元和6年10月20日|<加増移封>常陸古渡藩1万石｢丹羽長重｣⇒常陸江
  戸崎藩2万石(⇒元和8(1622)年1月11日陸奥棚倉藩5万石)
1620年11月14日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|元和6年10月20日|<加増移封>常陸江戸崎藩25000石｢青山
  忠俊｣⇒武蔵岩槻藩55000石(⇒元和9(1623)年10月19日､上総大多喜藩2万石に減転封)
1620年11月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｲﾝﾄﾞ/ﾀﾗﾑｶﾞﾝﾊﾞﾃﾞｨがﾀﾝｼﾞｮｰﾙの支配者によってﾃﾞﾝﾏｰｸ東ｲﾝﾄﾞ
  会社に譲渡され､ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)と名付けられ､ﾀﾞﾝｽﾎﾞｰ砦が建設される
1620年11月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1620/11/9|ﾒｲﾌﾗﾜ-号に乗り込んだ清教徒の一派ﾋﾟﾙｸﾞﾘﾑ･ﾌｧｰｻﾞｰ
  ｽﾞの一行102名,ﾌﾟﾘﾏｽ北方のｺｯﾄﾞ岬に到着
1620年11月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾌﾗﾝﾂ｣
1620年11月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ12世社交公｣(⇒1625年ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公)
1620年12月4日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Yusuf Pasha｣(~1622年)
1620年12月8日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞ･ｳｼﾞｮｱ･ｲ･ﾚﾓｽ｣
1620年12月8日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾀﾞ･ｲ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~1621年11月)
1620年12月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｱﾝﾄﾘﾑ伯｢ﾗﾝﾀﾞﾙ･ﾏｸﾄﾞﾈﾙ｣(~16361210死去)
1620年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ﾏﾝﾃﾞｳﾞｨﾙ子爵ﾍﾝﾘｰ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣(~
  16210929)
1620年12月17日-09:00|日本|石川県金沢市|元和6年11月24日|加賀藩の金沢城が焼失
1620年12月18日-09:00|日本|東京都|元和6年11月25日|<江戸神田山開削工事完成>神田山を開削して､平川の流
  れを水道橋あたりで付け替えて東へと隅田川に流し､開削した土砂で日比谷入江を埋め立てて土地を広げ､そ
  の地も含めた江戸城南東側に広がる低地を水害から守る所に主眼がおかれていた/神田山を開削し､水道橋あ
  たりで付け替えられ隅田川へと流れる川は､後に神田川と呼ばれている
1620年12月20日-09:00|日本|福岡県柳川市|元和6年11月27日|<移封>陸奥棚倉藩35000石｢立花宗茂｣⇒筑後柳河



1620迄(2404件)

  藩109200石(⇒寛永14(1637)年4月3日隠居)
1620年12月24日-09:00|日本|愛媛県新居浜市|元和6年12月|<再建>新居郡金子村の一宮神社
1620年12月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,国勢調査を五年ごとに更新
1620年12月31日-09:00|日本|福岡県久留米市|元和6年12月8日|<加増転封>丹波国福知山藩8万石｢有馬豊氏｣⇒筑
  後久留米藩21万石(⇒寛永19年閏9月29日(16421121)死去)


